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お断り







　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。








底本カバーデザイン・金上倫子

底本カバーイラストレーション・ヤマウチシズ









目次




プロローグ


第一章　『その心は』

第二章　『砂上の楼閣』

第三章　『言霊という呪』

第四章　『望月のころ』



エピローグ

あとがき









[image: ]















プロローグ










１






　世界的観光地である京都は、年に何度も『観光シーズン』を迎える。

　桜で満開の春や、五山の送り火の夏、紅葉の秋と、新たな季節を迎える度に京の町は、人で賑にぎわっているけれど、『集中する』という意味においては年末年始と祇ぎ園おん祭、そしてゴールデンウィークが良い勝負だ。

　京都駅前のバスターミナルは長蛇の列を作り、四条通から八や坂さか神社に向かって歩く人の数は倍増している。

　こうした時期に所用でちょっと町に出たら大変な目に遭あうため、ついつい観光シーズン期間は大人しく家に籠こもってしまう私は、すっかり京都市民なのかもしれない。

　今はゴールデンウィークも終わり、五月も半ば。

　随ずい分ぶんと人出は減ったものの、それなりに観光客で賑わっている。

　おそらく時期を外して、休暇を取っている人たちなのだろう。

　こういう時、毎度のことながら、『さすが、京都』と唸うならされる。




　高校三年生の私――真ま城しろ葵あおいは、学校帰り、御池通から寺町通に入り、今も観光客で賑わう京の町に感心しながらアーケードの中を歩いていた。

　やがて見えてくる、『蔵くら』という看板が掛けられたお店。

　この小さな店構えの骨董品店は、私のバイト先だ。

　店の前で足を止めて、ドアを開ける。

　ドアベルが『カラン』と響く中、「おはようございます」と私は会釈した。

「――ああ、葵さん。おはようございます」

　そう言ったのは、ホームズの愛称で知られている家や頭がしら清きよ貴たかさん……ではなく。

　彼の父親の、家頭武たけ史しさんだ。

　通称は、『店長』。見た目はまるで違うのだが、穏やかそうな雰囲気に、声と口調がホームズさんとまるで同じなため、少しドキリとしてしまう。

　この店内に、ホームズさんの姿はない。

　五月三日に私の誕生日パーティがあった翌々日、彼はオーナーと仕事で海外に行ってしまったのだ。

　そうしたわけで、私は店長と店番をしている。

　ちらりとカウンターの上を見ると、店長の前には原稿用紙と、ぐしゃぐしゃに丸められた紙が転がっていた。

　店長は、昔むかし気質かたぎの作家であり、今も手書きで原稿を書いている。

　この様子を見る限り、どうやら、執筆に行き詰まっていたようだ。

「良かった、限界だったんですよ」

　店長は『救われた』という表情で、急いで原稿をカバンの中に入れていく。

「執筆に行き詰ってしまって、悶もん々もんとしていたんです。ちょっと、散歩に行ってきますね。葵さんは、ここで勉強をしていて構いませんので、留守番だけよろしくお願いいたします」

「あ、はい、分かりました」

　やっぱりそうだったんだ、と私が相あい槌づちをうっている前で、店長は忙せわしなく立ち上がり、まるで逃げるように店を出て行ってしまった。

　店長は外に出て散歩をし、いろいろなものを見て、その空気に触れることで、アイデアを膨ふくらませるタイプの作家のようで、ずっと一か所に留まっていると、行き詰まってしまうようだ。

　私が店に入るなり、こうして飛び出すように店を出て行くことは、珍しいことではなかった。

　留守番にもすっかり慣れた私は、店内に一人残されるのも特に気にならない。

「それじゃあ、お掃除がんばりますか」

　誰もいなくなった店内で張り切ってエプロンをして、ハタキを手にする。

　この春から受験生になったことで、カウンターで勉強をしていても構わないと言ってくれているけど、その言葉に甘えてばかりはいられない。

　何よりホームズさんが留守になると、いつもピカピカだったこの店が、たちまち薄汚れてきてしまう。

　そうはならないように、留守を預かる一人としてここはがんばらなくては。

　気合を入れて、せっせと掃除をしていると、『カラン』とドアベルが鳴り、

「ちわーす」

　軽い声とともに、梶かじ原わら秋あき人ひとさんが姿を現した。

　彼は、今売り出し中の俳優だ。

　明るめの色の髪に整った顔立ち、その屈託ないキャラクターが受けて、人気上昇中であり、世間では、『イケメン俳優』と持て囃はやされている　（私はときめかないのだけど）。

　ちなみに秋人さんとはじめて出会ったのは、鞍くら馬まの山荘だった。

　彼の亡くなった父親・梶原直なお孝たかさんと店長が作家仲間だったことから、ホームズさんに梶原家の遺品相談が持ち込まれたのだ。

　それがきっかけで、気が付くと秋人さんは『蔵』と馴な染じみみの深い人物になっていた。

「――ああ、秋人さん。先日はありがとうございました」

　私は振り返って、頭を下げる。

　秋人さんは、私の誕生日パーティに参加してくれていた。

「おう、あらためて、十八歳おめでとう。ゴールデンウィークは楽しく過ごせたか？　犯罪解禁祝いに、早速、ホームズと旅行とか行ってたりして？」

　相変わらず無遠慮なことを言って、カウンター前の椅子に腰を下ろす。

「もう、『犯罪解禁』だなんて。いえ、ホームズさんはあのパーティの翌々日から、海外に行ってしまったんですよ」

「マジで？　何しに？」

「オーナーは海外の美術館から鑑定を依頼されることがあって、その付き添いと、あと、あちこちの施設から美術品の買い付けも依頼されているようで」

「……へぇ、こんな暇な店で、どうやって食ってるんだと思ってたけど、そういう収入源もあるわけだな」

　秋人さんは店内を見回しながらそう洩もらして、感心の息をつく。

　その言葉に私は何も言わずに、苦笑した。

　実は、口には出さなかったものの、私もまったく同じことを思っていたためだ。

「それで、ホームズは？」

「まだ、帰ってきてないです」

　そう答えると、「へっ？」と秋人さんは変な声を上げる。

「いつ帰ってくるんだ？」

「さあ？」

「なんだよ、知らないのかよ。葵ちゃん、彼女だろ」

　そう、私が『寺町三条のホームズ』と呼ばれる鑑定士見習いの家頭清貴さんと交際を始めたのは、先月のこと。

「ま、まぁ、そうですけど。『時差もありますし、帰ってくるまで連絡できませんが、五月の半ばには戻ります』って先に言われてますし」

「へぇ、ホームズもオーナーにこき使われてるんだろうな」

　ご愁傷様、という様子で、秋人さんは肩を上下させた。

「それが、今回は好よし江えさんも同行しているので、小間使いとしての仕事が半減だって喜んでましたよ」

　滝たき山やま好江さんは、美術関係のコンサルタント会社を経営している四十代の女性で、オーナーの恋人だ。

　その年齢差は三十歳以上だけど、好江さんは元々初老の男性が好みらしい。

「好江さんが？」

　秋人さんはそう言ったかと思うと、急に考え込むような顔をして眉まゆ根ねを寄せる。

「どうかしましたか？」

「……いや、まぁ、なんだ。なぁ、葵ちゃん、大丈夫か？」

「えっ？　何がですか」

「そのビジネス旅行、好江さんも一緒なんだろ？　ホームズと間違いが起きたりしねぇか？」

　真顔でそんなことを言う秋人さんに、思わず吹き出した。

「やだ、一体何を言い出すんですか」

　オーナーと好江さんはもう十年来の付き合いであり、ホームズさんは好江さんに対して、親戚の叔母のような感覚を持っているというのに、本当に何を言っているのか。

「だって、好江さんは、四十代とは思えないほど、すげぇ若々しくて美人だろ。俺、全然いけるし」

「それはそうですけど」

　秋人さんの言う通り好江さんはとても若々しくて美しく、見た目は、三十代前半にしか見えない。

　だとしても、好江さんはオーナーの恋人であり、ホームズさんには……一応、私という彼女がいる。

「ホームズさんは、そんな節操なしではないですよ」

「いや、分かってるよ。実は、そんなことじゃねぇんだ。っていうか、本当のことを言うと俺、見ちゃったんだよ。葵ちゃんの誕生日パーティの後のことなんだけど」

「えっ？」

　私の誕生日パーティは、銀閣寺近くの家頭邸で開いてもらい、秋人さんをはじめ、たくさんの人に来てもらった。

「葵ちゃんは十一時ごろに、米よね山やまさんの車で、香か織おりちゃんたちと一緒に帰っただろ」

「はい」

　なんだか、嫌な予感に心臓が不穏な音を立てる。

　秋人さんの言う通り、私は香織や佐さ織おりさんとともに、米山さんの車で家まで送ってもらった。最初、ホームズさんが送ってくれると言っていたのだけど、オーナーや上うえ田ださんにお酒を飲まされてしまったためだ。

　米山さんは、元々下戸で、最初から皆を送ろうと思ってくれていたそうだ。

「俺も帰り支度して、ホームズに挨あい拶さつしようと探していたら、バルコニーで好江さんとホームズが二人きりでいるのを見たんだ」

　どきん、と心臓がさらに嫌な音を立てた。

「好江さんが泣きながらホームズに抱き着いてて、ホームズはそんな好江さんの両肩に手を乗せててよ……」

「っ！」

　その姿がリアルに脳裏に浮かんで、息が詰まる。

「よく聞き取れなかったんだけど、好江さんが『葵ちゃんと清貴を見ていて、自分の気持ちに気付いてしまった』とか『あなたには、迷惑だろうけど』って言っててよ、そしたら、ホームズが、『何を言うんですか、僕は、一向に構いませんよ。むしろ嬉しいです』って、ポケットからハンカチを出して好江さんの涙を拭ぬぐっていたんだ。あやしくねぇ？」

　その問いに、私は何も言えないまま、静かに俯うつむいた。

　たしかに、その言葉だけ聞くと、あやしい。

　秋人さんは嘘をつくような人ではないから、おそらく本当のことだろう。

　好江さんは、私とホームズさんが交際を始めたことで、今まで子どものように思っていたホームズさんに対して、特別な感情……つまりは、恋愛感情を抱いていることに気付いた、ということなのだろうか？

『僕は一向に構いませんよ』と、ホームズさんが答えた。

　それは、その気持ちを受け入れるということなんだろうか？

　思えば今回、海外に行ったのはオーナーも一緒だと信じていたけれど、もしかして好江さんと二人きりで行っていたりして……。

　いやいや、まさか、そんな。

　何を考えているんだろう。

　私が、頭を振っていると、秋人さんは慌あわてたように手をかざす。

「まあまあ、まあまあ、葵ちゃん、もしホームズが葵ちゃんと好江さんで二股をかけていたとしても、そんな落ち込むなよ。そもそも男は浮気する生き物だし」

「はい？」

「まぁ、だから、そうだな。うん、葵ちゃんも浮気しろよ。たとえば、俺とか」と秋人さんは、私の頬に手を触れて、「なっ」と顔を覗のぞく。

「えっと……何を言ってるんですか？」

　今まで、秋人さんは一度も私にこんなことを言ってきたことがないというのに。

　ついに、秋人さんの頭は沸わいてしまったのだろうか。

　とても冷ややかな目で彼を見据えると、

「いやいや、葵ちゃんも、もう十八だろ？　だから、俺のストライクゾーンに入ったんだよ。おめでとう、ストライクゾーン」

　秋人さんは屈託のない笑みを見せる。

『まったく、この人は』と、呆れながらも、自分の言葉で私を落ち込ませてしまったことを反省して、気を紛まぎらわそうとしてくれたことは伝わってきた。

　それでも、『そんなやり方をしなくても』と呆れる気持ちは変わりなく、その手を払おうとした時、また『カラン』とドアベルが鳴った。

「おう、邪魔するで」

　次に入ってきたのは、常連客の上うえ田ださん。

　彼は店長の大学時代からの親友で、大阪でいくつもの事業をしている実業家であり、今日も艶のあるスーツに磨かれた革靴を履いていて、スマートな大人の男性という様相だ。

　ちなみに、彼も私の誕生日パーティに参加した一人でもある。

「上田さん、いらっしゃいませ」

「おう、葵ちゃんに秋人くん。ええ、雰囲気やな。なんや、浮気中か」

　上田さんは、私たちを見ていたずらな笑みを浮かべる。

　私は、慌てて秋人さんの手を払った。

「そそそそそんなんじゃないです」

「冗談やて。武たけ史しかホームズは？」と、上田さんは店内を見回す。

「店長は、外の空気を吸いに行ってて、ホームズさんはオーナーと海外に行っていて、まだ帰ってないですよ」

「いやいや、ホームズたちはもうそろそろ着くころやで。とりあえず、今から荷物を運び入れるから、よろしゅう」

「はっ、荷物？」

　ポカンとする間もなく、上田さんは大きく扉を開いた。

「こっちやで、頼むわ」

　上田さんの合図の後に、配送業者が木箱や段ボール箱を続々と店内に運び入れた。

　店の空いているスペースに、箱が積まれていく。

「あの、上田さん、これはなんなんですか？」

「すげぇ、荷物」と、仰天する私たちに、

「なんなんって、これらは、オーナーとホームズが海外で買い付けたもんやで」

　上田さんは、あっさり答える。

「えっ、これ、全部ですか？」

「ああ、『バイヤー』ってやつやな。ホームズとオーナーはあちこちから依頼されて、美術品を買い付けて来るんや」

「へぇ、すごいっすね。でも、それをどうして上田さんが？」

「俺、通関士の免許を持ってん。経営コンサル以外に、通関事務所もやってるんや」と、上田さんは、親指で自分を指す。

　上田さんが通関士であり、彼の手掛ける事業のひとつとして、通関事務所をやっていることは、私も知っていた。

「ほんで、海外で美術品を買い付けて日本に持ち帰る場合、通関事務所を通さなあかんのや。そこでうちの事務所が活躍するというわけや。まぁ、俺も『蔵』と組んで仕事をしてる、いうことやな」

　上田さんは、誇らしげに腕を組んで、笑みを見せた。

「へぇ、古物商の免許を持っていても、海外の美術品を買い付けて、国内に持ち込むのは、簡単なことじゃねぇんだな。マジで上田さん、大活躍っすね」

　秋人さんは、店のスペースを埋めていく荷物に、少し圧倒されつつ息をつく。

「せやけど、清貴も通関士の資格は取る言うてたから、それまでの話やろうけどな」

　そう言った上田さんに、「そりゃ、マジで期間限定っすね」と秋人さんが笑った。

　気が付くと、店内は箱の山。

　私は圧倒されて、はぁ、と息を吐いた。

「これだけの量を買い付けてくるなんて、すごいですねぇ」

　思えば、海外で仕入れた品が、店に入ってくる日に立ち会ったのは初めてだ。

　感心する私の横で、上田さんは「いやいや」と首を振る。

「多い時は、コンテナいっぱいって時もあるんやで。今回は少ない方やわ」

「コ、コンテナですか……」

「それにしても、今日荷物が届くことを武史に伝えてあるのに、あいつ、絶対忘れとるで」

　上田さんは腰に手を当てて、やれやれ、と息をついた。

「そうかもです。まったく聞いてなかったですし」

　カウンターの上の卓上カレンダーに目を向けると、今日の日付に丸印がついている。

　ちゃんと印をしているということは、その時は意識をしていたのだろう。

「それにしても、こんなに荷物があっては、営業できないですよね」

「せやから、荷物が届く日に、依頼人に来てもらうことにしてん」

「依頼人？」

　そんな話をしていると、再び『カラン』とドアベルが鳴った。

　いつもはのんびり静かな店だというのに、今日ばかりはやけにドアベルが鳴る。

「いらっしゃいませ」

　振り返ると、そこにいたのは『いかにもビジネスマン』という雰囲気のスーツ姿の男性が数人。

「神戸ＫＢホテルの山やま本もとと申しますが、オーナーはいらっしゃいますでしょうか？」

「私は大阪ＯＳデパートの西にし川かわと申します」

「名古屋ＮＧ会館の佐さ倉くらと申します」と、彼らは次々に頭を下げる。

　そう、上田さんの言っていた、『依頼人』たちだ。

「え、ええと、オーナーは……。あ、今、店長に電話を」

　私があわわと目を回しながら、スマホを手にすると、

「オーナーでしたら、そろそろ着くころだと思いますので、どうぞお掛けになってお待ちください。葵ちゃん、コーヒーの用意頼むわ」

　上田さんが、すぐに前に出て対応してくれた。

　助かった。上田さんがいてくれて良かった。

　胸を撫なで下ろすような気持ちで給湯室に入り、コーヒーの準備をしていると、再び『カラン』とドアベルが鳴った。

　ああ、もう、今度は何者？

　ヒヤヒヤしながら給湯室から顔を出すと、そこには、オーナーと好江さん、その後ろにホームズさんの姿があり、私が驚きに瞬またたく。

　するとホームズさんは、そんな私に向かってニッコリと微笑ほほえんでくれた。

　久しぶりに見た彼は、ラフなスーツ姿で、いつもより大人びて見えて、キュンと胸が詰まる。

　ちなみにオーナーは、いつものように小粋な着流し姿だ。

　二人の登場に来客たちは、「おお」と声を上げた。

「オーナー、この度は、わざわざ、仕入れをありがとうございます」

「商品を引き取りに来ました」

　詰め寄る皆に、オーナーは顔をしかめる。

「あー、全部、弟子に任せてあるで、この清貴に頼むわ。ワシは疲れた」

　そう言ってオーナーは、ドッカリとソファーに腰を下ろし扇子でパタパタと自分を煽あおぐ。

「まぁ、あれだけ、あちこちで大はしゃぎしていたら、疲れるでしょうね」

　ホームズさんは、呆れたように肩をすくめた後、

「皆さん、わざわざ、ありがとうございます。今、リストを確認して、商品をお渡ししますので、お掛けになってください」

　彼らの対面に腰を下ろし、バッグからファイルを取り出す。

　久しぶりに会えたというのに、再会の喜びに浸る間もない緊張感だ。





２






　――その後は、見ているだけで、圧倒される光景だった。

　箱を開けて商品の検品と確認。

　テーブルや床に並べられた絵画や壺、水差しといった骨董品。

　そして受け取りのサイン。

　書類には、ビックリするような桁けたの金額が記されていた。

「いや、素晴らしい品々をありがとうございます。やっぱり、家頭先生にお願いしておけば間違いないですね」

「さっそく、ロビーに飾らせていただきます」

「ありがとうございました」

　彼らは口々にそう言い、手配した配送業者に荷物を運ばせて、何度も頭を下げながら店を出て行った。

　気が付くと、店を埋め尽くしていた荷物はほとんどなくなり、まるで嵐が過ぎ去った後のようだ。

　ホームズさんは『ふぅ』と息をつき、ファイルをパタンと閉じた。

「上田さん、対応してくださってありがとうございます。ところで父は？」

「散歩やて。あいつ、今日荷物が届くことも、客が来ることも忘れとるで」

「そうでしたか。本当は、もっと早くに帰ることができると思ったんですが、いかんせんあの人がチョロチョロと」

　ホームズさんはオーナーに一いち瞥べつをくれた後、

「そして、葵さんも秋人さんも、慌ただしい雰囲気ですみません。驚かれたでしょう」

　私たちに向けて優しい笑みを浮かべた。

　ちなみにオーナーは、素知らぬ顔でコーヒーを口に運んでいる。

「そうや、ホームズ。秋人くんが、葵ちゃんにちょっかい出しとったで。浮気直前や」

　冗談めかしくもそんなことを言う上田さんに、私はギョッとし、ホームズさんはピタリと手を止めた。

「いやいや、冗談だからな、ホームズ」

　慌てたように、ぶんぶんと手を振る秋人さんに、ホームズさんはにこりと微笑んだ。

「分かっていますよ、『アホヒト』さん」

「あ、アホヒトって言うな！」

「失礼、『アキヒト』さんでしたね。間違えてしまいました、どうしてだろう？」

　真顔で小首を傾げるホームズさんに、思わず笑いそうになってしまう。

「さて、残った荷物を二階に運ぶとします」と、ホームズさんは立ち上がり、ダンボールを二つ抱きかかえ、

「葵さん、その箱を持ってもらっていいですか？　軽いものなので」

　そう言って、床に残された小さな箱に目を落とした。

「あ、はい」

　私はすぐに箱を手にし、ホームズさんの後を追って、二階に上がる。

　日頃『倉庫』と呼ばれる二階。

　そこは、棚と荷物が整然と並び、小さな窓と換気扇があるだけの素っ気ないスペースだ。

「その箱は、机の上に置いといてください」

　ホームズさんは、自分の手にしている箱を壁際に置いた。

「はい」

　私も机の上に箱を置くと、ホームズさんが歩み寄ってきて、隣で足を止める。

「この箱の中には、葵さんへのお土産が入っているんです」

「お土産みやげ？　本当ですか？」

　私が嬉しさに顔を上げた瞬間、優しく唇が重なった。

「っ！」

　どきん、と全身が心臓になったような衝撃に震える。

　そっと唇を離して、顔を覗くホームズさん。

「……秋人さんにちょっかいだされてたん？」

「――えっ？」

「浮気したらあかんで」

　ジッと見詰める彼の瞳に、胸を射い貫ぬかれる。

「う、浮気って」

「……って、勝手やな、僕は。放ほうっておいてからに」

　ホームズさんは、バツが悪そうに髪をかき上げた後、

「葵さん……せっかくのゴールデンウィーク、一緒に過ごせなくてすみません」

　優しく頭を撫でられて、私の息が詰まった。

　すぐ目の前にあるホームズさんの顔に、ドキドキと鼓動がうるさい。

「し、仕方ないじゃないですか」

　大事なお仕事で行っていたんですから、と心の中で続ける。

「僕は本当に勝手ですね。自分の都合で忙しくしていたというのに、葵さんと一緒に連休を過ごせなかったことが、悔しいです。……会いたかった、葵」

　そう言ってホームズさんは、こつん、と額を合わせる。

　くらくらと目眩めまいがして、もう立っているのがやっとなくらいだ。

　どうしよう。

　私はもう、こんなにもホームズさんが大好きだ。

「あ、お土産は、気に入っていただけるかどうか、分かりませんが」

　思い出したように箱を手にするホームズさんに、今度は別の意味でドキドキした。

　ホームズさんは、私に何を選んでくれたんだろう？

　その時、下の階から、

「こらぁ、清貴！　ワシの店で、くんずほぐれつ乳ちち繰くり合っとったら、許さへんで！」

　と、オーナーの怒声が響いた。

「…………」

　なんていうか、すごい声量だ。

「くんずほぐれつ乳繰り合ってなどいないですよ。今、葵さんにお土産を渡すところです」

　負けずに声を上げるホームズさん。

　何より、お願いだから、その言い方はやめてほしい。

「ほんなら、下で渡したらええねん！　はよ、ワシにコーヒーを淹いれんか！　お前の淹れたコーヒーが飲みたいんや」

　まるで駄々っ子のように声を上げるオーナーに、ホームズさんは『やれやれ』と肩をすくめた。

「うるさいので、下で開封しましょうか。コーヒーを淹れますので」

「あ、はい。私も久々にホームズさんのコーヒーを飲みたいです」

　私は、ふふふと笑って、再び箱を手にし、一階へと降りた。

　それにしても、この箱を一階から二階に運んで、また戻るって、まるで、私たちはキスをするためだけに二階に上がったみたいだ……。

　そう思うと、急に恥ずかしさが募つのって、顔が熱くなる。

　下に降りると、散歩に行っていた店長が戻っていて、上田さんに怒られていた。

　店内はオーナー、店長、好江さん、上田さんに秋人さんと結構な賑わいを見せている。

　ここに美み恵え子こさんがいたら、フルメンバーだ、と私の頬が緩む。

「いやはや、今日帰ってきて、荷物が届く日だったんだね。すっかり忘れていて申し訳ない。オーナー、好江さん、清貴、お帰りなさい」

　店長は、心底申し訳なさそうに頭に手を当ててそう言う。

「ただいま戻りました。留守中、店のことを任せきりですみません。今、コーヒーを淹れますね」

　ホームズさんも笑みを返して、そのまま給湯室へと入って行った。

「ホームズの土産ってなんなん？」

「あ、俺もすげぇ気になる」

　身を乗り出す上田さんと秋人さんに、「えっ、えっと」と躊躇ためらっていると、

「葵さん、開けても構いませんよ」

　給湯室からホームズさんの声がした。

「それじゃあ、失礼します」

　胸を弾ませながら箱を開封すると、中には額に入ったリトグラフと、小箱が入っていた。

「わぁ、素敵、ミュシャだ！」

　額を手に取るなり、私の口から感嘆の声が出る。

　アルフォンス・マリア・ミュシャ。

　とても有名なアーティストで、これは『黄こう道どう十じゅう二に宮きゅう』といって、女性の横顔で知られる有名なリトグラフだ。

「なぁ、この絵って、すげぇ高価なんじゃねぇの？」

　秋人さんが、ごくりと息を呑む。

　すると、オーナーがヒョイと顔を出した。

「おー、ミュシャの『黄道十二宮』か。これはエスタンプリトグラフやから、そんなせえへんよ」

「リトグラフって版画のことだよな？」と、秋人さんが小首を傾げる。

「そうやで。リトグラフいうんは、版画のことやな。これは、随分出来がええから、オリジナルと見み紛まごうかもしれへんけど、エスタンプやな」

　オーナーが、うんうん、と相槌をうっていると、

「ええ、エスタンプです。ですが、オーナーも仰おっしゃるようになかなかのクオリティでしたので」

　そう言いながらホームズさんが、トレイを手に給湯室から出てきた。

「なんだよ、その『オリジナル』だの、『エスタンプ』だのと」

　さらに首を捻ひねる秋人さんに、ホームズさんはカウンターの上にカップを並べながら口を開く。

「『オリジナルリトグラフ』というのは、作家本人が刷ったもので、『エスタンプ』というのは、本人ではなく工房が刷ったものなんです。こちらはエスタンプなんですが、オリジナルに迫る出来栄えだったので、ぜひ葵さんにと」

「ありがとうございます」

　ミュシャはずっと素敵だと思っていたから、とても嬉しい。

　その一方で、それほど高価なものじゃないと聞いて、少しホッとした。

　ここはいつも、桁が違うから。

「へー、エスタンプだと安いんだ？」

「そうやな、これは十万そこそこやろ」

　さらりと言うオーナーに、私はゴホッとむせる。

　じゅ、じゅうまんそこそこって、十分すぎるほど、高価ですが。

「葵ちゃん、その箱は？　もしかして指輪なんじゃねーの？」

「いや、いきなり指輪は引くやろ」

　また、グイグイとくる上田・秋人コンビ。

　ゆ、指輪？　確かに驚くけど、引いたりはしないし、とても嬉しい。

　ドキドキしながら小箱を開けると、そこにはブレスレットが入っていた。

　陶器のような白い輪のブレスレットの中央に、エーデルワイスが描かれている。

「ブレスレット！」

　ヨーロピアンな雰囲気の、アンティークなブレスレットだ。

「いえ、これは『ブレスレットウォッチ』なんですよ。スイスに寄った時に買いました」

　中央の膨らみをパチンと開けると、文字盤が出てくる。

「こ、これ、すごく素敵です！」

「良かった。今の女子高生の流行とかは分からないのですが、これは、アンティークな雰囲気ですし、流行はやりに関係なく、ちょっとしたアクセサリーにも良いかなと思いまして」

「ありがとうございます、大切にします」

　私がギュッと小箱を胸に抱きしめると、ホームズさんは優しく微笑む。

　その周りで、皆が『ケッ』という顔を見せる。




　その後、オーナーは『カップルに当てられてムカつくし、疲れを癒いやしに花街に行く！』と、上田さんと秋人さんを引き連れて店を出て行き、店長は原稿に集中したいと近くの喫茶店に行ってしまった。

　店には、私とホームズさんと好江さんの三人。

　私は皆のカップをトレイに乗せて、給湯室に運び、いそいそと洗い始める。

　いただいたお土産が嬉しくて、今も胸が高鳴っていた。

　店の方では、ホームズさんと好江さんが愉しげに語らっているようだったが、何も気にならなかった。

　秋人さんが変なことを言っていたけど、何かの勘違いなんだろう。

　鼻歌交じりに食器を洗い、蛇口をきゅっと締める。

　タオルで手を拭ぬぐいながら、そっと給湯室を出ると、

「そうそう、清貴。言いそびれていたんだけど、あの時のことは、誰にも内緒よ。ちょっと気の迷いで」

　好江さんが口の前に人差し指を立てて、そう言っていた。

「気の迷いだなんて、僕は嬉しかったですよ」

「……ありがとう」

　好江さんは静かに零こぼして、頬を赤らめて、目を伏せる。

「…………」

　そのただならぬ雰囲気に、私は何も言えないまま給湯室で立ち尽くしていた。
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　――翌日。

　私は、学校で地理の授業を受けながら、なんとなく地図帳を開いた。

　ヨーロッパの地図に目を落とすと、ホームズさんと好江さんの様子が思い出されて、小さく頭を振る。

　結局、何も聞くことができなかった。

　募るもやもやに、息を吐く。

　こんな煮え切らない気持ちになるなら、ちゃんとホームズさんに聞いた方がいいんだろうな、と私は頬杖をついた。

　きっと、杞き憂ゆうに違いないだろうし。

　そもそも、好江さんは、オーナーの彼女だ。

　孫のホームズさんが横よこ恋れん慕ぼするなんて、ありえない話だろうし……。

　そう思いながらも、チラつく二人の姿に、私は額に手を当てる。

　早く授業が終わらないかな、と教室の壁時計に目を向けた。

　ホームズさんからもらった、スイスのブレスレットウォッチはつけてきていなかった。

　ファッション性が高いため、一見アクセサリーにしか見えないし、傷がついても嫌だからだ。

　丁ちょう度ど、先生がスイスについて説明を始め、私は授業に意識を戻すことができた。

「スイスの国土面積は日本の九州とほぼ同じくらいの面積なんですが、特徴的なのは、高低差が４，４４１ｍもあるということ。そのため季節ごとの美しさがスイスにはあるわけです。そんなスイスの国花は、エーデルワイスで知られていますね」

　そう話す先生に、ブレスレットウォッチの中心にエーデルワイスの絵が描かれていたことを思い出して、私は少しだけ前のめりになる。

「エーデルワイスは、歌も有名ですね。エーデルワイスの歌は、第二次世界大戦中、ドイツ軍山岳部隊の兵士を中心に歌われていたんです。ちなみにそんなエーデルワイスの花言葉は『高貴』『忍耐』『大切な思い出』だそうですよ。ああ、少し脱線しましたね。それでは、教科書は次のページを開いてください」

　にこりと笑う先生の指示に従って、次のページを開いた。

　そうか、『大切な思い出』という花言葉があるから、時計にデザインされているのかもしれない。

　せっかくだからミュシャのこともちゃんと調べてみよう、と私は先生の話を聞きながら、相槌をうった。




　そうして、昼休み時間。

　私はお弁当を食べ終えて、すぐに一人で図書室へと向かった。

　美術史の本を手にして、図書室の隅の席に腰を掛ける。

　――今も支持されるアーティスト、アルフォンス・マリア・ミュシャ。

　資料には、さまざまなことが書かれていた。

　ミュシャは、現代のチェコ　（旧オーストリア帝国、モラヴィア）・イヴァンチツェ出身で、十九世紀から二十世紀にかけて活躍した画家。

　祖国を離れ、ミュンヘンの美術学校に行き、卒業後はパリへと渡り、苦労を重ねるものの、やがてパリで大成功をおさめる。

　彼の出世作は一八九五年、舞台女優サラ・ベルナールの芝居のために作成した『ジスモンダ』のポスターである。

　威厳に満ちた人物と、細部にわたる繊細な装飾からなるこの作品は、当時のパリにおいて大好評を博し、一夜にして彼のアール・ヌーヴォーの旗手としての地位を不動のものとした。

　そんな説明文の次のページには、作品『ジスモンダ』が掲載されていた。

　堂々とした女性の立ち姿で、右手には『アイリス』というらしい聖花を持っている。

「あ、この絵も知ってる」と、私はぽつりと小声で零す。

　ミュシャは、この作品で一躍有名になったんだ。

　ちなみに、私がホームズさんにもらった『黄道十二宮』は、ミュシャのもっとも人気のある作品と言われているらしい。

　この作品は、元々シャンプノワ社（リトグラフ制作工房・美術出版社）のカレンダーだったそうだ。

　シャンプノワと親しいラ・プリュム芸術出版社がノベルティに使ったことが『黄道十二宮』とミュシャの名を広め、ラプリュム社、シャンプノワ社に成功をもたらしたとか。

　そんなミュシャが残した有名な言葉が――。

『私の仕事の目的は破壊ではなく、建設である』

　素敵な言葉、と私は目を細める。

　こうも書かれていた。

『――ミュシャは、アールヌーボーの旗手としてパリで高い評価を得て、帰国するも、祖国チェコ国内において、海外での成功を妬ねたむ人も大変多かった。そんな国内での風当たりが強い中でも、ミュシャは、オーストリアから独立したばかりの祖国のために無償で紙幣や切手、国の紋章などをデザインした。破壊ではなく、建設。これは、そんなミュシャの献身的で前向きな心意気を表す言葉ではないだろうか――』

　そんな文言を読んで、へぇえ、と唸らされた。

　海外で大成功して凱がい旋せん帰国かと思えば、ひどく妬まれて居心地の悪い状況下にいたんだ。

　それでも、紙幣や切手を無償でデザインして、独立したばかりの祖国の力になろうとしたんだ。

　とても、素敵な人だ。

　破壊ではなく建設。

　芸術は、人を幸せにするためのものだから――――。

『作品には、その人自身があらわれる』とホームズさんもよく言っているけれど、本当にそうなのかもしれない。

　ミュシャの作品は、人の心を癒す力がある気がするし。

　うんうん、と頷うなずいていると、

「――えっ？　彼氏に嘘をつかれていたってどういうこと？」

　本棚の向こうから、抑えた声が聞こえてきて、私は眉根を寄せた。

　どうやら、図書室の隅で、恋愛相談が始まったらしい。

「彼氏って、あの大学生の彼だよね？」

「そうなの。彼はずっと梅うめ田だに住んでるって言ってたの。それで『遊びに行きたい』って言ってもはぐらかして家に呼んでくれなくて。で、この前、長なが岡おか京きょうの親戚の家に行ったら、彼が女の人とマンションに入っていくところを見たの。表札には苗字がふたつついてたの」

「え、それって、どういうこと？」

「……年上の女の人と一緒に暮らしてたみたい」

「何それ、マジで？」

「おかしいと思ったんだよね。コロコロ言ってること変わるし、二股掛けられていたの」

　鼻をすすりながらそう話す。

「マジでムカつく。大学生とかって、女子高生をチョロいとか思ってるんじゃない？」

　そんな人様の恋愛相談を横聞きしながら、私はくらくらと目眩を感じていた。

　ホームズさんは、そんな人じゃない。

　そう思っているのに、もやもやが晴れるわけじゃない。

　ドキドキと心臓が嫌な音を立てている。

　……ううん、悶々とするのはやめよう。

　ちゃんと聞けばいい、それだけだ。

　私は強く頷いて、パタン、と本を閉じた。
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　授業を終えるなり、逸はやるような気持ちで『蔵』へと向かい、自転車を漕こいだ。

　もやもやした気持ちを早く晴らしたくて、いつもより乱暴に駐輪場に自転車を停めて、寺町通のアーケードに入る。

　アンティークな看板を目にするなり、緊張に鼓動が強くなるのを感じた。

　扉の前まで来て、深呼吸をしてから扉を開けた。

「――おはようございます」

　そっと声を上げる。

　店内ではホームズさんがカウンター前の椅子に座り、帳簿をつけている。

「葵さん、おはようございます」

　花が咲くように笑う彼を前に、今までの悶々とした鬱うっ屈くつが吹き飛ぶ気がした。

　ホッ、としたその時、階段から足音がして、好江さんが降りてきた。

「葵ちゃん、お疲れ様」

　好江さんは私を見て、柔らかく微笑む。

　この時間、好江さんが店にいるなんて珍しいことだ。

　一体どうして？

「…………」

　こんな些さ細さいなことで胸が騒ぐ自分が、とても嫌だ。

「そうそう、清貴。渡すのを忘れていたわ、これが書類よ。確認しておいて」

　好江さんがホームズさんに、茶封筒を渡した。

「ありがとうございます。僕も、あなたに渡そうと思っていたものがあったんですよ」

　ホームズさんは引き出しを開けて、茶封筒を差し出す。

「あら、何かしら」

　好江さんが、茶封筒の中を確認する。

　私も思わず首を伸ばして確認すると、そこには、有名な結婚情報誌が入っていた。

『婚姻届のおまけ付』という文字まで見える。

「っ！」

　私が絶句する横で、好江さんは耳まで真っ赤になって、茶封筒を抱きしめる。

「も、もう、馬鹿ね、清貴。もうこんなのはいいのよ。本当に馬鹿ね」

　好江さんは嬉しそうに、そして照れくさそうに言って、まるで逃げるように店を出ていった。

『カラン』とドアベルが鳴り、店内に静けさが襲う。

「……今の茶封筒は、なんですか？」

「ああ、好江さんは、一級建築士の資格も持っていましてね、この店の改装案を作ってくださったんですよ。今すぐではないんですが、いつかこの店をカフェ兼アンティークショップにできたら、と考えてもいまして」

　ホームズさんはそう言って、愉しそうに茶封筒から書類を取り出す。

　言葉通り、図面が描かれていた。

　いつもの私ならば、『そんな計画を立てていたんですか。この店をカフェにするなんて、素敵ですね』と、目を輝かせて、食いついたことだろう。

　でも、そんなことよりも、好江さんに渡した『婚姻届付の結婚情報誌』の方が、胸を占めてしまっていた。

「……ホームズさんは、好江さんと結婚されるんですか？」

　ぽつり、と零すと、ホームズさんは「えっ」と洩らし、戸惑ったような目を見せる。

「僕が、好江さんと、結婚、ですか？」

　よほど驚いたのか、彼の口調が日本語に不慣れな外国人のようになっている。

　まさか、好江さんに渡したものを私に見られたと思っていなかったのだろうか？

　そもそも、どうして、私の前であんなものを渡すのか。

「そして、好江さんが起こした図面で、ここを改装して、二人でアンティークカフェを始めるんですか？」

「いえ、あの、葵さん、一体何を言ってるんですか？」

　ホームズさんが、おろおろとした様子で立ち上がる。

「秋人さんに聞いたんです、誕生日パーティの夜に、好江さんがホームズさんに抱き着いて、泣きながら意味深なことを言ってたって。この前もなんだか意味深でしたし……。思えば、二人とも独身だから、不倫でも何でもないですもんね。ですから咎とがめられることはないかもしれないですけど、そんな状態で私と付き合っていたり、オーナーにちゃんとお話をしないのは、不誠実すぎます。ホームズさんが好江さんのことを本当に好きで、婚姻届付きの結婚情報誌を渡すくらいの気持ちを持っているなら、ちゃんと筋を通してください！　そんな……そんな二人は、誰からも祝福されませんよ！」

　話しながら、ボロボロと涙が零れ落ちる。

　支離滅裂で、自分が何を言っているのか分かっていない。

　悔しいのか、腹立たしいのか、悲しいのか。

　ただ、胸が痛くて、仕方ない。

　ホームズさんは呆然と立ち尽くし、「いえ、あの」と手をかざす。

「聞いてください、葵さん。結論から言いますが、僕は好江さんと結婚しません。そもそも、彼女に恋愛感情を抱いてませんし、考えたこともないです。僕が小学生の時から、祖父の恋人である彼女は、僕にとって、『母親』のような存在なんです」

　ホームズさんは少し早口に、私を落ち着かせるように言う。

「……嘘じゃ、ないですよね？」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにして尋ねると、ホームズさんは「はい」と頷く。

「僕は葵さんに、やましい気持ちは抱いても、やましいことなんてありません」

「や、やましい気持ち？」

　瞬時に涙が引っ込んで、顔が熱くなる

　先ほどまでの、負の感情がもう消えていた。

　こんな時、痛感する。ホームズさんは本当に、人の感情を操るのが上手い人だ。

「好江さんのことですが……」

　ホームズさんがそこまで言いかけた時、『カラン』とドアベルが鳴って、勢いよくオーナーが店に飛び込んで来た。

「好江はおるか？」

　そう言った後、私たちの様子を交互に見て、オーナーはポカンと目を開く。

「なんや、痴話喧嘩か」

「っ！」

　涙は引っ込んでいたものの、泣いていたことが一目瞭然だったのだろう。

　恥ずかしさに俯くと、

「清貴、あんな愛のメッセージがたっぷり詰まった土産を渡しといて怒らせるなんて、女に関してはお前もまだまだやのぉ」

　オーナーは、心底嬉しそうな笑みを浮かべ、ホームズさんは肩を上下させた。

「勝手に、人の土産の裏側を読まないでください」

　――お土産に愛のメッセージ？

　それは、ホームズさんが私にくれたお土産には、『特別な意味』が込められていた、ということなんだろうか？

　思いもよらないことに、言葉が出ない。

「それより、好江はおらんのか」とオーナーは店内を見回す。

「あなたの彼女でしたら、先ほど急ぎ足で出ていかれましたよ」

「ほうか、どうせ、文化博物館やろ」

　オーナーは帽子をかぶり直して、店を出ていった。

　再び店内が静かになり、ホームズさんは息をつく。

「葵さん、ちゃんとお話しするので、お掛けください」

「は、はい」

　私は言われた通り、カウンター前の椅子に座ると、ホームズさんは対面に腰を下ろした。

「秋人さんが言われた通り、あなたの誕生日パーティが終わった後、僕と好江さんはバルコニーにいました。バルコニーを覗いたら、好江さんが泣いていたんです」

　話しはじめたホームズさんに、私は何も言わずに次の言葉を待つ。

「どうしたのかと問い詰めると、『自分は今まで、再婚を考えたことはないし、したいとも思っていなかったけれど、初々しい葵ちゃんと清貴の姿を見ていたら、自分の本当の気持ちに気付いてしまった。私は心の奥底では、もう一度結婚したいと思っていた。誠司さんと結婚したい』と。『だけど、私と誠司さんが結婚したら、清貴は迷惑でしょう？　周囲にも遺産目当てだと言われるだろうし』と泣かれましてね」

　ホームズさんの話を聞きながら、私は少し驚きながら相槌をうつ。

「それで僕は、『迷惑なんてことはないですよ、嬉しいですよ』と答えていました。実際、あんな年老いた祖父と再婚したいと思ってくれるなんて、本当にありがたい話です」

　ホームズさんがありがたく思う気持ちは分かる気がする、と私は頷く。

「……でも、好江さんとオーナーがもし結婚したなら、世間はやはり、遺産目当てだと思うものなんでしょうか？」

「一見、そう見えるかもしれませんが、好江さんも実業家で事業は順調ですし、嵐あらし山やまに家を持っていますしね。古美術が主な財産である祖父よりも、もしかしたら資産家かもしれません。まぁ、どう見られようと、本人の気持ちが一番大事なことです」

「そうですよね」

　そう。周りにどう見られようとも、大事なのは当人がどうしたいかだ。

「ですが、その時の好江さんは、随ずい分ぶん酔っぱらっていたようで、後日、『あの時のことは、誰にも内緒よ。ちょっと気の迷いで』と言い出しましてね。すっかりなかったことにしようとしていたんです。ですが、あの時の言葉は本心でしょうし、僕の本音を言うと、好江さんが祖父と再婚していただけたなら、何かと心強いというか、安心もするので、彼女の気持ちを焚たきつけるべく、あの雑誌を渡したわけです」

「……あ」と、私は口に手を当てた。

　そういうことだったんだ。

　私は脱力して、背もたれに身を預ける。

「誤解は、解けましたか？」

「は、はい」

　頷くと同時に涙が零れそうになって、誤ご魔ま化かそうと私はすぐ口を開いた。

「それで、あの、オーナーが言っていた、お土産にホームズさんのメッセージが込められてるという話は本当、なんですか？」

　そう尋ねると、ホームズさんは弱ったように目をそらした。

「……かつて、和泉いずみの置いていった茶碗に込めたメッセージを読み解いた葵さんなら、気付いていただけるかと思ったんですが」

「へっ？」

　思わず間抜けな声を上げてしまった。

　どうやら、本当にあのお土産の中に、メッセージが込められていたようだ。

　頭の中で、もらったお土産を思い返す。

　ミュシャのリトグラフ、『黄道十二宮』と、ブレスレットウォッチ……。

　ミュシャは、チェコのアーティストで、破壊よりも建設がモットー。

『黄道十二宮』は元々カレンダーのためにデザインしたもの。

　ブレスレットウォッチの中央には、エーデルワイスの絵柄があしらわれていた。

　エーデルワイスの花言葉は、『高貴』『忍耐』『大切な思い出』。

　カレンダー、時計、高貴で忍耐、大切な思い出……。

「…………」

　――あ、そうか。

『これからの月日、いろいろなことがあるかもしれないけど、一緒に時を刻んで大切な思い出を作っていこう』

　そんなメッセージを込めて、ホームズさんは、あのお土産を私にくれたんだ――――。

　それが分かった瞬間、水で打たれような気持ちになり、私の体がぶるりと震えた。

　同時に、目頭が熱くなる。

「分かりました、ホームズさんのメッセージ」

　静かに告げた私に、ホームズさんは何も言わずに嬉しそうに目を細める。

　そんなメッセージに気付かないで、ホームズさんを疑ってしまっていたなんて、少し恥ずかしい。

　それでも…………。

「あの、あらためて、正解を教えてもらえますか？」

　ちゃんとした答えを、ホームズさんの口から聞きたい。

「……そうですね。かいつまんで言うと、『これからも、どうぞよろしゅうに』という感じでしょうか」

　胸に手を当てて微笑むホームズさんに、鼓動が跳ねる。

「こ、こちらこそ、こんな私ですが、よろしくお願いします」

　私がすぐに頭を下げると、ホームズさんはくすりと笑う。

「それにしても、好江さんとの仲を疑われるなんて」

　その言葉に、私の肩がギクリと震えた。

「や、その……ごめんなさい。怒ってますか？」

「怒ってなんかないですよ。葵さんが見聞きした状況から察するに、その誤解は仕方のないことだと思ってます」

　そう言ってもらえたものの、ばつの悪さに身を縮めてしまう。

「それに僕としても、葵さんとお付き合いできることになって初めてのゴールデンウィークだというのに、海外に行くことになって蔑ないがしろにしてしまい、申し訳なく思っていましたし」

「あ、いえ、蔑ろだなんて。それこそ仕方ないことですよ。ホームズさんは修業兼お仕事で海外に行っていたんですから」

　それに対して、寂しいとは思っても、不満なんてない。

「ありがとうございます……。それにしても、好きな人ができるって厄介ですね」

　苦笑するホームズさんに、「厄介？」と戸惑いながら顔を上げた。

「……はい。以前の僕は他の国に行って、さまざまな美術品に触れることが楽しくて仕方がなかったんです。それは、時間も忘れるほどでした。ですが好きな人ができてしまうと駄目ですね。何か珍しいものを目にした時、美味おいしいものを口にした時、感動した時、いつも葵さんのことを考えてしまうんです。『ここに葵さんがいたら、どんな顔をするだろう。なんて言うんだろう』と。早く帰りたくて仕方がなかったです」

　もう……苦しいくらいに、胸が締め付けられる。

「葵さん、僕はあなたが思うより、ずっと、あなたに会いたかったんですよ」

　目を合わせてそう言うホームズさんを前に、息が苦しくなる。

「ホームズさん……」

「それなのに、葵さんは、帰ってくるなり、秋人さんとイチャついたり、僕のことを疑って『好江さんと結婚するのか』とか『不誠実だ』と罵ののしったりして」

「め、めちゃくちゃ怒ってるじゃないですか！」

　ギョッとする私に、「冗談ですよ」と、向けるのはいつもの『いけず』な笑み。

　また、してやられた、と私は肩をすくめる。

　いけずな京男子、健在だ。

「……それにしても、あの時は本当にお別れするつもりだったのでしょうか？」

　ぽつりと尋ねたホームズさん。語尾がとても小さくなっている。

「え、ええ……、仕方ないじゃないですか」

「仕方ない？」

「もし、ホームズさんが私のことを好きでいてくれて、それでも何らかの事情で『別れよう』と言ってきたなら、『嫌だ』って言ってしまうかもしれません。そうじゃなくて、ホームズさんに他に好きな人ができてしまって、その人と結婚したいと思うほどだったら、それはもう何を言っても、仕方のないことじゃないですか。『嫌だ』と言って、何がどうなるものでもありませんし。もちろん、ショックですし、悔しいし、苦しいですけど」

　これは、一度経験しているから分かること。

　人の心ばかりは、どうしようもないものだ。

　そう思い、力なく笑った私に、ホームズさんは口許に手を当てた。

「……葵さんは、強いですね」

「いえ、そんな」

「何かあったら、すぐにいなくなられてしまいそうで、怖いと思ってしまいました」

「えっ？」

「いえ、なんでもないです。それでは、気分転換にコーヒーを淹れますね。実は飲んだ後に、頼みたい仕事がたくさんあるんです」と給湯室に入って行くホームズさんに、

「はい、がんばります！　ちゃんと仕事します！」

　私は気を引き締めるように声を上げた。

「そんなに気負わなくていいですよ。とりあえず、座っていてください」

　私はその言葉に甘えて、再び椅子に腰を下ろす。

　本当に、怒ど涛とうの数日間だった。

　とりあえず今は、ホームズさんの淹れてくれた美味しいコーヒーを飲みたい。

　しみじみとそう思った、夏のはじまり。




　これから、こんな犬も食わない呑気な私たちに大変なことが起こり、やがて、こうした他愛もないやりとりを切なく思い返してしまうことになるのだけど……。

　それは、少し先のことだった。
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　京の町は、じめじめとした六月を終えて、七月を迎えていた。

　まだ梅雨明け宣言は出ていないが、随分と晴れる日が増えた気がする。

　この時期の京都は、比較的のんびりしているようにも思えた。

「五月の賑わいが嘘のようですねぇ」

　私はカウンターに座ったままで、そう零す。

　目の前には参考書とノート。いよいよ、受験生としても本腰を入れないとならない。私はバイトには入らず、ここで勉強を教えてもらっている。

　ただ、留守番が必要となった場合は、勉強の手を止めて店員となっていた。

「本当ですね。のんびりしているのも良いですが、やはり『店』としては、寂しいものですよね」

　対面で、ホームズさんは帳簿をつけながら、そう答えた。

「観光シーズンはお客さんの出入りは多くなりますけど、ほとんどの方が見ていくだけで、買っていかれない方の方が多いですよね？」

　それでもホームズさんは、構わないんだろうか？

　そんな気持ちを込めて尋ねると、彼は「そうですね」と相槌をうつ。

「ふらりと訪れたお客様が、何万、何十万もする骨董品を買っていってくれることなんて、そもそも期待していないんですよ」

「そうだったんですか？」

「ええ。それよりも、ここに来て、骨董品を見て触れて、古美術に興味を持ってくれたり、好きになってほしいという気持ちの方が大きいんです。ですから、お客様がたくさん来てくれると、たとえ買わなくても嬉しいんですよ」

「それでホームズさんは、ここでコーヒーをお出ししているわけですね」

　そうして、いつかここをカフェ兼アンティークショップにもしたいと考えているわけだ。

　私は納得して、うんうん、と頷く。

　お店に来て、商品を買わなくても構わない。

　店にあるものを見て、好きになってくれたら、それはいつか古美術界の未来にもつながるのだろう。

　未来を見据えていて、素晴らしいな、と思っていると、

「そうして、いつか、うちの太客になっていただけたら」

　胸に手を当てて微笑むホームズさんに、私は言葉を詰まらせる。

「…………」

　うん、相変わらず、『安定のホームズさん』だ。

「それにしても、あんな賑わいは、夏休みまでないんでしょうか？」

「夏休みよりも、その前の祇園祭ですね」

「ああ、祇園祭。もう少しですね」

　感慨深さに、私は熱い息を吐く。

　祇園祭は私にとって、思い出深いお祭りだ。

　ホームズさんが颯さっ爽そうと現れて、助け出してくれたことを思い出して、頬が熱くなる。

「そうそう、夏休みといえば、今年は海外に行かないことになりました」

　明るくそう続けたホームズさんに、私は驚いて顔を上げた。

　ホームズさんは長期休暇に入ると、いつもオーナーと海外に仕事で行っている。

　海外の美術館での鑑定や、近隣のホテルや施設から美術品の買い付けを依頼されているためだ。

「今回は、お仕事の依頼がなかったんですか？」

「いえ、僕も来春には大学院修了ですしね、今年の夏は大学のことに集中したいんです」

「そういえば、もう二回生ですもんね」

　ホームズさんも来春には、学生ではなくなるというわけだ。

　店番ばかりしていて単位は大丈夫なんだろうかと、ひそかに心配したこともあったけれど、ホームズさんはちゃんと計算して大学と家業の両立を図っているようだ。

「そんなわけで、今年は好江さんがオーナーに付き添ってくれることになりました」

　へぇ、と私が相槌をうつ。

　ホームズさんが、オーナーと好江さんの再婚を希望する気持ちが少し分かった気がした。

　こうした時、好江さんに対して、申し訳なく思わずに済むのかもしれない。

　その時、『カラン』とドアベルが鳴った。

　顔を向けると、そこには、利り休きゅうくんの姿。

　少しうな垂れ気味で、表情も暗い。

「利休くん、いらっしゃい」

「……うん」

　利休くんは、ふらふらとした足取りでカウンターに近寄り、脱力するように椅子に腰を下ろす。

「利休、どうかしましたか？」

　ホームズさんが顔を覗かせると、利休くんは大きく息をついた。

「清兄、前にさ、『父さんに呼ばれてるから、東京行きに付き合ってほしい』って、お願いしたよね？」

　利休くんの父親、つまり好江さんの元夫である左京さんは、現在東京に住んでいる。

　小こ松まつさんの事件を解決させるのに、利休くんに捜査を手伝ってもらった際、そのご褒ほう美びとして、東京に同行することを提示していた。

「ええ、覚えていますよ。夏休みにでも、と言っていましたよね」

　ホームズさんは、微笑んで頷く。

「それね、もう必要なくなったから」

　利休くんは力なくそう言って、また息をついた。

「……左京さんに、何かあったのですか？」

「うん、もうあの人、東京にいないんだよ」

　へっ？　と、私の口から間抜けな声が出た。

　左京さんは、たしか、あまり儲もうかっていない個人投資家だったはず。

　もしかして、一文無しになって行方不明になってしまったのだろうか？

　少し失礼な想像だけど、どこかふわふわしている彼のことだから、ありえない話でもない。

　勝手にハラハラしていると、『カラン』と再びドアベルが鳴り、

「やあ、『蔵』の皆さん、久しぶりだね！」

　そこには、スーツ姿で薄茶色の髪。顎あごにお洒落しゃれ鬚ひげ、彫ほりが深めでイタリアっぽい雰囲気の、まるで映画俳優のように男前な中年男性が、満面の笑みを浮かべていた。

　噂をすれば、利休くんの父親・左さ京きょうさんだ。

「うちの父さん、京都に住みはじめたんだ」

　利休くんは、遠くを見るような目でそう続ける。

「左京さん、いらっしゃいませ、お久しぶりです。どうぞお掛けください」

　ホームズさんは、すぐに左京さんに席を勧めた。

「ありがとう、清貴くん。ああ、葵ちゃんも久しぶり。なんだか、ちょっと見ない間に、とても綺き麗れいになったね」

　と、左京さんは腰を下ろしながら、相変わらずな調子で言う。

「左京さんは、いつから京都に？」

　ホームズさんは給湯室に入りながら、そう尋ねた。

　おそらくコーヒーの準備をしてくれるのだろう。

　その問いに、利休くんが口を開く。

「本当に最近だよ。ほら、和かず彦ひこ叔父さんがさ、ちょっぴり『暁あかつき』と関わっていたらしくて、取り調べを受けたんだ。結局、美術品関連の付き合いがあった程度で、やましいことはなかったみたいなんだけど」

　利休くんの話に、私はホッとして胸に手を当てた。

　近代美術作家が『暁』という大麻愛好会を作り、怪しげな教団にまで発展していた。

　それが露見したのは、最近のこと。

　利休くんの叔父である和彦さんも、仲間だったらどうしようと思ったのだけど、どうやらそうではなかったようだ。

「まぁ、和彦叔父さんは、ビビりだから、そういう意味では心配してなかったんだけどね。でも、じいさんはかなりショックだったらしくて、和彦さんを勘当しちゃったわけ」

「和彦も可哀相だよね、友達が悪かっただけなのにさぁ」

　左京さんはそう言って、肩を上下させる。

「近くにいる司つかさ叔父さんもあんなんだし、まともだと思っていた和彦叔父さんを勘当しちゃって、じいさんも少し不安になったのか、父さんを呼び寄せたわけ」

　利休くんは頬杖をつきながら、ちらりと横目で左京さんを見る。

「息子の側そばに住めて嬉しいよ、俺は」

　ぎゅっ、と抱き着いて頬をすり寄せる左京さんに、「やめてよね」と、利休くんは心底、嫌そうに手で顔を押した。

「僕、父さんのこういうノリがどうにもあれで。東京くらい離れている方が良かったのにさ」

「何を言うんだ。俺は夢に一歩近付いたって、喜んでいるのに」

「夢って、働かずに暮らすことなんだよね？」

「それは夢というより、希望だよ。夢はもっと、素敵なものがいいじゃないか」

　そう言って白い歯を光らせる左京さんに、私は興味を引かれて少し身を乗り出す。

「どんな夢なんですか？」

「それはね、好江と復縁して、利休と三人で一緒に暮らし始めることだよ」

　胸に手を当てて目をきらきらさせながらそう言う彼に、利休くんはげんなりした様子で肩をすくめる。

「ほら、そういうことをまた言い出すから。うちの母さんには、オーナーという大切な人がいるんだからね」

「でも、オーナーは、ご高齢のおじいさんなんだろう？」

　左京さんがそう言った時、利休くんが勢いよく立ち上がって、カウンターに手を置いた。

「だからなんだって言うんだよ。側にいてくれなかったあんたより、僕はオーナーにずっと良くしてもらってきたんだ！　そもそも母さんは、ジジイが好きなんだよ。自分が少し、若い女にモテるからって勘違いしてんな！　何より、僕はオーナーをもう一人の父さんだと思ってるんだ！」

　珍しく感情的になって捲まくし立てた利休くんに、左京さんは目を丸くする。

「い、いや、悪かったよ。そういう意味で言ったわけじゃないんだ、本当に」

「じゃあ、どういう意味だよ。オーナーのおかげで僕は清兄と縁を結べたんだ。オーナーのことを悪く言うのは許さないから」

「いや、だから、そういうつもりじゃなくて……。まぁ、いいか。俺の夢は一旦置いておくよ。利休は、仁義を重んじる素晴らしい子だな」

　左京さんは優しく微笑んで、利休くんの頭を撫でる。

　利休くんは不愉快そうに「やめてよ」と言う。まだ怒っている様子だ。

　気が付くと、給湯室でコーヒーを淹れていたらしいホームズさんが、トレイを手に姿を現した。

「左京さんは相変わらずですね。コーヒーをどうぞ」

　私たちの前に、カップを置いてくれた。

「ありがとう、清貴くん。君の淹れてくれるコーヒーの味が恋しかったよ」

　左京さんはそう言って、コーヒーを口に運び、美味しそうに頬を緩ませる。

　その姿を見て、ホームズさんは嬉しそうに微笑み、対面に腰を下ろした。

「それで、左京さんは今、鷹たかが峯みねのあのお屋敷にお住まいなのですか？」

「そう。いや、ちょっと違うけど、まぁ、そうだね」

　曖あい昧まいなことを言う左京さんに、私は首を傾げた。

「どっちなんですか？」

「あの屋敷の敷地内に離れがあって、そこにいるんだ」

「ああ、そういうことでしたか」

　私とホームズさんは、納得、と頷いた。

「そうしたら、弟の司が『俺も親父と一緒に住む』って怒り狂っちゃって、司の方は屋敷に上がり込んでいるんだよ。といっても、一階の離れなんだけどね。でも俺と違って、渡り廊下で続いているんだ」

　そう話す左京さんに、私たちは「へえ」と相槌をうつ。

　左京さんの父親、つまり利休くんの祖父・斎さい藤とう右う近こんさんは、北区鷹峯に豪邸を構える富豪だ。

　そんな右近さんは、愛妻を亡くした後、三人の女性に依頼をして人工的に三人の子どもを儲けた。

　長男が左京さんで、個人投資家。

　次男が司さんで、個人事業主。

　三男が和彦さんで、会計士。

　それぞれ母親が違っているせいか、外見も性格もまるで違っている。

　そうした事情があるため、右近さんは、長男次男三男という、生まれた順番に関係なく後継者を選ぼうとしていたが、それは保留となったまま。

　そこにきて、三男が勘当されて、長男が家に呼ばれたとあっては、次男が焦るのも無理はないかもしれない。

「東京を離れて、京都での生活はどうですか？　退屈ではありませんか？」

「退屈するかと思ったんだけど、緑に囲まれているし、星は綺麗だし、情緒のある店は多いしで、すごく癒されているよ。特に今、斎藤家の庭は青紫の朝顔が満開で、とても美しいんだ」

　左京さんはそう言ってスーツの内ポケットからスマホを取り出し、画面を見せてくれた。

　和わ洋よう折せっ衷ちゅうの屋敷を囲むように、青紫の朝顔がとても美しく咲き誇っている。

「わあ、もう朝顔がこんなに咲いているんですね。とっても綺麗」

「だろう？　俺も、割と馴な染じみのある朝顔が、こんなに綺麗な花だとは思わなかったよ」

　左京さんは、嬉しそうに目を細める。

「ところで左京さん、ここに来たのは、何か僕にお話があったからではないのですか？」

　首を傾けて尋ねるホームズさんに、左京さんは「そうだった」と顔を上げた。

「親父が、『お茶会を開きたいから、ぜひ清貴くんと葵さんに来てほしい』と言うんだよ」

「僕と葵さんに？」

「あ、僕も誘われてるよ、清兄」

　利休くんがすかさず声を上げる。

「右近さんが開いてくださるお茶会なんて、緊張しちゃいますね」

　そもそも、『お茶会』に呼ばれたことがないため、粗相をしないか心配だ。

　小声で呟いた私に、左京さんが首を振る。

「それがね、司と俺、それぞれにお茶会を開かせたいって。親父のことだから、どっちが優れたお茶会を開くか、その審査を清貴くんにしてもらいたいんじゃないかなぁ」

　そう言って頬杖をつく左京さんに、ホームズさんは相槌をうちながら、顎に手を当てる。

「気乗りしなかったら、断ってもらっていいんだけど、良かったら来てもらえないかな」

　そう言う左京さんに、ホームズさんはにこりと微笑んだ。

「お茶会の競演なんて、とても興味深いので、ぜひ参加させていただきたいです。葵さんも、ご都合がよろしければ……」と、ホームズさんは私に視線を送る。

「あ、はい。呼んでいただけるのでしたら……ぜひ」

　私は、ぎこちなく頷いた。

「そうか、良かった。それじゃあ、あらためて日程を調整して、連絡するね。そして、これから同じ京都市民、どうぞよろしくお願いします」

　そう言って深く頭を下げる左京さんに、私たちも「こちらこそ」と頭を下げ返す。

「父さんはほんと、腰だけは低いんだから」

　その横で利休くんが、少し呆れたように頬杖をついていた。

「ところで、そのお茶会ですが、どちらの流派ですか？」

　コーヒーを手にしながら尋ねるホームズさんに、左京さんはぱちりと瞬またたく。

「流派？　いや、そういうのはよく分からなくて」

　左京さんは、ぶんぶん、と手を振る。

「左京さんは、父親である右近さんが開かれたお茶会に、参加したことはありますか？」

「うん。たしかね、身内しかいなかったし、流派も知らずに飲んじゃって」

　気恥ずかしそうに頭に手を当てて、左京さんはあははと笑う。

「その時に飲まれたお抹茶ですが、よく泡立ってましたか？　それとも、あまり泡立っていませんでした？」

「よく泡立っていたよ。っていうか、抹茶って泡立っているものだと思ってたくらいで」

　左京さんの言葉に、私も「うんうん」と相槌をうつ。

　私の中のイメージも、抹茶は泡立っている。

「それでは、おそらく裏うら千せん家けですね」と、ホームズさんは腕を組んだ。

「裏千家って、お抹茶が泡立っているんですか？」

　私は思わず身を乗り出して尋ねた。

「茶道にはたくさんの流派があるのですが、馴染みのある千家流を大きく分けると、三つあります。『三千家』といいまして、それが、『表おもて千家』、『裏千家』、『武む者しゃ小こう路じ千家』です」

　そう言って三本指を立てる彼に、私と左京さんは「へぇ」と相槌をうつ。

「この三千家は千せんの利り休きゅうの孫である千宗そう旦たんが、自分の子どもたちにそれぞれ任せたものでした。ちなみに、千宗旦には四人の息子がいまして、長男は勘かん当どう、次男は一いち翁おう宗そう守しゃといって『武者小路千家』を、三男は江こう岑しん宗そう左さといって『表千家』を、四男は仙せん叟そう宗そう室しつといって『裏千家』を始めたんです。そこからそれぞれ家元制度になって、組織として大きくなっていったのです」

　ホームズさんは話しながら立ち上がって、給湯室に入っていった。

　おそらく、お茶の準備を始めるのだろう。

「ホームズさん、手伝いますよ」

　私が立ち上がろうとすると、それを制するように利休くんが先に立ち上がる。

「いいよ、葵さんは。お茶は僕の方が上手うまいからね。清兄、手伝うよ」

　そう言って利休くんが給湯室に入っていき、やがて、カウンターの上に茶碗が一人につき二碗並んだ。

　ひとつがとてもよく泡立っていて、もうひとつはほとんど泡立っていない。

　まるで、濃厚な色合いの煎茶のようだ。

「こちらの泡立っているお抹茶が裏千家流、こちらの泡立っていない方が表千家流となります」

　そう言って、ホームズさんは椅子に腰を下ろす。

「基本的な飲み方ですが、茶碗を右手で取って、左手に乗せ、右手を添えて持ち上げ、軽く一礼をします」と、ホームズさんは会釈をする。

「亭主、つまりはお茶会の主催者側は、基本的に出した茶碗の絵柄など、茶碗の素晴らしい面が客人に見えるように置いてくれています。そのため、客人は茶碗の正面を避けるために、右回りに二回まわし、お茶をいただきます」

　ホームズさんは、茶碗を右回りにまわして、茶を口に運ぶ。

　今まで『どうして、茶碗をまわす必要があるのだろう？』と密ひそかに思っていたのだけど、そういう理由があったんだ、と私は感心しながら頷く。

「そして、最後は残りをすべて吸いきる気持ちでいただき、飲みきります。飲み口を右手で清め、指先は懐かい紙しで清めます」

　ホームズさんはいつの間にか用意していた、メモ紙のようなものを見せた。

「ちなみに懐紙とは、字の通り『懐にいれて携帯する紙』です。着物がまだ一般的な普段着だったころまでは常に懐に入れて持ち歩き、現代でいうところのティッシュペーパーやハンカチ、メモ用紙などのさまざまな役目を持った、生活になくてはならない便利なものだったそうです」

　そこまで言って、懐紙を置き、

「最後は、茶碗を正面に戻すため、左回しに二回まわし、畳のへりの外へ右手で置きます」と、茶碗を右手でスッと置く。

　とても美しい所作に、私たちは惚ほれ惚ぼれして、はぁ、と熱い息をついた。

「それでは、やってみましょうか。お菓子がないのが残念ですが。本当は、まず、茶菓子を食べてからお茶を飲むものでして」

　すると、左京さんが「あっ」と声を上げる。

「そうそう、お菓子ならお土産に持ってきてるよ。水み無な月づきだけど」

　水無月とは、六月に食べる京の和菓子の定番だ。

　白の外うい郎ろう生地に小豆をのせ、三角形に包丁を入れたもの。

　京都では一年のちょうど折り返しにあたる六月三十日に、半年の罪や穢けがれを祓はらい、残り半年の無病息災を祈願する神事『夏な越ごしの祓はらえ』が行われ、その時に食べるのが『水無月』という和菓子だ。

　小豆は悪魔祓いの意味があり、厄やく除よけのお菓子でもあるそうだ。

「ああ、それは良いですね。いただきます」

　ホームズさんは嬉しそうに、水無月が入った箱を受け取った。

　そうして、各々の前に和菓子と抹茶が置かれている状態になり、私たちはホームズさんの真ま似ねをして、茶碗を手にする。

「いやぁ、どうにも、ぎこちなくなってしまうね」

　はははは、と笑う左京さんに、利休くんが冷ややかな目を見せた。

「ねぇ、父さん、それで本当に茶会の亭主が務まるわけ？」

「いやいや、亭主を務めるのは、親父だよ」

「えっ、だって、父さんと司叔父さんが、お茶会を開いてくれるんでしょう？」

「ああ、伝え方が間違っていたね、すまない」

　左京さんは、ぺちっと自分の額を叩く。

「親父は今度、茶会を開きたいと思っていて、その時の茶室作りを俺たちにさせたいと思ってるらしいんだ。俺と司、それぞれに茶席の設しつらいをさせて、良かった方を採用したいらしい。清貴くんたちには、その審査を手伝ってもらいたいそうなんだ」

　そう話す左京さんに、ホームズさんも「そういうことでしたか」と相槌をうつ。

「それなら納得です。それでは、正式なお茶会というわけではないんですね」

「まぁ、俺たちだけだけど、採用された茶席でお茶は振る舞いたいと思っているようだよ。そうだ、言付けもされていたんだ。そうした茶会まがいのものだから、一切のお気遣いは無用だって。『みずやみまい』も遠慮いたしますって言ってたんだ。でっ、『みずやみまいって何？』って聞いたら、『おみずやおみまいのことや』って言われたんだけど、なんだろうね、その『おみずやおみまい』って」と、左京さんは小首を傾げる。

「『お水屋御見舞』とは、いわゆる、水仕事……お茶会で台所仕事をする人たちに向けてのお見舞いという意味でして、お茶会に持参する手土産を指すんですよ。人によって『御水屋見舞』と言う方もいます。ちなみに内々でくだけて話す時は、『水屋見舞いなんにしよ』なんて省略していたりします」

　その言葉に、私と左京さんは、「へええ」と声を上げ、利休くんは「そんなことも知らないの？」と肩をすくめる。

「お茶会って、奥が深いですね」

　私は茶碗に目を落として、はぁ、と息をつく。

　茶道では当たり前であろう言葉すら知らない自分が、お茶会なんて大層なものに参加して大丈夫なんだろうか、という不安が生まれてきた。

「まぁ、そんなに深く考えず。楽しんで味わえたら、それで良いと思いますよ。それに左京さんも仰ってくださったように、今度のお茶会は正式なものではないようですから、あまり肩ひじ張らずに雰囲気を味わえる、素敵な機会になるかもしれませんね」

　にこりと微笑んだホームズさん。

　その言葉に少し気が楽になり、「はい」と頷くと、その横で、

「清貴くんの今の言葉で、すごく気が楽になったなぁ」

　左京さんが『心から』という様子で洩らしていて、私たちはくすくすと笑った。
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「――そうしたわけでね、今度『プレお茶会』に行くことになったの」

　学校の休憩時間。

　私は友人の宮みや下した香織に一連の流れを話して聞かせると、彼女はおかしそうに口許に拳を当てる。

「『プレお茶会』て。そんなん聞いたことないし」

「うん、私の造語だもん。香織とかならお茶会は慣れたもの？」

　と、私は身を乗り出した。

　香織は老舗しにせ呉服店の娘さんだ。

　きっと、お茶会には、馴染みがあるに違いない。

「そんなん、慣れたものいうほどあらへんで。後継ぎのお姉は、お母ちゃんとよく行ってるけど、私は敬遠してるし」

「でも、出席したことはあるんだよね？」

「言うても二、三回やで。ああいう場は苦手やし」

「分かる気がする。香織は何を着ていったの？　やっぱり着物？」

「そう、訪問着。家が呉服屋やし」

「そうか、そうだよね。私は、何を着ていこうかな」と頬杖をついて、私は小さく息をつく。

　お茶会は、着物じゃなくても、フォーマルっぽい上品なワンピースでも良いようだ。

「葵は洋装で行くつもりなん？」

「うん、そのつもり」

「白い靴下は、忘れたらあかんよ」

　すかさずそう言った香織に、私は頷く。

　お茶会に『白い靴下は必須』というのは、聞いたことがある。

　でも、思えば……と、私は眉根を寄せた。

「もし、洋装で行くとしたら、上品なワンピースで行くつもりなんだけど」

「そうやね。膝が隠れる丈たけやで。膝が出てたらあかん」

　念を押すように言う香織に、私は「うん」と頷いた。

「分かってる。そしてお茶会では、金属類のアクセサリーや、ヒールやブーツやサンダルもＮＧなんだよね？　あと、髪は纏まとめる方が良いとか」

　自分なりに調べたことを伝えると、香織は苦笑した。

「アクセサリーは、金属類にかかわらず、全般がＮＧなんやで」

「えっ、そうだったの」

「そうや。たとえばネックレスやったら、茶碗を拝見する時に傷付けてしまうこともあるし。お茶会は、茶碗を愛めでてお茶を嗜たしなむ会で、お洒落を競う会ちゃうし」

　そう話す香織に、私は心から納得して「なるほど」と相槌をうつ。

「話を戻してワンピースなんだけどね。ストッキングは肌色が良いんだよね？」

「そうやね」

「それでも、白い靴下は必要？　ストッキングの上から白い靴下って、ちょっと変だよね？」

　真顔で尋ねると、香織はぷっと笑う。

　おそらく、ひどく常識的なことを聞いているのだろう。

「言われてみたら変やけど。履かなあかん。ストッキングは素足と考えられるんや。そやから、ストッキングの上から白い靴下を履くんや」

「そうなんだ！」

　上品な膝下丈のワンピースに肌色ストッキング、その上から白い靴下なんて、随分間抜けに見えるのではないだろうか。

　そんな私の気持ちを察したのか、香織はくすくす笑ったまま口を開く。

「着物を着たらええやん。オーナーたちにもらった立派な訪問着、持ってるやろ」

「うん、それとお祖母ちゃんがたくさん持っているんだけど、正式なお茶会ってわけじゃないし、気合入れ過ぎじゃないかなぁって」

「正式やなくても、斎藤家は大層なお屋敷だって話やし、ちゃんとしていったら喜ばれるで」

「そ、そうかな」

「それに、ホームズさんも悩のう殺さつできるかもしれへんし」

　顔を覗き込んで、にっ、と笑う香織に、私の頬が火照ってくる。

「身のこなし方もなってないのに、慣れない着物でお茶会なんて、何もかも失敗しそうな気がして」

「そんなら、それまでに慣れたらええし」

「慣れる？」

「そう、着物はとにかく『慣れ』や。家に帰ったら着物で過ごす、これに限る」

　人差し指を立ててビシッと言う香織に、私は「はぁ」と間抜けな声を上げた。

「着物を着ていると気持ちが引き締まるから、意外に勉強もはかどったりするんやで」

「ほ、本当？」

「知らんけど」

　出た、『知らんけど』。

　京都人、いや関西全域だろうか。

　突っ込んで聞くと、するりとかわされる、こうした時の『知らんけど』。

　無責任なようだけど、このなんとも言えないノリは嫌いじゃない。

　それはさておき、呉服屋の娘である香織の言葉には説得力があった。

　私の祖母は着付けができるし、着物が大好きだ。

　早速、祖母にお願いをして、今日から着物で過ごしてみようかと思い始めていた。
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　その日はバイトが休みだったため、私は学校が終わってすぐに帰宅し、着替えた後に、祖母の部屋に顔を出した。

「お祖母ちゃん」

　祖母はいつも和装で、一階の自分の部屋にいる。

　縁側に座って、編み物をしたり、縫物をしたり。時に、通りかかる近所の人とお喋しゃべりをしている。

「なんや？」

　のんびりとした口調で振り返る。

「今、ちょっといい？」

　部屋の襖が開いていたため、そのまま声をかけると、いつもように縁側でくつろいでいた祖母が「ええよぉ」と柔らかく微笑んで頷く。

「お邪魔します。今度ね、お茶会に呼ばれていて、着物で行こうと思ってて」

　私は、話しながら祖母の部屋に足を踏み入れる。

　祖母の部屋は和室で、畳の縁ふちを踏んだら怒られてしまうため、踏まないように心持ち気を付けながら歩き、祖母の前に正座をした。

「そら、よろしいねぇ。訪問着か付下げ、色無地やで。せっかくやから訪問着やなぁ。たくさんあるし」

　と、祖母は嬉しそうに目を細める。

　お正月の時もそうだったけれど、私が着物を着たいと言うと、とても喜んでくれるのだ。

「ありがとう。その前にね、着物に少し慣れておきたくて、お祖母ちゃんみたく家にいる時も着物を着ていたいと思ったの」

　そう言うと、祖母は驚いたように目をぱちりと開く。

　今まで何度か、『葵、着物着たらどうや？』と持ち掛けられても、『なんでもない日に着物なんて着ないよ。疲れるもの』と断っていたためだ。

「そのお茶会は、清貴くん関係やな」

　祖母は口に手を当てて、ふふふ、と笑う。

「そ、そうだよ」

　恥ずかしさに語尾が小さくなってしまう。

　祖母はすべてを察したように、うんうん、と頷き、

「ほんなら、早速着よか。もう七月やし、紗しゃやな」と、張り切った様子で立ち上がる。

『紗』とは、夏用の薄生地のカジュアルな着物だ。

　ちなみに、夏のフォーマルな場では、『絽ろ』という着物になるらしい。

　祖母は桐きり箪だん笥すの引き出しを開けて、たとう紙に包まれた着物をいくつか取り出した。

　初夏に相応しい、水色、黄緑、レモン色と爽やかな色合いの紬つむぎがずらりと並ぶ。

「わぁ、綺麗」

「そうやろ。洋服やったら、こんな綺麗な色のはなかなか着れへんのやけど、着物やったらありやろ」

「確かにそうだよね」

「もっと暑なったら、浴衣でもええし」

　私は、うんうん、と相槌をうつ。

「何がええ？」

「それじゃあ、この水色のを」

　初夏らしい、とても綺麗なソーダ色だ。

　祖母は「綺麗な色やろ」と自慢げに頷いて、手際良く着付けてくれる。

　そうして小一時間も経たないうちに、私はアッという間に、和装姿になった。

　母や弟に目を丸くされてしまったけれど、事情を説明して、

「これからしばらくの間、家に帰ってきたら着物で過ごすから」と、宣言した。

「……姉ちゃん、ホームズさんと付き合うって大変なんだな」

　なんて弟の睦む月つきがしみじみ洩らしていたけれど、それはスルーだ。




　――そうしてスタートした、『家に帰るなり着物ライフ』。

　とりあえず、スムーズに歩くことから苦労した。

　和服は『褄つま』、つまり着物の端が右にあるので、左足から歩き始めるのが良いらしい。

　爪つま先さきからやや内股に摺すり足気味に歩き、その歩幅は十センチくらい。膝の間が開かないように気を付ける。

　後ろ脚の膝を伸ばし、歩く時に腰が落ちないように、後ろ脚のひざの裏側をしっかりと伸ばすと良いそうだ。

　階段を上る時は、右手で少し立たて褄づまを持ち上げるようにすると、着物の裾が階段につかなくなって、足の運びもスムーズになる。

　体の向きを、階段に対して少し斜めにするのが良いことも、分かった。

　家事の手伝いをする時は、たすきがけをして、勉強をする時はそのまま机に向かう。

　香織が言うように、しゃんと背筋が伸びて、勉強に集中できる気がした。

　最初の日は、近所の個人商店に買い物に出かけるたびに、近所の人にあれこれ聞かれて恥ずかしかったけれど、事情を説明して、数日経った今、特に何も言われなくなっていた。

　何より、京都において和服での外出は、さほど珍しいことではない。

　日本のどこよりも着物が着やすい町だろう。

　それでも時折、祖母の友人に、

「葵ちゃん、ほんまによう似に合おうてはる。あんた、お茶会が終わっても着物でいたらええ」

　なんて、しみじみと言われて、嬉しくもなる。

　最初は疲れを感じていたけれど、慣れると意外に平気になってくる。

　何より、着物を着ている時、どこか自分を誇らしく思えたりするのだ。

　お茶会が終わったら、洋服に戻るとは思うけど、もっと頻繁に着物を着るのも良いかもしれない。

　そんな気持ちにもなってきていた。
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「……葵さん、何か習い事を始められました？」

　それは学校帰り、『蔵』に寄ってホームズさんに勉強を見てもらっている時のこと。

　ホームズさんが、唐突にそう尋ねてきた。

　最近はホームズさんも大学の方が忙しいようで店にあまりいなかったから、会うのは久しぶりだった。

　一時間ほど『蔵』のカウンターで勉強をして一息ついた時に、店長が店に顔を出したことで、『それでは、休憩にしましょうか』となった。私が頷いて静かに立ち上がり、参考書やノートを端に寄せ、カウンターの上を拭いていると、ホームズさんがジッとこちらを見ていたかと思うと、ぽつりとそう尋ねたのだ。

　私は、「えっ？」と手を止めて、顔を上げる。

「いえ、何も始めていませんが」

　習いたいことはたくさんあるけれど、いかんせん今は受験生。

　そんな余裕はまったくない。

「……そうでしたか」

　気のせいかな、という様子でホームズさんは給湯室に入っていく。

「葵さん、こんにちは、少しお久しぶりですね」

　店長は対面に腰を下ろし、いつものように優しげに目を細める。

「はい、本当ですね。最近はずっと家で勉強をしていて」

「受験生は大変ですね。それなのに、ここに来てくださって、時々留守番をしてくださって、ありがとうございます」

「い、いえ、こちらこそ、ホームズさんにお勉強を教えてもらって……」

　私は、恐縮して身を縮める。

　今の私は、ほぼバイトは休止状態だ。

　ホームズさんが午後から店にいる時だけ学校帰りにここに寄って、勉強を見てもらっている。

　その際、ホームズさんに所用が入って店を出ていった場合は、留守番を引き受けていた。

　それは、バイト代をもらっていない。

　その間のバイト代を支払うと言ってもらえたのだけど、場所を借りて、勉強まで教えてもらっているから、急な留守番を引き受けるのは、せめてものお礼だと伝えた。

　そんなわけで、今の私はよく『蔵』には訪れているけれど、平日のバイトはしておらず、土日も頼まれた日のみだ。

　とはいえ、土日も勉強を教えてもらいに、ここに来ることも多いのだけど……。

　現役京大院生であるホームズさんの教え方はとても上手で、私の成績は順調に上がっていっている。

　我ながら、とても恵まれた環境にいると思う。

　ちなみに、私がバイト休止状態になった今、この『蔵』には利休くんが手伝いに入ってくれていた。

　やがてホームズさんが給湯室から出てきて、カウンターの上にカップを並べる。

　芳ほう醇じゅんな香りが、店内を包む。

「いただきます」

　コーヒーを口に運び、私は、ふぅ、と息をついた。

　勉強に集中した後のコーヒーが、こんなにも美味しいとは。

　私も随分、ブラックに慣れたものだ。

　最初は苦いとしか思えなくて、がんばって飲んでいたのに。

　こうした大人の飲み物は、背伸びして慣れていくものなのかもしれない。

「そういえば、葵さんは、どこの大学に進学を希望されているんですか？」

　店長がふと気になったように、私の顔を見る。

「え、ええと、一応府大を……」

　今の私の偏差値では、入れるか入れないかのところであり、自信のなさから語尾が小さくなった。

「府大でしたか。清貴の母校ですね」

「はい」

　私は少し照れくささを感じながら、頷いた。

「清貴も嬉しいでしょう、葵さんが後輩になってくれるんですから」と、店長はにこやかに言って、ホームズさんに視線を移す。

「ええ、嬉しいです。ですが、京都には京都女子や同どう志し社しゃ女子やノートルダム女子大、華か頂ちょう大学や光こう華か女子大、平へい安あん女学院と、他にも良い大学がたくさんありますし、府大にこだわらなくても良いと思いますよ。ああ、もちろん府大もとても良い大学なのですが」

　にこやかに言うホームズさんを前に、私は頬を引きつらせる。

「……えっと、今言ったのって、全部女子大ですよね？」

「ああ、本当ですね、失礼しました」

　ホームズさんはいたずらっぽく笑う。

「なるほど、清貴は、葵さんに女子大に行ってもらいたいんですね」

　店長が、愉快そうに笑って、コーヒーを口に運ぶ。

「いえいえ、そんな。進学先は葵さんが行きたい大学に行かれるのが一番だと思っています。ただ、できれば女子大に行っていただけたら……という気持ちは、ほんの少しありますが。ほんの少しです」

　結局は、女子大に行ってほしいようだ。

　相変わらずなホームズさんに、私は緩む口許を手で隠す。

「…………」

　ホームズさんは動きを止めて、私を見た。

　その視線に戸惑いつつ、私はそっとカップを置いて、ゆっくりと視線を合わせる。

「どうかしました？」

　するとホームズさんは戸惑ったように目をそらし、口に手を当てた。

「なんだか、葵さん、少し雰囲気が変わったような」

「えっ？」

「あ、いえ。なんでもないです。そうだ、斎藤家のお茶会ですが」

「はい」

「今度の日曜日、午後一時半からとのことですが、葵さんは大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

　私が頷くと、ホームズさんは「良かった」と頬を緩ませる。

「そうそう、私、お茶会に使う『懐紙』や『菓子楊枝』を欲しいと思っていまして、この辺に売っていますか？」

　懐紙も菓子楊枝も祖母が持ってるのだが、自分用に欲しいと思っていた。

　私の問いに、ホームズさんと店長が「ああ、それなら、美恵子さんの店にありますよ」と同時に口を開く。

　一語一句、見事に声を揃えた二人に、私はまた口許に手を当てて微かすかに笑う。

「さすが、親子ですね」

　そう言った私を前に、ホームズさんは動きを止めて、目を見開いている。

「どうかしましたか？」

「いや、なんでもあらへん。なんや、僕、おかしいのかもしれへん」

　ホームズさんは額に手を当てて、顔を背けた。

　心なしか彼の頬が赤い。

「ホームズさん、具合でも？」

　私が手を伸ばすと、

「大丈夫です。それより、父もいてくれることですし、息抜きがてら、美恵子さんの店に行きませんか？　茶道具も売ってますよ」

　ホームズさんが、慌あわてたように立ち上がった。

　すると店長は朗らかに微笑んで、うんうん、と頷く。

「それは良いですね。どうぞごゆっくり行ってきてください」

「嬉しいです、ぜひ」

　私は頷いて、そろりと立ち上がった。




　そうして、私たちはそのまま店を出て、アーケードを散歩するように歩く。

　美恵子さんの洋品店は、目と鼻の先だ。

　店内は、基本的に主婦向けの洋服が多く、若い子は素通りしそうな雰囲気がある。

　とはいえ、時々とても可愛いワンピース等があったりするから、実は侮あなどれないものだ。

　何より今の季節は、花や蝶ちょう、金魚といった華やかな柄の浴衣が店先を彩っていて、この時季だけは、若い女性客が増えるそうだ。

　美恵子さんは、店先でワゴンの中の整理をしていた。

「こんにちは、美恵子さん」

「今日は、買い物にきました」

　そう言った私たちに、美恵子さんは顔を明るくさせた。

「葵ちゃんに清貴ちゃん、お客さんて、珍し。どないしたん？」

「今度お茶会に行くのに、懐紙や菓子楊枝を買いに来たんです」

　そう答えた私に、美恵子さんは顔をくしゃくしゃにして微笑む。

「そら、ええわ。おおきに。茶道具コーナーはこっちやで」

　美恵子さんは、私たちを案内するように店の中に入り、「あそこやで」と奥の棚を示す。

　そこは、『茶道具』のコーナーで、親切なことに、三千家の流派ごとに分けられていた。

　とはいえ、共通して使えるものの方が多いのだけど。

『袱ふく紗さ』『お茶会用扇子』『懐紙』『菓子楊枝』『古袱紗』『袱紗挟み』と、棚に並ぶ茶道具は、思った以上にさまざまな種類がある。

　懐紙もいろいろデザインがあった。今の季節に合わせてか、朝顔、団扇、金魚、紫陽花と、どれも素敵で目移りしてしまう。

「素敵ですねぇ。迷ってしまいます」

「これなんて、どうでしょうか。『葵』の葉が添えられていますよ。あなたにピッタリかと」

「わぁ、本当に『葵』ですね。ありがとうございます」

　必要な物をあれこれとカゴに入れて、その後は店内を見て楽しんでいると、ホームズさんがいつの間にか会計を済ませてくれていたようで……。

「葵ちゃん、清貴ちゃんがもう支払い済ませてくれてるから、それ、袋に入れたげるし」

　私は、えっ、と驚きつつ、「す、すみません」とホームズさんに頭を下げて、カゴを美恵子さんに手渡す。

　美恵子さんは、カゴに入っている私が選んだ茶道具セットを店の紙袋に入れて、

「おおきに」と私に差し出した。




「――ホームズさん、ありがとうございました」

　美恵子さんにお礼を言って店を出るなり、恐縮しながら頭を下げると、ホームズさんは「いえいえ」と首を振った。

「せっかくですから、気分転換に散歩しましょうか」

　そう言って指を絡からませるように手を握られて、鼓動が跳ねた。

「はい」

　私は恥ずかしさに俯うつむきつつも、握ったその手にそっと力をこめる。

「…………」

　歩きながら、ホームズさんは弱ったように頭を掻いた。

「ほんまあかん。今日の葵さん、あかん」

「今日の私？」

「ちゃうわ、葵さんやなくて、問題は僕や。あなたに会うのも久しぶりやし」と、独り言のように呟く。

「ホームズさんに問題が？」

　何を言っているのだろう、と私が首を傾けていると、

「……葵さん。こっちに僕の秘密の場所があるんです。入ってみませんか？」

「秘密の場所？」

「ええ、幼いころは『秘密基地』と呼んでいました」

「わあ、それはぜひ、入ってみたいです」

「こっちです」

　ホームズさんに手を引かれて、狭い路地に入った。

　人が一人通れる程度の路地を少し歩いて抜けると、ビルとビルの間にポッカリと空いた空間に出る。

　四方が建物に囲まれているものの、太陽の光が眩しく差し込んでいる。

　アーケードの喧騒が、遠くから聞こえてきていた。

「あの賑やかな通りの隙間に、こんなところがあるなんて。外はあんなに人でたくさんなのに、こんな空間に出られるなんて不思議。本当に秘密基地ですね」

「でしょう？　子どものころ、よくここに入り込んで遊んだんですよ」

「分かります、子ども心をくすぐられますね」

　少しワクワクしながらその空間を見回していると、ホームズさんが小さく息をつく。

「今の僕は、ちっとも子どもやあらへんのやけど」

「へっ？」

「すみません、ここに連れ込んだのは、あの……」

「は、はい」

「……今日の葵さんが、可愛すぎて、どうしても、いちゃいちゃしたくなりました」

　気恥ずかしそうに言うホームズさんに、どきんと鼓動が跳ね上がる。

　何も言えずにいると、沈黙が訪れた。

　いちゃいちゃしたくなったと言う割には、ホームズさんは私の手すら握ってこようとしない。

　私もどうしてよいか分からず、恥ずかしさに動けずにいると、ホームズさんがすっと手を広げた。

「――おいで、葵」

「っ！」

　息が止まるかと思うほどの衝撃だ。

　なんて、強い言葉だろう。

　これ以上、引力のある言葉を、私は聞いたことがない。

　こんなの、ズルすぎる。

　だって、『おいで』なんて言われてしまったら、行くしかない。

　そっと歩み寄ると、やや強引に体を引き寄せられて、ぎゅっと抱き締められる。

「――葵」

　大きな手が、私の頭を優しく包むように撫でてくれる。

　アーケードの喧騒を少し離れたところで聞きながら、私たちは抱き締め合う。

　ホームズさんの胸の中。この出来事がまるで現実のこととは思えず、夢ではないことを確かめるように、私は、ホームズさんの腕を強くつかんでいた。
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　鷹峯の斎藤家のお茶会に向かう、日曜日。

　着物を着ていく旨を伝えると、ホームズさんは家まで迎えに来てくれることになった。

　お茶会は、午後一時半からとのことで、それならば少し早めに待ち合わせをして、ランチを食べようという話もしていた。

　その日、私はいつものように祖母に着付けをしてもらい、鏡の前に立つ。

　最近は、下手くそなりに自分で着ていたりもしたのだけど、今日ばかりは、不格好な着付けでは行けないので、祖母にちゃんと着付けてもらうことにした。

　今日の着物は、まるで夏らしい薄いレモン色の爽やかな絽、柄は朝顔で、帯は薄い黄緑色の袋帯。

　誕生日にオーナーたちからいただいた訪問着を着ていくことも考えたのだけど、あれは『袷あわせ』だった。

　着物――訪問着にも、夏服、冬服のように、袷、単ひと衣え、絽と季節によって種類がある。

『袷』は、春・秋・冬に着る厚手のもの。

　ただ、エアコンの普及により、通年着られる方も多いとか。

　だから、オーナーたちにいただいた訪問着を夏に着るのも、おかしいことではないそうだけど、やはり立派な着物すぎて気が引けたため、今回は遠慮することにした。

　ちなみに、六月や九月という寒くも暑くもない時期に着るものが『単衣』。

　今私が着ている『絽』は、七、八月と夏用だ。

　薄手の生地で、とても軽量感があり、爽やかなもの。

　屋外に出ない場合は、あまり着用されない人もいるようだけれど、私は絽の軽量感が気に入っている。

　着付けを終えて鏡に映る自分の姿に、私は気恥ずかしさとともに、誇らしさも感じていた。

　これが、『和服』がもたらす矜きょう恃じなのかもしれない。

　時計を見ると、もうすぐ十時半。

　そろそろ、ホームズさんが来るころかと支度を整えていると、

「姉ちゃん、ホームズさんが来た！」と、睦月が声を上げた。

「はーい」

　私は返事をして、帯と同じ色の『利休バッグ』を手に、いそいそと立ち上がる。

　気持ちは急いそいているけれど、決して慌てた動きはしない。

　おくれ毛がないかうなじに指先を当てながら玄関に向かうと、スーツ姿のホームズさんが、母に菓子折りを渡している姿が見える。

『相変わらず、ソツがない』と感心していると、ホームズさんは私を見て、大きく瞬いた。

「……葵さん？」

「はい。お待たせいたしました」

　私はそっと会釈をして、にこりと微笑む。

「…………」

　ホームズさんは、明らかに呆然とした様子で立ち尽くしている。

「こ、この着物、今回のお茶会にはＮＧだったでしょうか」

　不安になって胸元に手を当てると、ホームズさんは小刻みに首を振る。

「いえ、とても素敵ですよ」

「ありがとうございます」

　ホッとして、私は履物を履く。

「清貴くん、葵をよろしくお願いします」

　頭を下げた母に、ホームズさんは「はい」と笑みを湛たたえながら頭を下げ返す。

「姉ちゃんな、この日のために、家で毎日着物を着てたんだぜ」

　続いて言った弟に、私は『まったく余計なことを』と苦笑し、ホームズさんは「えっ」と零した。

　母と弟にあらためて挨拶をして、私たちは家を出た。

　ホームズさんは、外に出てすぐに家の前に停めている車の助手席の扉を開けてくれる。

「ありがとうございます」

　バッグを先に車の中に置いて、一度浅くシートに腰を掛け、体を回転させるように足を揃えて車内に入り、正面を向く。

「…………」

　私が車に乗り込んだことを確認して、ホームズさんは扉を閉めて、すぐに運転席に乗り込んだ。

「先ほど睦月くんが言っていたことは、本当ですか？　毎日家で着物を着られていたというのは……」

　車を走らせながら、ホームズさんはぽつりと尋ねる。

「あ、はい。着慣れない着物で、ご迷惑かけたら嫌だと思いまして、着物で過ごしていました。おかげで大分、慣れることができまして。とはいえ、まだまだなんですが」

「いえ、お陰で謎が解けました」

「謎？」

「あなたの仕草というか、所作が急に女性らしくなったので戸惑っていました。お花や日舞でも始めたのかと思ったのですが、そうではないと言っていましたし、一体どうしてなのだろうと」

「そんなに変わりましたか？」

「ええ、ドキドキして大変でした」

「やだ」

　私は、ぷっと笑う。

「……今もです」

　熱っぽく洩らしたホームズさんに、顔全体が火照ったようになり私は弱り切って俯いた。

　しばし顔を上げられずにいると、ホームズさんは、愉しげに微笑む。

「それにしても、いつも、自分のできる範囲で最大限にがんばろうとするあなたが、本当に素晴らしいと思います」

　真面目な表情で言ったホームズさんに、私は「いえ」と顔を上げる。

「そんな大おお袈げ裟さなものでは。私自身、楽しんでやっていたことですし」

「そこですよ。同じがんばるにしろ、悲壮感や押し付け、『私はこんなにがんばってるのに』といった自己アピールは、その時点で残念なものになってしまうわけですし、『自分が楽しんでがんばれる』というのは、本当に素晴らしいことだと僕は思います」

「……ホームズさん」

「僕はいつも、あなたのそういうところに、感心させられます」

「あ、ありがとうございます」

　恥ずかしさと、嬉しさに、胸が熱い。

　私こそ、いつも感心させられる。

　私の些さ細さいなことに気付いてくれて、こんなふうに褒ほめてくれる。

　だからこそ、自分は楽しくがんばれる気がするのに……。

　自分の顔が緩んでしまっていそうで、ホームズさんの方を見ていられず、窓の外に目を向ける。

　車はそのまま北山に向かい、私たちは隠れ家のような洋食店でランチを食べて、西へと向かった。




「――右近さんは『水屋見舞い』はいらないと仰おっしゃっていましたが、手土産の一つもないのはあれなので、和菓子を買いに行こうと思うんです」

　ランチを食べ終え、私が再び車に乗り込んだ時、ホームズさんは運転席に座りながら、そう言った。

「お茶会の手土産に和菓子って、大丈夫なものなんでしょうか？」

　そもそも、お茶会とは、お茶と和菓子をいただきに行くものだろうし。

「基本的に、『上生菓子』の手土産は、亭主が出してくれる和菓子とかぶると困るので避けることもありますが、ＮＧということもありませんし、和菓子でももちろん大丈夫ですよ。僕はこれから、『松まつ風かぜ』を買いに行こうと思っています。大徳寺の隣に、『松風』で有名な老舗和菓子店がありまして」

「『松風』というのは、どんな和菓子なんですか」

　首を傾げた私に、シートベルトを締めかけていたホームズさんの手が止まった。

「え……葵さん、『松風』をご存じないんですか？」

「あ、はい」

「関東では『松風』を食べないんですか？」

「どうか分かりませんが、私は食べたことがなかったです。多分、母も知らないかと……」

「そうなんですね。少し驚きました」

　ホームズさんは、心底驚いたような顔で、ハンドルを手にする。

「……ホームズさんって、時々物知りなのか、世間知らずなのか、よく分からないところがありますよね」

「ええ、『深しん窓そうの坊ぼん』ですから」

　すかさず、そう言ったホームズさんに、私は笑ってしまう。

「懐かしい言葉ですね」

「ええ、『深窓の坊』と言われた時の衝撃は、今も忘れることができません」

「その場面に遭遇できなかったのが残念です。たしか、南なん禅ぜん寺じで円えん生しょうとはじめて会った時のことですよね？」

「そうですね。あの時、一緒だったのは秋人さんでしたね」

　ホームズさんは車を走らせながら、そこまで言って口を噤つぐんだ。

　表情がほんの少し険しくなっている。

　おそらく、円生のことを考えているのだろう。

　四月に志し野のの茶碗を盗み出し、古いアパートに爆弾まで仕掛けて、ホームズさんを脅すという騒動を起こしてから、なんのアクションもない。

　今また、何か企んでいるのだろうか？

　私は苦い気持ちで眉根を寄せた。
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　約束までは少し時間があったため、和菓子を買う前に大だい徳とく寺じに行こうと、ホームズさんはお寺近くのパーキングに車を停めた。

「以前もこの辺りに来ましたよね？」

　大徳寺に向かって歩きながら、私は独り言のように洩らす。

「ええ、以前はここよりも少し北側にある『今いま宮みや神社』に行きましたね」

　ホームズさんの言葉に、私はその時のことを鮮明に思い出して「そうでした」と手を打つ。

「『玉たまの輿こし神社』と呼ばれる今宮神社に行きましたね。そういえば、あぶり餅が美味しかったですよね」

　細い串の先の柔らかな餅についに白しろ味み噌そだれを思い出して、私は目尻を下げる。

「あの時も大徳寺に立ち寄りたいと思いはしたのですが、時間がなかったんですよね。大徳寺はとても広いですし」

　話しながら、大徳寺の総門から、境内に入る。

　案内図に目を向けながら、「たしかに広いですね」と私はしみじみと告げた。

「ええ、境内はとても広く、勅て使し門もん、三さん門もん、仏ぶつ殿でん、法堂、塔たっ頭ちゅうと呼ばれる建造物がたくさんあります。ちなみにここは、応おう仁にんの乱で荒廃したお寺を一休和尚が再建したことで知られていますね」

「一休さんのお寺だという話は、聞いたことがありますけど、そういうことだったんですね」

「はい。そして、千利休ゆかりの地でもあります。これだけいろいろな歴史的建物があるのですが、『特別公開』以外で常に公開されているのは、それほど多くないですし、観るところのポイントを絞って回ると良いでしょうね」

　と、説明してくれるホームズさんに、私は相槌をうって、境内を見渡す。

　まさに、見渡す限りという大きなお寺で、境内の道もとても広い。

　ホームズさんは着物の私に合わせて、ゆっくりと歩いてくれる。

　総門を入って少し歩き、右手に曲がったところに、朱色の門が見えてくる。

「こちらが、『三さん門もん（山門）』です」

「立派ですね」

　朱塗りで重じゅう層そう造づくりの豪ごう壮そう華か麗れいな三門は、五ご間けん三さん戸こ、二に階かい二に重じゅう門もんで入いり母も屋や造づくり本瓦かわら葺ぶき、両翼に山さん廊ろうがついている。

「ええ、下層は、大だい永えい六年に連歌師宗そう長ちょうの助力によって造営されたのですが、その時点では未完でして、天てん正しょう十七年に千利休が上層を造営させたんです」

　そう話すホームズさんに、私は黙って相槌をうつ。

「そうしたこともあってか、三門上層に利休の木像が安置されました。しかし、それが豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの逆鱗に触れて、残念な結果になってしまったわけです」

「…………」

　残念な結果――そう、千利休は、豊臣秀吉の良き相談相手だったのだが、最期は勘気に触れて切腹を命じられてしまう。

「……どうして、木像を安置したことで怒ったのでしょう」

「門の上に利休の像があるということは、秀吉が利休の足の下を通るということにもなるとか、いろいろ言われていますが、あくまできっかけのひとつにすぎないかと」

　ホームズさんはゆっくりと歩きながら、そう話す。

「きっかけのひとつ……」

「ええ、百姓から天下人にまでなった秀吉は、おそらく自分の出生に、大きなコンプレックスを抱いていたでしょう。だからこそ、美意識の高い利休のような男に憧れ、心酔していったわけです。彼から学び、吸収したかったのでしょう。利休は堺さかいの生まれですが、京の心を持つ茶人で、その中身はいけずな京男です。それはもう遠回しに、秀吉の劣等感を逆撫でするような嫌味を、ちくちくちくちく言っていたのではないでしょうか。……まぁ、これは、あくまで僕の想像ですが」

　と、ホームズさんは少し可笑おかしそうに目を細める。

「ホームズさんと秋人さんみたいですね」

「それは心外ですね」

「そうですか？」

　ふふふ、と笑い合って散歩するように境内を歩いていく。

「さすがにたくさん回れるほどの時間はないので、今日は『高こう桐とう院いん』を観に行きましょうか。苔がとても美しいことで知られているんです」

「はい、ぜひ」

　差し伸べる彼の手を取って、私たちは、高桐院へと向かった。




　ホームズさんは、歩きながら説明をしてくれた。

『高桐院』は、江戸時代初期の武将で、茶人としても有名な細ほそ川かわ忠ただ興おき（三さん斎さい）が、慶けい長ちょう六年に建立した大徳寺の塔たっ頭ちゅうだそうだ。

　ちなみに、塔頭とは、寺院のなかにある個別の坊のこと。

　高桐院という塔頭は、忠興の叔父を初代住職とし、父の藤ふじ孝たか（幽ゆう斎さい）の菩ぼ提だい所じょとして造られたもので、

「今、高桐院には、その細川忠興とガラシャ夫人の墓塔があるのですよ」とホームズさんは話してくれる。

　――高桐院の入口は、それはひっそりとあった。

　塔頭とは、このようなものだろう。控えめとも思える、簡素で小さな門だ。

　表門をくぐって、鉤かぎの手に曲がると、そこはまさに『緑一色』。

　唐門に向かって一直線に続く自然石の細い敷しき石いし道みちの美しさに、私は足を止めた。

　細い参道には左右に竹の手すりがあり、その向こうには、涼やかな竹林と木々の緑が佇ちょ立りつしている。

　もしかしたら、『究極の美』とは、このような静寂の中にあるのかもしれない。

　圧倒されて立ち尽くす私に、ホームズさんも寄り添うように足を止める。

　ずっとここにいたいような、それでいて、すぐに歩みを進めて、さらなる美しいものを見たいような、とても不思議な感覚だ。

「ここは、本当に……美しいところですね」

　ようやく口から出た言葉はこれだけ。

　私は、息を吐くようにそう告げた。

　ホームズさんは「ええ」と頷いて、口を開く。

「素晴らしいでしょう。春夏は緑に包まれ、秋はここが紅葉に染まり、冬にはまた違った味わいを見せてくれます。雪の高桐院も素敵ですよ」

　分かる気がする、と私は相槌をうち、歩き出す。

　おそらく、ここは秋も冬も美しいに違いない。

　それでも、この圧倒的な緑一色の美しい光景を、私は忘れられはしないのだろうと思う。

　高桐院は、方丈の『楓かえでの庭』や茶室『松しょう向こう軒けん』などが見所ですよ、とホームズさんが、ゆっくりと歩きながら説明してくれる。

　着物のため、私の歩幅は小さい。

　もどかしく感じてしまう時もあるけれど、今はこの歩幅で本当に良かったと思う。

　じっくりと噛みしめるように歩ける。

『楓の庭』を前にする。

　そこに、石灯籠があった。

　たった一基。

　ぽつんと置かれているようで、これ以上なく景観を引き締めている。

　光と陰と緑の中、一基の石灯籠が織り成す美しさは、まさに高桐院の象徴のように思えた。

「絶妙の配置ですよね。素晴らしいです」

　ホームズさんは静かな口調で熱っぽくそう言って、胸に手を当てた。

　私もそっと頷いて、灯籠を眺める。

　凛りんとした静寂の中、風がそよぐ。

　ここは、いつからこの景色なのだろう？

　まるで、時が止まっているようだ。

　しばしその場に佇たたずんでいたが、ゆっくりと歩き出して、次に、茶室『松向軒』を見る。

　この茶室は、豊臣秀吉が開いた『北野大茶会』で細川忠興が作った茶室を、ここに移築したものだそうだ。

　簡素な畳の茶室だった。こうした茶室は薄暗いかと思っていたのだけど、しっかりと光が取り入れられるようになっている。

　茶室を興味深く眺めて、最後に細川忠興とガラシャ夫人のお墓と言われる、骨の一部が納められている石灯籠に向かった。

「さきほどの『楓の庭』にあった石灯籠は、ここの石灯籠を模倣したものなんですよ」

　そう言って、ホームズさんは石灯籠を前に、そっと目を細めた。

「この灯籠を真似たんですか？」

「ええ、この石灯籠は細川忠興の師匠である千利休の形見なんです。この灯籠の背面を見ていただきたいのですが、欠けているのが分かりませんか？」

　少し移動して首を伸ばして、石灯籠の背面を見ると、ホームズさんの言った通り、一部欠けていた。

「あ、本当ですね」

「豊臣秀吉にこの灯籠がほしいと請われて、秀吉に渡したくなかった利休は、わざとこの灯籠の一部を砕き、『欠陥品を渡せない』と伝えました。そしてこの灯籠は利休が切腹する際に、忠興に譲ったそうです」

　話を聞きながら、私は「へぇ」と相槌をうつ。

「そうして、今、細川ご夫妻のお墓になっているんですね。そういえば、『ガラシャ夫人』って子どものころ、歴史を学んでいる時、外国人なのかと思ったことがありました。洗礼名なんですよね」

　私は、かつての自分を振り返り、ふふふと笑う。

「ええ、本名は『珠たま』といいます。明あけ智ち光みつ秀ひでの娘として生まれ、そして織お田だ信のぶ長ながのすすめによって十五歳で細川忠興に嫁ぎました。ですが、その後、本ほん能のう寺じの変で珠の父である光秀が信長を討ち果たしたでしょう？」

「は、はい」

「そうなると、細川家にとって珠は『逆臣の娘』。普通は別れるのが常です。ですが忠興は深く珠を愛しておりまして、別れたくないと京都北部に幽閉しました。二年後、秀吉の取り計らいもあり細川家の大阪屋敷に戻されたそうです」

　このエピソードは、今まで習ってきた歴史で見聞きしたことかもしれない。

　それでも、この墓の前でホームズさんに細川夫婦の話を聞き、目頭が熱くなった。

「ですが、珠としては、苦しみも多かったのかもしれません。そのころにカトリックの教えに出会い、信仰するようになりました。忠興には知られないようにキリスト教の洗礼を受けて、『ガラシャ』という名前を受けたわけです」

「そうだったんですね。でも、すぐにバレてしまいますよね？」

「はい、隠し通せるものではありません。洗礼は、秀吉の『バテレン追放令』の直後でしたし、忠興は激怒したという話ですが、愛情は変わらなかったようです。おそらく、激怒したというのも、秀吉の手前、対外的なものかもしれませんしね」

　私は黙って相槌をうつ。

「そんなガラシャは、関せきヶが原はらの戦い直前、石いし田だ三みつ成なりに人質として降伏することを迫られましたが、それを拒絶し、屋敷の家老に自分を槍で突かせ、生涯を終えました。家のために、夫のために、死ぬことを選んだわけです。……この時の、細川忠興の気持ちを思うと、胸が苦しくなりますね。そんな二人が、今はとても安らかに、二人でここに眠っているわけです」

　シン、と静けさが襲う。

　さまざまな想いと歴史が詰まった灯籠を前に、切なさと愛しさが募る。

　ジッと灯籠を見詰めていると、ホームズさんが私の手を握ってきた。

　私は、その手を握り返す。

　ここに来られて良かった。

　二人が眠る灯籠を前に、私は心からそう思った。
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　その後、私たちは大徳寺を後にして、老舗和菓子店『松まつ屋や藤とう兵べ衛え』に向かった。

　店はまさに、大徳寺の東隣。北きた大おお路じ通沿いにある。

　江戸時代に創業したという老舗和菓子店。素朴な佇まいながらも、培つちかってきた歴史を感じさせる店構えだ。

　ホームズさんは、引き戸を開けて、

「こんにちは、清貴です」と声を上げる。

　いきなり名乗るホームズさんにギョッとしてしまうも、

「清貴くん、こんにちは。お久しぶり」

　この店の女将おかみさんなんだろうか、カウンターの中にいた女性がにこりと微笑んだ。

「本当にお久しぶりです」

　ホームズさんが会釈をすると、裏から調理用白衣を着たご主人が顔を出した。

「清貴くん、ほんまにお久しぶり。この前、誠司さん、来はりまして」と言うご主人に、

「そうそう。相変わらず、誠司さん元気やね」

　女将さんが、ふふふと笑う。

　どうやら、ここも顔見知りだったようだ。

　こういう時、京都の横のつながりの凄すごさを感じてしまう。

「また、あれこれと余計なことを話して帰ったのではないでしょうか」

　と、ホームズさんは肩をすくめる。

「うん、当たり。清貴くんに可愛い彼女ができて、鼻の下伸ばしてるって」

　愉しげにそう話す女将さんは、老舗和菓子店から連想させられる『べたべたな京都弁』というわけではなく、晴れやかな明るさがあって、気さくな感じで素敵だ。その横で微笑んでいるご主人は、とても穏やかで優しそうな雰囲気の人だ。

　それにしても、鼻の下を伸ばしてるって……。

　ホームズさんの背後で恥ずかしさに目を伏せていると、ご主人と女将さんの二人は、私の方に視線を移した。

　その視線に気付いた私は、すぐに気を取り直して頭を下げる。

「はじめまして、真城葵と申します」

　すると、ご主人がとても柔らかく目を細めた。

「鼻の下が延びてしまうのも納得や」

「ほんまに。可愛らしい子やね、清貴くん」

　そう言う二人に、「はい、ありがとうございます」とホームズさんは、悪びれもせずに微笑み、私はまたも気恥ずかしさに、顔を上げられなかった。

「そうそう、今日は『松風』やったね」

　女将さんは既すでに用意していたようで、スッとカウンターの上に箱を置く。

　松葉色に、白い文字で『松風』と書かれた素敵な包装紙だ。

　よく見ると、『松風』以外の文字がある。その中に『納豆』という文字を見付けて、私は目を凝らした。

「……納豆？」

　ぽつりと零した私に、ホームズさんが「ええ」と口を開く。

「ここの松風には『大徳寺納豆』が入っているんですよ」

「納豆が？」と瞬いた私に、女将さんがくすくすと笑った。

「あの、ネバネバの納豆ちゃうよ」

「ええ、現代の一般的な納豆とは違いまして、塩味の古来製法の納豆なんです。風味は味噌に近いかと」

　続けてご主人が、そう説明してくれた。

「葵さんは関東出身でして、『松風』をご存じなかったんですよ」

　ホームズさんがそう言うと、二人は、うんうん、と相槌をうつ。

「関東の方でしたら、知らない人も多いですよ」

「お茶会が開かれる頻度も、違うやろうしねぇ」

　二人はあまり驚いた様子がなかった。

　おそらく、『今まで知らなかった』というお客さんに何度も会ってきたのかもしれない。

　すると、女将さんがもうひとつ後ろから『松風』の箱を取り出して、蓋ふたを開けた。

「葵さん、これが『松風』なんですよ」

　と、私に見せてくれる。

　白い長方形の紙箱の中にカステラのようなお菓子が詰められ、さいの目に切られている。

　表面は焦げ茶色で、胡ご麻まがついていた。

「普段はしていないんだけど、試食におひとつどうぞ」

　と、菓子楊枝を差し出してくれた。

「ありがとうございます」

　私は松風を一切れ取って、口に運ぶ。

「っ！」

　カステラのような触感を想像していたら、まるで違う、もっちりとした弾力。

　白味噌、大徳寺納豆、ゴマが絶妙に混ざり合い、独自の深みとコクのある味わい。

　何より、この芳ばしさ。

　お茶のおともはもちろん、コーヒーにも絶対に合うだろう。

「美味しいです。すごくクセになる味わい」

　食べ終えたものの、口許に手を当てたままそう言うと、二人は嬉しそうに相槌をうつ。

　これは、ぜひ家族にも食べさせてあげたい。

　京都人の祖母と父には、馴染みのお菓子かもしれないけれど、母と弟は食べたことがないに違いない。

　それに、祖母や父も最近は食べていないだろうし、喜んでくれるだろう。

「私も家のお土産に欲しいので、おひとついただけますか？」

　そう尋ねると、「おおきに」と女将さんは、すぐに新たな箱を用意してくれる。

　すかさず財布を出そうとするホームズさんに、私は「あ、いえ」と手を伸ばした。

「ありがとうございます。でも、これは私が家族に買っていきたいお土産なので、私が買いたいと思います。いつもお気遣いありがとうございます」

　ホームズさんの気遣いは、嬉しい。

　スマートで素敵だと思う。けれど、さすがになんでもかんでも支払ってもらうのは恐縮だし、やはりそれは違う気もする。

「そう……ですか……」

　少し残念そうに肩を落とすホームズさんに、ご主人と女将さんがくすくすと笑っている。

「誠司さんが言っていた通り、可愛くて、しっかりしたええ子やね」

　ご主人がそう言って、愉しげに頷いた。

　オーナーがそんなふうに言ってくれていたことを知って、嬉しさが募る。

「そうそう、葵さん。これをおまけでつけてあげる」

　と、女将さんはビニール袋に入ったパンの耳のようなものを、一緒に袋に入れてくれた。

「ありがとうございます。それは？」

「これは『福耳』といってね、松風を切るときにできるパンの耳のようなものなの。二時間に一度しかできないもので、タイミングのあったお客様だけが買えるものなんだけど、芳こうばしさは、この『福耳』の方が本体よりも上だから」

　そう言っていたずらな笑みを見せてくれた。

「わあ、ありがとうございます」

　袋から立ち上がる芳ばしい味噌の香りに、私の目尻が下がる。

　そうして私たちは二人に礼を言って、『松風』を手に『松屋藤兵衛』を出た。
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　大徳寺から鷹峯はすぐ近くであり、車ならば十分も経たずに着く。

　鷹峯は、京都市内において高級住宅地と言われる地区のひとつであり、斎藤邸は北大路通が西大路通と交わる前に、北へと曲がったとこにある閑静な住宅地にある。

「あそこですね」と、私は高台の屋敷を見て、口を開く。

　青森の盛せい美び園えんを感じさせる一階が和邸で、二階が洋館となっている、不思議な造りの屋敷だ。

　そんな斎藤家の駐車場には、約束の時間の五分前に着いた。

　和洋折衷の屋敷をとり囲む庭園は、相変わらず見事なものだ。

　岩で囲った池に、その向こうには見事に描かれた石庭も見える。

　以前に訪れた時は早春だったため、寒々しい景色だったが、今は目に眩まぶしいような緑に囲まれている。

　また、印象的だったのは、青紫の朝顔が咲き誇っていること。

　朝顔というと、馴染みのある花といったイメージを抱いていたけれど、この整えられた庭に咲き誇っている姿を見ると、とても高貴な花のように感じる。

　青紫という色合いが、高尚なものを感じさせるからなのかもしれない。

　とはいえ、朝顔は朝に咲いて、すぐ萎しぼむはずだから……。

「あれは、『昼顔』でしょうか」

「いえ、どうでしょう？　朝から晩まで咲いている朝顔もありますからね。それにしても見事なものですね」

「本当に」

　飛び石の上を歩きながら、しみじみと頷く。

　すると、家の中から私たちの姿が見えたのか、玄関の扉が開き、スーツを着た中年男性が姿を現した。

「清貴さん、葵さん、今日はありがとうございます」

　彼は、この家の執事・鈴すず木きさんだ。

　彼はそう言って、深く頭を下げる。

「お招きありがとうございます」

　私たちも頭を下げ返し、そのまま、彼の案内で一階の突き当たりの応接室に通された。

　この部屋は、以前も入ったことがある。

　暗褐色の革張りのソファーに、こげ茶色のテーブルにチェスト。

　壁際には、暖炉を挟むようにして長方形に長い窓が並び、玉虫色のカーテンが綺麗にまとめられた、美しく整然とした応接室だ。

　以前はこの部屋に、美術品がひとつも飾られておらず、それが少し不思議に思えたのだけど、今はちゃんと飾られていた。

　おそらく、あの日だけ特別にこの部屋から美術品を避けておいたのだろう。

「清兄！」

「清貴くん、葵さん、今日はありがとう」

　そう声を上げたのは、利休くんと左京さん。

　この応接室には、左京さんと利休くん父子、そして左京さんの弟の司さんの姿があった。

　会ったのはあの日以来の司さんだけれど、印象はまるで変わらない。

　彼は、とても大柄で背が高く、肩幅も広くて顔は四角い。とてもガッチリとしている。

　それで柔らかな雰囲気を持っているならば、素敵な人だと思えそうなものなのだけど、気性が荒そうで、鼻持ちならない雰囲気はそのままだった。

「司さんも、お久しぶりです」

　ホームズさんは、司さんの方を見て会釈をする。

　続いて私も、「お久しぶりです」と頭を下げた。

　だが司さんは、ホームズさんのことが苦手なようで、首をほんの少し動かしただけの、会釈にもならない仕草を返して、すぐに目をそらした。

　どうやら、司さんは本当に変わっていないようだ。

　私が苦笑していると、応接室の扉が開き、男性が姿を現した。

　今日も略礼装の和服姿で、白髪交じりの頭髪。温和な顔立ちながらも、目の鋭さが印象的な老人――右近さんだ。

　以前は杖つえをついていたが、今は車椅子に乗っている。

　もしかしたら、東京から左京さんを呼び寄せたのは、こうして体が不自由になったこともあるのかもしれない。

「やあ、よく来てくれましたね、二人とも」

　右近さんは私たちを見て、柔らかく微笑んだ。

「今日はお招きありがとうございます」

　私たちは声を揃えて、深く頭を下げる。

　右近さんは私の方を見て、ぱちりと目を開いた。

「……これはこれは、葵さん。今日は一段とお美しい」

　思いもしない言葉に、私の方が目を見開いてしまう。

「あ、ありがとうございます」

「短い期間にこんなにも美しくなられるとは、成長期の若者の時間というのは、本当にかけがえのないものですな」

　右近さんはしみじみとそう言った後、目を伏せて自分の膝を摩さする。

「わたしにとっての時間は、老いていく一方。どうも、膝が痛くてかなわなくてね。大丈夫な時もあるのだが、今日は車椅子からで失礼しますよ」

　そう話す彼に、私たちは神妙な面持ちで相槌をうつ。

「右近さん、気遣いは無用とのことでしたが、あらためて。今日はお招きありがとうございます」

　ホームズさんは袋から『松風』の箱を取り出して、右近さんに差し出した。

「おお、これは本当にお気遣いをすまないね。ありがとう。『松風』は大好きだ」

　右近さんは目尻を下げて、それを両手で受け取った。

「明日、知人を呼んで茶会を開くのに、左京と司の二人に茶室を設しつらえさせました。これからの未来を担う若い目利きであり、孫の利休の師匠ともいえる清貴くんに立ち会ってもらい、『審査』と言っては聞こえが悪いが、選んでもらいたいと思いましてね」

「僕が茶室を選ぶのですか？」

　ホームズさんは口許に笑みを湛たたえたまま、首を傾ける。

　私も同じ気持ちだった。

　あくまで茶室を選ぶのは右近さんであり、ホームズさんは立ち会うのみだと思っていたからだ。

「ええ、あなたに選んでいただきたい。『どちらが、わたしの気持ちを汲くんだ茶室を設えたか』を――」

　右近さんは、口許は笑みの形を作りながらも、鋭い眼差しを見せる。

「光栄ですが、僕が選んだ茶室が、必ずしも右近さんの気持ちに添っているとは限りませんよ」

　すると、右近さんは愉しげに微笑んだ。

「それはそれで構わんよ。若い目利きの心を揺さぶったと判断するまでです」

「そうですか。そういうことでしたら、僭せん越えつですがお引き受けいたします」

「ありがとう。こんな突拍子もない申し出を快く引き受けてくれて、心から感謝しますよ」

　私は二人のやりとりを見ながら、ごくりと息を呑んだ。

　一見、ただの『茶室選び』だけれど、その裏には大きな意味が潜んでいるのかもしれない。

「それでは、早速始めようと思う。どちらの部屋から観て行こうか」

『松風』の箱を執事の鈴木さんに預け、右近さんは息子たちを交互に見る。

　左京さんは、「どちらからでも良いですよ」と、にこやかに微笑んでいたが、

「それじゃあ、自分の茶席から見てもらいたいです」

　司さんが強い口調で言って、一歩前に出た。

　今にも歩き出しそうな雰囲気から、司さんはとてもせっかちな人だということが伝わってくる。

「分かった。それでは、司の部屋から行こう」

　司さんは強気な笑みで頷いて、大股で歩き出す。

　その雰囲気から、自信のほどが窺うかがえた。

　一体どんな茶席を設けているのだろう？

　この屋敷の離れにあるという司さんの部屋は、長い渡り廊下を通った先にある。

　司さんが先頭を歩き、その後ろを右近さん、右近さんの車椅子を押しているのは、左京さんだ。

　鈴木さんが車椅子を押そうとしたところを、左京さんが「いやいや、俺が押すね」と代わった。

　私は皆の後方で、ホームズさんや利休くんと並んで歩きながら、渡り廊下を見回す。

　以前、この屋敷に来た時は、こんな渡り廊下を見ていないから、おそらく扉を閉ざしていたのだろう。

　渡り廊下からは、庭を見渡せた。

　午後の日差しの中、緑がとても美しい。

　正面側には、あんなに綺麗に咲き誇っていた朝顔だけど、こちら側にはないんだ。

　そう思った瞬間、どこか違和感を覚えて、私は目を凝らした。

「…………」

　よく見ると、朝顔はあった。

　すべての朝顔の花の部分が切り落とされて、葉だけになっている。

　緑一色に統一したかったのだろうか？

　私は複雑な気持ちで、花を切られた朝顔から目をそらした。

　離れの部屋の襖ふすまの前で、司さんは足を止めた。

「お父さん、ここが俺が設えた茶席です」

　司さんは、誇らしげにそう言って、右近さんを見る。

「……開けなさい」

　右近さんは、とても静かにそう告げる。

　その場に緊張感が走る中、司さんは焦じらすようにゆっくりと襖を開けた。

　十二畳の祝しゅう儀ぎ敷じきを施した畳部屋は、障子がしっかりと閉められている。

　これといった特長がない中、床の間に飾られた一輪の朝顔がとても映えていた。

　花器は、古こ備び前ぜん。

　色は黒に近く、朝顔の青紫がより鮮やかに見える。

　ホームズさんが、なるほど、という様子で相槌をうつ。

「『千利休の一輪の朝顔』ですね」

　千利休の『一輪の朝顔』？

　思わず小首を傾げた私を前に、ホームズさんは微かに口角を上げる。

「かつて利休は、秀吉に『朝顔を見に来ませんか？』と、お茶会に誘いました。丁度そのころ、利休の家の庭に朝顔が咲き誇っていて、とても美しいという話は秀吉の耳にも届いていまして、『庭に咲き誇った朝顔を眺めながら茶を飲むのは、良いものだろう。何より利休が誘うほどだから、さぞかし見事な朝顔に違いない』と期待しました。

　ですが、秀吉が利休の屋敷を訪れると、朝顔はすべて花を切られていました。そして、一輪だけ、茶室に朝顔が飾られていたわけです。一輪であるがゆえに、侘わびの茶室を見事に飾る。秀吉は利休の美学に感嘆したそうです」

　そう説明してくれたホームズさんに、私は『そういう話があったんだ』と相槌をうつ。

　すると、司さんが「さすが親父のお気に入りだな」と小声で呟つぶきながら、大きく頷いた。

「そう、この茶席は、お父さんが敬愛してやまない千利休の『一輪の朝顔』を再現したものです。この時期に茶室の設えをと言ってきた。ならば、これしかないと思いました。なんといっても、『究極の美学』がここにあるわけです」

　ここに来るまで、朝顔の花を見なかったからこそ、この茶室の一輪が生きる。

　それが、究極の美意識であり、侘びの心というわけだ。

　右近さんは、「なるほど」と頷く。

「清貴くん、司の設えた茶席について、今は何も言わないでほしい」

「はい」

「それでは、次に左京の茶席を観に行くとしよう」

　その言葉に、まるで関係のない私が勝手に緊張してしまうものの、

「俺の離れは、玄関まで戻らず、ここから出た方が早いから縁側から出ちゃおうか。父さん、車椅子を降ろすから、いったん立ち上がって。利休、父さんを支えて」

　左京さんは、いつもの調子で呑気な声を上げている。

　利休くんとホームズさんが手を添えて、右近さんは立ち上がる。

「それじゃあ、車椅子を降ろすね。司、手伝ってよ」と障子を開けて、縁側から外に車椅子を降ろそうとすると、右近さんが「いい、歩けるわ」と車椅子に引っ掛けていた杖を手にした。

「大丈夫かい、父さん。おぶろうか？」

「お前に背負われるなんて、危なっかしい」

　ぶっきらぼうに言う父親を前に、左京さんは愉しげに笑って、その体を支えた。

　ここから、さらに別棟の離れに行くことを想定したのか、あらかじめ人数分の外履きが用意されていた。

　左京さんの住む別棟は、ここからすぐに見える。

　元々、茶室として造られた建物なのだろう。

　とても小さな和邸だ。

　そこに向かうわずかな距離にも、朝顔がたくさんあったが、すべて花が切られている。

「…………」

『究極の美』と本当に千利休や豊臣秀吉が言ったのかもしれないけれど、私としては、どうしても、寂しい気持ちになってしまう。

「――どうぞ」

　左京さんは溜ためることなく、茶席の襖を開けた。

　ここも、十二畳の祝儀敷をした畳部屋で、司さんの部屋と同じように床の間に、朝顔が飾られていた。

　青竹の花器に、青紫の朝顔が活けられている。

　そして、『書』の掛け軸も。

『ありとても　頼むべきかは　世の中を　知らするものは　あさがほの花』

　朝顔の歌だ。

　左京さんは、縁を踏まないように畳を歩いて、障子を全開にした。

「……わあ」

　思わず、私の口から感嘆の声が洩れた。

　咲き誇る朝顔の花々が、とても生き生きとしている。

「まるで一枚の絵のように綺麗ですね」

　しみじみと呟いた私に、左京さんは「そうだね」と頷く。

「でもさ、こうして見ていると、どんな芸術も、本物には敵わないって思わせられるよね。俺は、ここから見えるこの光景がとても好きなんだ」

　そう言って左京さんは、見惚れるように朝顔を眺めた。

「左京さん、あの『書』は？」

　ホームズさんが、床の間の掛け軸に目を向けた。

「ああ、あれは、俺が書いたんだ。下手くそだからこその味もあるかなって」

　――ありとても　頼むべきかは　世の中を　知らするものは　あさがほの花――

「『生きていても、どうなるか分からないというのが、この世の中。それを教えてくれるのは、この朝顔の花』。朝咲いたと思えば、すぐに萎れてしまう朝顔の花から、世の中の不確かさを詠うたった、和泉いずみ式しき部ぶの歌ですね」

「そう、和泉式部が大好きなんだ」

　そんな中、司さんがブッと笑った。

「自分で書いたって、なんだよ、失礼極まりないな。ちゃんとした書の達人に書いてもらえよ。それに、ここから見える光景って、なんの手も入れてない、そのまま。演出もくそもねぇ。そして、極めつけは床の間の花器。俺は高価な古備前の花器を用意したというのに、兄貴はなんだ？　青竹かよ」

「ああ、うちの庭の倒れていた青竹を切ってね、これも自分で作ったんだ」

　左京さんは悪びれもせずに、頷く。

　ホームズさんは、ぱちりと目を開いて、青竹の花器に目を向けた。

「あれをご自分で？　とても綺麗な切り口ですね。『書』も丁てい寧ねいですし、左京さんは器用なんですね」

「ああ、俗に言う器用貧乏ってやつで」

　左京さんは頭に手を当てて、あははと笑う。

　右近さんは茶席を見回して、ふっ、と頬を緩ませ、

「……清貴くん」

　と、問うような口調で、ホームズさんの名を呼んだ。

　静寂が茶室を包む。

　司さんは腕を組んで仁王立ちし、利休くんは興味深そうに目を輝かせている。

　当の左京さんは、笑みを浮かべたまま。

　私の方が、ドキドキしながら、ホームズさんを見上げた。

　かつて、千利休が豊臣秀吉のために設えた、究極の美であり侘びを表現した茶室を再現した司さんか、自分で書をしたため、花を活け、元々ある景色を活かした左京さんなのか。

「君はどちらの茶席が、私の気持ちを汲んでいると思う？」

　静けさの中、そう続けた右近さんに、ホームズさんは微かに目を伏せて、顔を上げた。

「左京さんの部屋です」

　この茶室を見回して言うホームズさんに、

「はっ」と、司さんが鼻で嗤わらい、額に手を当てた。

「分かってねぇな。っていうか、こいつは元々左京の知り合いだろ？　ってことは、どんな設えでも左京の部屋を選んだんじゃねぇのか」

　司さんはそう言って、ホームズさんの顔を覗く。

「いえ、僕はとても公平な目で拝見し、左京さんの茶席に魅力を感じました」

「こんな、素人臭い茶室がかよ」

「ええ、司さん、あなたの部屋には、『もてなしの心』が、そもそも『思いやり』が感じられないのです」

「思いやりが感じられない？」

「はい。あなたは、千利休の『一輪の朝顔』のエピソードを知って、それを再現したまで。来る人をもてなしたいという心が微塵も感じられません。一方、左京さんには、訪れる人を楽しませたいという想いに溢あふれています。ご自分で書かれた『書』、自分で丁寧に作られた花器、そこに活けた花、ここから見えるご自分が大好きだという光景。ここでお茶会を開いたら、とても素敵な時間が過ごせるだろうと、僕は素直に思いました」

　胸に手を当ててそう言うホームズさんに、まったく同感だった私は無言で相槌をうつ。

「えっ、褒めすぎだよ、清貴くん。俺は自分が楽しくてやっていただけだし」

「それが、素晴らしいと僕は思いました」

　そう話す二人を前に、司さんは奥歯を噛みしめた。

「それじゃあ、お前は、千利休の美意識を否定するわけだな？」

　地鳴りのような低い声で洩らした司さんに、ホームズさんはぴくりと眉をひそめた。

「僕がいつ、千利休の美意識を否定したというのでしょうか」

　ホームズさんは、笑みを湛えて向き直る。

　どうやら、少しかちんときたようだ。

「俺が千利休の茶室を再現したことを認めた上で、それを選ばなかったということは、そういうことだろ」

　子どものような言い分に、ホームズさんは、やれやれ、と肩をすくめる。

「千利休の『朝顔の茶室』は、他の誰でもない『豊臣秀吉』のために設えたものです。庭にあったすべての朝顔の花を切り落として、茶室に一輪だけを活けたことで、秀吉は千利休の美学に感嘆したという話ですが、僕にはとてつもない利休の『嫌味』が感じられてなりません」

「――嫌味？」

「『高桐院』の石灯籠を砕いて秀吉に渡さなかったことも含めて、千利休が秀吉を心から慕っていたとは、到底思えません。『すべての花を切り落として、一輪だけ咲いている』その様は、まさに秀吉のことを伝えていたのではないでしょうか」

　多くの人々の首を切り落として、一人咲いている豊臣秀吉。

　千利休は朝顔の茶室の設えで、それを秀吉に遠回しに伝えた……、と、ホームズさんは感じているんだ。

「このような解釈をするのは、僕だけではありません。千利休を研究している者の中に、同じような見解を示す方も多くいるようです。それはそうだろうと思います。裏があるとしか思えませんし、朝顔の茶室のくだりを聞くたびに、僕は千利休の大胆な嫌味に、いろんな意味で背筋が寒くなります」と、ホームズさんは苦笑する。

　司さんは、何も言わずに立ち尽くしていた。

「ですが、大事なのは、どんな思惑があったとしても、千利休はその茶室を秀吉のために作ったということです。そこには、やはり『心』があります。司さん、あなたは逸話をそのまま真似ただけのこと。そこに、『心』は感じられないわけです。ですから、僕は左京さんの茶席を選びました」

　ホームズさんはそう言って、あらためて茶室を見回し、

「『お茶会』とは、おもてなしの場です。もしかしたら、右近さんは茶室の設えを通して、お二人の『心』を見たいと思ったのではないでしょうか」

　そう言って、司さんの目をしっかりと見た。

　その視線に耐えられないように、司さんは目をそらす。

「お前の言い分は分かった。親父がどう思ったか聞きたいところだ」

　右近さんは、小さく息をつき、苦笑する。

「……司。お前は欲しいものを前にすると、なりふり構わなくなる。お前が設えた、『朝顔の茶室』は、周りを蹴け落おとしてものし上がろうとしてきた、まさにお前自身の現れなのかもしれないな」

　司さんは、ぐっ、と言葉を詰まらせた。

「もう少し、柔らかな心を持ちなさい」

　決して怒るわけではなく、右近さんは優しく諭さとすように言い、庭に目を向ける。

「清貴くんが言ったように、お茶会とは、おもてなしの場。朝顔は死んだ妻が好きで、こうして、たくさん植えたものなんだ。やはり咲き誇っているのは美しい。見る者の心を癒してくれるだろう。明日は、左京のこの茶室で、お茶会を開きたいと思う」

　そう言った瞬間、司さんは勢いよく部屋を飛び出した。

「あっ、司、ちょっと待ってよ」

　すぐに左京さんが追いかけて、外に出て行く。

　私たちが庭を覗くと、左京さんが司さんの肩をつかんでいる姿が見えた。

「離せよ。分かってるんだ、明日のお茶会で親父は後継者を発表する気でいたんだ。俺は、この家を出て行く」

「後継者、後継者って言うけど、何を後継するんだよ、この家の遺産か？　斎藤家の名前か？」

「すべてだろ！」

「そんなの、俺には荷が重い」

　手を広げて言う左京さんに、司さんは拍子抜けしたように口をぽかんと開けた。

「でも、多分、司、お前にも荷が重い。きっと和彦もだ。俺たち三兄弟は、斎藤家の名を受け継げるような器じゃないよ」

「それじゃあ、誰が継ぐんだよ」

「父さんは、既に直感で決めていたんじゃないかな。というより、三人の息子を見ていて、『駄目だこりゃ』と思ったのかもしれないけど。だから俺の息子に、敬愛する人の名前をつけた」

「……利休か」

　司さんは、ちっ、と舌打ちした。

「そう、まだ先の話だとは思うけれど、明日のお茶会では、そのことを伝えようとしてたんじゃないかな。『後継者は息子ではなく、孫にと考えてる』って」

　左京さんは、にこりと笑う。

「ふん、息子が斎藤家を継ぐんだったら、お前は安泰というわけだ」

「いやいや、うちの息子はそんなに甘くないからねぇ」

「どちらにしろ、俺は出て行く。こんな田舎、退屈で仕方ねぇ」

「それは勝手だけど、時々でいいから、ちゃんと顔を見せにくるんだぞ。ここはお前の父親の家なんだから」

　左京さんは、ぽんっと、司さんの背中を叩いた。

「……お前はここに残るのか」

「ああ、父さんも不自由になってきて、風呂も大変みたいなんだ。そんなことまで鈴木さんに任せられないし、ここでなら、あまり稼げないデイトレーダーでもなんとか雨露しのげそうだしね。こういうのってお互いに都合が良い、つまりは『ウィンウィンな関係』って言うんだろ？」

　そう言っていたずらに微笑む左京さんを前に、司さんは気の抜けた顔をする。

　ややあって、そうか、と静かに洩らして、

「親父を頼むな、兄貴」

　司さんは、今まで見せたこともないような優しい笑みを見せた。

「おう、任せとけ。どうやら、介護は得意みたいだ」と、左京さんは、軽く拳を上げる。

「それはそうと、司。今すぐ帰るなんて、寂しいことを言わずに、とりあえず、お茶でも飲もうよ」

　そう言う左京さんに、司さんは泣き出しそうな顔で頷いた。




　――そうして、その後、左京さんの茶席で、お茶会が開かれた。

　右近さんが亭主を務め、鈴木さんが半はん東とうという亭主のサポート役。

　右近さんたっての希望でホームズさんが正客となり、連れの私は次客、そして左京さん、司さんと年齢順に座り、年少の利休くんが『お詰め』という末席だ。

　お詰めは、末席といえども、亭主のためにあれこれ動ける人じゃないと務まらないため、自分は何も知らないから、と末席に座るのもよくないらしい。

　初心者がお茶会に行った時は、素直に、『はじめてなのですが、教えていただけますか？』と教えを乞うと良いそうだ。

　京都の人間は、知ったかぶりをする人には手厳しいけれど、素直に教えを乞う人には、とても親切にしてくれるらしい。

「どうぞ」

　右近さんは、上生菓子が載った菓子器をホームズさんに差し出した。

　その上生菓子は、朝顔の形をしていて、まさに朝顔尽くしだ。

　まず、正客であるホームズさんが「お先に失礼します」と私たちに会釈をして、菓子器を両手で少し持ち上げ頭を下げて、懐紙を皿にして上生菓子を取る。

　その次に私が「お先に失礼します」と生菓子を懐紙に取り、左京さん、司さんと順番に取っていく。

　ここでのポイントは、お茶が出される前にお菓子を食べきることらしい。

　ホームズさんが食べきる様子を見て、私も菓子切りを使って和菓子をいただいた。

　上品な甘さと柔らかさに、目尻が下がる。

　食べ終わるころ、右近さんがお茶を点たててくれる。

　ホームズさんが再び「お先に」と私たちに会釈をして、例の作法でお茶を飲んでいく。

　相変わらずの綺麗な所作に、感心しつつ、私も次に同じようにいただいた。

　右近さんが点ててくれたお茶は、とてもまろやかで美味しい。




「……そういえば、左京さんは和泉式部がお好きと仰っていましたね？」

　やがて談笑の時間となり、思い出したように尋ねるホームズさんに、左京さんは「ああ」と嬉しそうに首を縦に振る。

「恋多き女性でありながら、あんな歌も詠むほど知的で魅力的。……あれ、なんだか俺の前の奥さんみたいじゃないか？　なぁ、利休」

　と、左京さんは、満面の笑みで利休くんを見た。

「父さん、余計なことを言わなくていいから」

　利休くんは、冷ややかな目を返し、息をついた。

「まったく、母さんにはオーナーがいるっていうのにさ」

「そんなの分かってるよ。家頭のオーナーは魅力的な人だしね、敵うなんて思ってないよ。だけど、オーナーは七十代後半。三十年後には、もしかしたら好江はまた一人になってしまうかもしれないだろう」

　しみじみとそう言う左京さんに、ホームズさんは当然とばかりに頷いた。

「もしかしたらというより、高い確率でそのころには、好江さんは一人になっているでしょうね。祖父は今のところ健康ですが、なかなか不ふ摂せっ生せいですし」

　そう、三十年後はオーナーも百歳を超えていることになるわけで、こう言っては何だけど、たしかに好江さんが一人になっている可能性は高い。

　そうか、それでこの前、左京さんは『オーナーはご高齢だし』と言っていたんだ。

　高齢なオーナーよりも、若い自分の方が良いと言っていたわけではなく、いつか高い確率で先立たれてしまうわけだから、ということだったんだ。

「そのころにまた、一緒に暮らせたらいいなぁ、と夢見てるんだ」

　本当に夢を見るような目で洩らす左京さんに、利休くんと司さんは目を丸くし、ホームズさんがぷっと笑った。

「清兄、笑うとこ？」

「いえ、素晴らしいと思いまして。僕自身、好江さんがうちの祖父を慕ってくれていることを嬉しく思いながらも、いずれ一人になってしまうであろうことを思ったら、勝手に申し訳なくも感じていました。なので、左京さんの言葉が嬉しく、そしてホッともしました」

「そんなこと言って、その時に、母さんの気持ちがどうなってるかは知らないけどね」

「たしかにそうですね」

　そんな話をして、皆で笑い合った。

　利休くんの言う通り、その時に好江さんの心がどうなのかは、誰にも分からない。

　それでも、左京さんの心が変わっていなかったら、間違いなく嬉しいとは思うだろう。

　再婚こそしなくても、良いお茶のみ友達になるのかもしれない。





９






　そうして、その後、私たちは斎藤家の皆さんに礼を言って、屋敷を後にした。

　邸ていの裏側に咲いていた朝顔のほとんどは切られてしまっていたが、正面側は何事もなかったように花をつけていて、なんだかホッとする。

　しかし、その花も、もう眠りにつくかのように萎みかけていた。

「やっぱり、昼顔だったんでしょうかね？」

「いえ、よく見ると葉に毛があるので、朝顔だと思います」

「昼顔の葉には毛がないんですか？」

「たしか、そうだったと思います。あまり詳しくないのですが」

「いえいえ、十分詳しいですよ」

　本当に何でも知ってるなぁ、と私は感心しながら、車に向かって歩く。

「はじめてのお茶会はどうでしたか？」

「やっぱり、緊張しました」

　そう言って、私は胸に手を当て、

「……でも、とても良い経験になりました。お茶会とは『おもてなしの場』。気遣いが詰まったものなんですね」と息を吐くように、続けた。

「よく僕は、祖父に注意されるんですよ。『気は遣うものやない。配るものや』と」

「えっ？」

　彼が言わんとすることがよく分からなくて、私は首を傾げる。

「僕もあまりできていないのですが、気は、『遣う』ものではなく、『配る』方が良いのです。気を遣っていては、自分も相手も疲れてしまうものです。気は遣うのではなく、配るもの、『気遣い』ではなく、『気配り』ができることが理想ですね」

「そう言われてみれば、気を遣われたら、時にこちらも疲れてしまうことがあるものですよね。オーナーは気遣いの人ではないけれど、気配りはできている気がします」

　たしかにオーナーが言うように、ホームズさんは、基本的に『気遣い屋』だ。

　けれど、『自分勝手な気遣い屋』だから、気遣われることで、疲れたりはしないのだけど。

『気遣い』ならぬ、『気配り』。

　似ているようで、随分と違うものなのかもしれない。

　なるほどなぁ、と頷いていると、

「左京さんは、気遣いならぬ、気配りが自然とできる方だと思いませんか」

「あ……、たしかに」

　左京さんは、人に気を遣うようなタイプではないけれど、周りにいる人を心地よくさせるものを持っている。

　それは、『気配り』ができる人だからなんだ。

　ふと、左京さんと司さん、各々の床の間に飾られていた朝顔を思い出す。

『お客様を楽しませること』を考えていた左京さんと、『自分が選ばれること』しか考えていなかった司さん。

　こう考えれば、勝負は明白だろう。

　同じ床の間に飾られた一輪の朝顔に込められたものは、まるで違うものだったのだ。

「…………」

　思えば、千利休は、どんな気持ちで豊臣秀吉を朝顔の茶席に招いたのだろう。

　ホームズさんが言うように、本当に嫌味だったのだろうか。

「ホームズさん」

「はい」と、ホームズさんは私を見下ろす。

「もしかしたら、千利休が作った茶席は、『嫌味』ではなくて、『秀吉への心を込めた忠告』だったのかもしれない、と私は思いました」

　きっと秀吉は、口でストレートに忠告しても聞き入れはしないだろう。

　だから、彼のプライドを損なわずに、忠告したのかもしれない。

　すると、ホームズさんは「なるほど」と顎に手を当てる。

「さすがは、葵さんですね」

「えっ？」

「僕は根性が捻ひねくれまくっているので、嫌味と信じて疑わなかったのですが、心根が真っすぐな葵さんは、そのように受け止められる。少し反省です」

　しみじみと頷いて腕を組むホームズさんに、私は頬が熱くなるのを感じながら、首を振った。

「いえいえ、ふと思っただけで。そもそも真相なんて分からないですもんね」

「もちろんそうです。思えば、秀吉も大変勘が鋭く、頭の良い男です。千利休の忠告に気付きつつ、『美意識に感嘆した』と、答えたということも大いに考えられますね。その時は、敬愛する千利休の遠回しな忠告を受け止められたとしても、いつしか、聞けなくなっていったのかもしれません。……まぁ、葵さんの言うように、真相は分からないのですが」

「そうですね」

　私は微かに笑って、相槌をうつ。

『いつしか忠告を聞けなくなってしまう』というのは、いつの世も誰しもに起こりうることなのだろう。

　それが自分のためを思っての忠告だったとしても、聞けなくなってしまう。

　いや、自分を思っての言葉だからこそ痛いところに刺さって、傷にもなってしまうのかもしれない。

　良くも悪くも、『真の想い』というのは、胸の奥に響くのだろう。

「ホームズさん、私、今日のお茶会を通して、『心』について身をもって学んだ気がします」

　設えた茶席にも、作られた和菓子にも、点てられたお茶にも、すべてに『心』が尽くされているのが、染み入るように感じられたから。

　だからこそ、招かれた客も、それに応えた振る舞いをしようと心掛けるものなのだろう。

　ホームズさんは嬉しそうに微笑み、私たちは、ゆっくりと屋敷を振り返る。

　それは、私がはじめてお茶会に参加した、眩しい夏の午後だった。
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　今年の夏は、ホームズさんとたくさんの思い出を作ることができた。

　七月は、祇園祭に下鴨神社のみたらし祭りと、風情のある夏祭りを観に行き、八月は、琵び琶わ湖この花火大会や五山の送り火も観に行った。

　高たか野の川がわの河川敷で五山の送り火を眺めながら、

「五山の送り火は、本当に情緒がありますね」

　しみじみと告げた私に、ホームズさんは少し可笑しそうに笑う。

「去年は『大文字焼き』と言っていた葵さんも、すっかり京都の人間ですね」

「それは、ホームズさんがビシッと指摘したんじゃないですか」

　そんなことを話して、笑い合いながら高野川沿いを散歩する。

　八月の終わりにはホームズさんと高たか瀬せ川一の舟入の『灯とう籠ろう流し』を観に行ったり、母に頼まれて地元の地蔵盆の手伝いもした。

　地蔵盆とは、『地蔵菩薩』の縁日で、八月二十四日を中心に行われるお祭りだ。

　普段、路傍や街角に佇たたずんでいるお地蔵様を囲むように、小さな縁日が開かれる。

　子どもを見守るお地蔵様のお祭りということで、ヨーヨーすくいやスーパーボールすくい、輪投げなど、地区の大人たちが子どもたちの喜ぶ露店を開く。

　母が地区の役員を引き受けたため、私も手伝いに駆り出されて、縁日の手伝いをすることになったのだ。

　夏の終わりの暑い最中、祭りのスタッフをするのはなかなかの苦行だったけれど、子どもたちの嬉しそうな顔を見ていると、疲れも吹き飛ぶ気がした。

　交代で休憩を取り、地区役員さんの作ってくれたカレーを食べて、わいわいと語らっていると、「葵さん、お疲れ様です」と、ホームズさんが差し入れを持ってやって来てくれたことで、周囲が騒然とする騒ぎにもなったりした。




　――そうして、そんな夏休みを終えて、秋を迎えた。




　私も受験生として本腰を入れ、ホームズさんも家庭教師として、指導に力を入れてくれていた。

　これは、そんな秋も深まった、ある日のこと。

　テレビで鑑定のスペシャル番組が放映されてから、しばらくの間、骨董品店『蔵』に古美術の鑑定をしてほしいというお客様が殺到した。

「この皿の鑑定をお願いします」

「私は掛け軸を」

「その次で良いので、茶碗を」

　おそらく一時的なものだろうが、鑑定を希望される方が頻繁に訪れる。

　鑑定待ちに行列を作るなんて、滅多にないことだ。

「……テレビの威力って凄いですね」

　今までになく賑にぎわう店内に戸惑いを隠しきれずにいると、ホームズさんがくすりと笑う。

「一時的なことでも、嬉しいですね。とはいえ、ただ単に、価値を知りたい方かたの方が多いようですが」

　ホームズさんは、そのままお客様の許に行き、カウンター前の椅子に腰を下ろす。

　テレビを観て、家にあった古美術がどれだけの価値があるのか気になって鑑定を頼みにやってくるという気持ちは分かるけど、なんだか露骨だ。

　私が複雑な心境になっている傍かたわら、ホームズさんはカウンターで、鑑定を始めていた。

　いつものように白い手袋をして、大皿をジッと見詰める。

「これは伊い万ま里り焼を意識していますが量産品で、柄は印刷ですね。金額としては……千円くらいでしょうか」

「せ、せんえん？」と、お客さんが目を丸くして、皿とホームズさんの顔を交互に見る。

「はい。この大きさの皿は、なかなか使い勝手が良いですし、色も綺麗ですから、ぜひ、ご愛用ください」

　ホームズさんは笑顔で言って、呆然と立ち去るお客さんに会釈をし、「それでは、お次のお客様どうぞ」と、次の鑑定に入る。

「……これは、昭和に入ってから作られた模も倣ほう品ですね。金額にすると五千円くらいでしょうか。インテリアとして素敵な物だと思いますので、ぜひ床の間に飾ってください」と、今度は、掛け軸を手に告げる。

「これは、志し野のの茶碗を真ま似ねていますが、本物ではないです。……そうですね、なかなか、本物の志野の茶碗には巡り会えるものではないですよ」

　そうした感じで、ホームズさんは、サクサク鑑定していく。

　訪れたお客さんたちはガックリと肩を落としながら、店を出て行った。

「あの鑑定士さん、信用できる？」

「家頭誠司さんの孫らしいけど、若すぎるよな」

「他のところに行って聞いてみようか」

　店を出るなり、そんな声も聞こえてきた。

　この声は、ホームズさんにも聞こえたはず。一体、どんな気持ちでいるんだろう？

　その時、再び『カラン』とドアベルが鳴った。

「いらっしゃいませ」と顔を上げると、そこにいたのは好江さん。

「あ、好江さん」

　私は顔を上げて、すぐにぎょっとした。

　好江さんは、泣き腫らしたような赤い目をしていた。

「……どうされましたか？」

　すぐに異常に気が付いたホームズさんが、そっと立ち上がって優しく尋ねると、

　好江さんは突然その場にしゃがみこんで「うわぁああ」と泣き崩れた。

「よ、好江さん？」

「本当にどうされたんですか。座ってください」

　私たちはすぐに駆け寄って、好江さんの体を支えるようにしてソファーに座らせた。
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「――どうぞ」

　興奮していた好江さんが落ち着いたころ、ホームズさんは私たちの前にココアを置いてくれた。甘い物の方が気持ちが休まると思ったのだろう。

「……ありがと、清貴」

　好江さんは泣きべそをかいたまま、ズズッとココアを口に運んだ。

「それで、どうされたんですか？」

　ホームズさんは対面に腰を下ろして、優しく問う。

「そ、それがね……」

　口にしながら、好江さんの目にまた涙が滲にじんだ。

「よ、好江さん、大丈夫ですか？」

　慌あわてる私に、ホームズさんは黙って、好江さんの次の言葉を待っている。

「実はね」と、好江さんは口を開く。

　――好江さんの話はこうだった。

　ここ、二か月ほど生理がなくて、妊娠したのかもしれないと密ひそかに思っていた。

　高齢出産になってしまうけど、大好きな人の子どもを授かったからには、必ず産みたいと思いながらも、オーナーが自分の妊娠を受け入れてくれるかどうか、不安に思っていたそうだ。

「…………」

　そこまで聞いて、私は動揺を隠せない。

　そもそも、オーナーは、七十代後半だ。

　そんなご高齢でも、子どもを授かることができるなんて。

　それよりも、オーナーと好江さんが恋人同士なのは、もちろん知っているけれど、それは、精神的なつながりだけなのかと思ってた。

　そうではなくて、そうしたつながりも……。

　そこまで思い、そういう生々しいことは、深く考えたくないから想像するのはやめておくことにしよう、と私は頭を振る。

　一方のホームズさんは少しも動じた様子はなく、そっと口を開く。

「それで、今日病院に？」

「そうなの。そうしたらね、ただの加齢による生理不順で、妊娠でもなんでもなかったのよ」と、鼻をすすりながら言う。

「それが、ショックだったんですか？」

「ま、まあ、もちろん、それもショックではあったけど、ここまでは笑い話よ」

　そう続けた好江さんに、少しホッとした。

　そうか、ここまでは笑い話でＯＫなんだ。

「それでね、誠司さんに一連のことを伝えたの。二か月半生理が来なくて妊娠かと思っていたら、ただの加齢だったって。笑い話としてね。そこから、『もし本当に妊娠だったら、どうしてた？』って聞いたのよ」

　ああ、その話の流れは分かる気がする、と私は相あい槌づちをうつ。

　私も同じ立場だったら、そうやって聞いてしまいそうだ。

「そうしたら誠司さん、『産むも産まないも大変やのは女やから、好江が決めたことに従う。認知も援助もするし、産んで育てられへんっていうんやったら、引き取ってもええ。ただ、結婚はでけへん』そう言ったのよ」

　話し終えて、好江さんはまたボロボロと涙を流した。

「妊娠も間違いだった今、ただの『もしも』の話なんだけどね、そんなふうに断言されるとショックで」

　その気持ちも、すごくよく分かる。

　オーナーとしても、自分が高齢だからというのはあるかもしれない。

　けれど、『結婚はしない』と断言されてしまうのはショックだろう。

「それで思い出してしまったの。……前に聞いたことがある誠司さんの噂を」

　オーナーの噂？

「前の奥様の椿つばきさんと誠司さんは、酷い別れ方をしたって。対外的には、『自由な誠司さんに奥さんが愛想を尽かして出て行った』と思われてるけど、本当は奥さんが病気で死の淵にいる時に、『死にかけの女房はいらん』と離婚届をつきつけたって。その噂を聞いた時は、とても信じる気にはなれなかったけど、もしかしたら誠司さん、結婚に関しては、そんな酷い部分がある人なんじゃないかって思えて」

　うっ、とカウンターに突っ伏して泣く好江さんに、ホームズさんは切なく目を細める。

　オーナーが前の奥様・椿さんと離婚した事情は、以前、聞いたことがあった。

　かつて、ホームズさんが言っていた言葉が、脳裏を過よぎる。




　――そもそも、祖父が祖母と別れたのは、結婚後、病が絶えなかった祖母を見て、『自分が疫やく病びょう神がみになっている』と感じたゆえでのことだと聞いています。

　……昔、祖父はある祈き祷とう師しに言われたそうなんですよ。『すべてを蹴落として、すべてを手に入れたお前には、多くの業ごうが渦巻いている。お前自身は先祖の強い守護の下、障さわりはないが、その因果のすべては配偶者にいくであろう』と。

　ただの戯言なんですよ。ですが、実際に祖母は病が絶えず、父を産んだ後に死にかけるような大病を患いまして、その姿を見て、祖父は自分が疫病神になっているに違いないと別れを決意したそうなんです――。




　……そう話していたんだ。

　そのエピソードは、私自身とても衝撃だった。

　そういえば、椿さんも、

『そやけど、実家で療養している時に別れの手紙と書類が届いたんやから、ほんまにショックやったで。怒りで病も吹き飛ぶ思うたわ』と話して笑っていた。

　おそらく、『死にかけの女房はいらん』と言って離婚届を叩きつけたという話は、尾ひれがついた話なのだろう。

「それは事実ですが、少し違うんです」

　ホームズさんは息を吐くように言って、かつて私にも話してくれたことを、好江さんに伝えた。

　結婚式の日に告げられた祈祷師の言葉。

　そのことから、病気がちな椿さんを見ていて、自分のせいだと思ったことを……。

「……祖父は自分の存在が疫病神になっていると考え、祖母と縁を切ることにしました。祈祷師の言葉を気にしていたのでしょう。それは、祖父の思い込みにすぎないのですが、その後、祖母は回復し、健康になりました。そうしたことがあってから、祖父は『自分はもう結婚はしない』と心に誓ったようです。それにしても、祖父はとっくに、祈祷師の話なんて忘れたかと思っていたのですが……まだ引きずっていたんですね」

　沈痛の面持ちで目を伏せるホームズさんに、私も好江さんも、それ以上何も言うことができなかった。
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　その後、ふらふらと好江さんが店を出て行き、再び『蔵』は静寂に包まれた。

　好江さんの号泣と、オーナーの過去。

　――衝撃的すぎた。

　一気にいろんなことが起こりすぎてグチャグチャになりそうになっていると、ホームズさんは大きく息をついた。

「……それにしても、好江さんが、妊娠したかもしれないと聞いた時は、驚きましたね。どうしようかと思いました」

「は、はい、驚きました」

　ホームズさんも冷静な表情を貫きながらも、実は驚いていたことに少し安心した。

　動揺していたのは、私だけじゃなかったんだ。

　祖父に子どもができるなんて、やっぱり驚きだったに違いない。

　それにしても、『どうしようかと思った』だなんて、ホームズさんにしては珍しい。

　孫の身としては、ショックが大きかったのだろう。

　私が口許に手を当てて、ふふふ、と笑っていると、

「もし、本当に妊娠していて出産となったら、その赤ん坊を育てるのは、間違いなく僕でしょうから」

　ホームズさんは、そう言って深いため息をつく。

「へっ？」

「祖父も好江さんも、仕事であちこち飛び回る人間ですからね。『清貴、子守頼むわ』と、必ず、赤子を僕に押し付けるでしょう。好江さんの話を聞きながら、哺ほ乳にゅう瓶びんを片手に赤子を背負って、この店頭に立つ自分の姿が鮮明に浮かびまして、目眩めまいがしていました」

　ホームズさんは頬ほお杖づえをつき、遠くを見るような目を見せる。

　言われてみれば、たしかにそうだ。

　もし本当にあの二人の間に赤ちゃんができてしまったら、必ずホームズさんが手伝わされるだろう。

　そんなホームズさんの姿――赤ちゃんを背負い店頭に立つ姿が容易に想像できて、プッと吹き出してしまった。

「そ、そうですね、そうなったら、絶対にホームズさん、子守を押し付けられそう」

「でしょう？　クラクラしながらも、頭の片隅で『育児書買わな』と思う自分がいたりしまして」

「結構、乗り気じゃないですか」

　でも、ホームズさんらしい。

「正直、嬉しさもありましたね。年の離れた弟ができた気分で。実際は『叔父』になるのですが」

「叔父！」

　そうだ、オーナーと好江さんの間に子どもが誕生したら、ホームズさんにとってその子は『叔父さん』になるわけだ。

「違ったと聞いて少し力が抜けましたよ。一瞬の間にさまざまなことを考え、シミュレーションをしたので。そして、今、ほんの少し喪失感も抱いていたりします」

　と、ホームズさんは、少し楽しそうに笑う。

「喪失感って。やっぱり乗り気だったんじゃないですか」

　私は、ふふふ、と笑ったあと、

「それにしても、オーナーって、お若いんですね」と、言い難さを感じながら呟いた。

　どうして、こんなことを口にしてしまったんだろう、と急に恥ずかしさが襲い、頬が熱くなる。

「祖父は、まぁ……いろんな意味で化け物ですからね。とはいえ、高齢で子どもを作った男性は結構いますよ。有名なところではピカソは六十八歳、ファーブルは七十歳で子どもを作ったそうですよ」

「それだって、オーナーの方が年上じゃないですか！」

「本当ですね」

　二人で笑い合っていると、再び『カラン』とドアベルが鳴って、店のドアが開き、

「すみません、鑑定をお願いしたいのですが」と客が訪れる。

「はい、どうぞ、こちらにお掛けください」

　どうやら、また客の波が来たようだ。

　その後も何人か接客し、客が引けたところで、ホームズさんは椅子の背もたれに身を預けて、ふぅ、と息をついた。

「なかなか本物には、巡り会えないものですよね」

　そう言いながらも、どこか楽しそうな顔を見せている。

「今回のあのテレビ番組の影響で、『蔵』に鑑定ブームが起こっていますが、本物が持ち込まれたことはあるんですか」

「ありますよ、一度だけ。ちょっと惜しかったのですが」

「惜しい？」

　カウンターの上を片付けていた手を止めて、私は小首を傾げた。

「先日、永えい樂らく保ほ全ぜんの香こう合ごうと香こう炉ろが桐の箱に入ったセットになったものを、持ち込まれたお客様がいらっしゃったんです。『銭ぜに亀がめ香合』という、亀の形をした可愛らしい品なのですが……」

　永楽保全は、江戸時代に活躍した京焼の陶芸家。千せん家け十じっ職そく　（茶道に関わり三千家に出入りする塗り師・指さし物もの師しなど十の職家を表す尊称）の一つ、土ど風ぶ炉ろ師・善ぜん五ご郎ろうの十一代であり、今は、その永楽保全の香合ひとつで、五十万前後の値がつくこともある。

「香合が本物で、香炉がニセモノだったんですよ。おそらく、保全の『銭亀香合』と、亀の形をした香炉が、素人目には対ついのように見えたのでしょうね。立派な桐箱に並んでいる様子が、どうにも惜しかったです。どちらも本物だったら、と思いまして」

　そう言って肩をすくめるホームズさんに、私は「たしかに」と笑った。

「持ち込まれた品がニセモノだと、やっぱりガッカリしてしまいますよね」

「いえいえ、ガッカリするというほどではないですよ。本物でしたら興奮しますけどね。本物なんて、滅多に出てこないので、それが当たり前の感覚なんです」

　そう言って、もう既に冷めているだろうコーヒーを口に運ぶ。

　私は、なるほど、と相槌をうち、以前から聞きたかったことを口にした。

「ホームズさんが、無料で鑑定しているのはどうしてですか？」

　プロの技術だと、鑑定料を取るところだって多い。

　言ってしまえば、『ただ働き』になるわけだ。

「僕は半人前ですから、あえてそうしているんです。たくさんの物を識みていくことが修業だと思っていますので。この店に持ち込まれる物の九割がニセモノです。だからこそ本物に出会えた時の喜びも大きいですし、自分の楽しみでもあるんですよ。なので、僕がもし『一人前』になったとしても、鑑定は無料でやってしまいそうです。何より気軽に訪れて、古美術に触れてほしいんですよ」

　ホームズさんはそう言って、にこりと柔らかく微笑む。

　こうしたところは出会ったころから、本当に変わらない。

「……信用されないのは、悔しくないですか？」

　聞き難さを感じながらも尋ねると、ホームズさんは目をぱちりと開いた。

「いえ。当たり前だと思ってますので」

「当たり前？」

「こんな学生の鑑定を真に受けられないのは、当然でしょう。ほとんどの方が信用していませんよ。その後、あちこちに鑑定に行って、『兄ちゃんの言う通りやったで』と帰って来られる方もいますし。信用されようがされまいが、僕は自分の鑑定を伝えるまでです」

「ホームズさん……」

　彼の言葉に感動していると、扉の方からパチパチと拍手が聞こえきた。

　人の気配もなく、ドアベルも鳴らなかったのに、一体誰？　と、困惑しながら、私はドアの方に顔を向ける。

　すると、そこでは帽子をかぶったスーツ姿の男性がドアベルをつかんでいて、音が鳴らないようにしていた。

「やあ、立派やなぁ、京都寺町三条のホームズはん」

　ニィッと笑ったその笑顔に、私の体は強張り、ホームズさんはピクリと眉を動かした。

　彼はホームズさんのライバルであり、天才贋がん作さく師。

　――円えん生しょうだ。

「これは、円生さん――何をしにいらっしゃいましたか？」

　温かだった店内の空気が、一瞬にして凍こおりついた気がした。

　ホームズさんはカウンターテーブルに手をついて、ゆらりと立ち上がる。

　その顔からは一切の笑みが消えていて、背筋が寒くなるほどの迫力があった。

「そんな怖い顔せんといて。今日は、鑑定をお願いに来てん」

　にこりと微笑んで、帽子を脱ぐ。

　彼は相変わらず、その頭は坊主のまま、左手には風呂敷包みを手にしていた。

　一触即発の雰囲気の中、円生は許可を待たずにカウンター前のソファーに腰を下ろし、

「これを識てほしいんやけど」

　カウンターの上に風呂敷をスッと置いた。

「…………」

　ホームズさんは何も言わずに再び椅子に腰を下ろし、訝いぶかしげに手袋をした。

　シンと静まり返った店内。

　私の鼓動だけが、どきどきと響いているように感じた。

　カウンターを挟んで座る、ホームズさんと円生。

　まさか、こんな姿を見ることができるなんて。

　若き天才鑑定士と、同じ天才贋作師の――六度目の対たい峙じ。

　丁てい寧ねいに風呂敷をほどくと、箱が出てきた。

　茶碗が一つ入っているのだろうか、と思わせる程度の小さな桐箱。

　蓋ふたを開けるなり、ホームズさんは大きく目を開いた。

　そこには、白くつるんとした手のひらにすっぽり納まるような、丸い磁じ器き。

　とてもシンプルだ。でも、このシンプルさは……至し極ごくの逸いっ品ぴんだと言われるオーナーの宝・中国の青磁を思わせる。

「……白はく磁じの香合、ですね」

　ゴクリ、とホームズさんは息を呑んだ。

「――せや。朝鮮王朝の白磁の香合。鑑定してくれへん？」

　円生は不敵に微笑みながら、ホームズさんを見た。

　香合とは、茶室で焚たく香を入れるための器。

「朝鮮王朝の白磁……」と、私は零こぼす。

　つまりは、『李り朝ちょう白磁』だ。

　その時、ふと、鷹峯の斎藤家での出来事が頭を過った。

　斎藤家の宝のひとつ、白磁の小さな壺を見つけた時、円生は目を大きく見開いて、絶句していた。

　その後、右近さんに『この家の一番の宝はなんだと思った？』と聞かれた時に、円生はぽつりと『白磁』と答えていた。

　あれは、白磁を持っていたからこその反応だったのかもしれない。

「……李朝王朝は一三九二年から五百年の長きに亘わたって栄華を誇りました。その王朝で、最も好まれたのが『白磁』という焼き物なんです。かつては国王が用いるための器とされ、民間では使えぬよう厳しく管理されていましたが、儒教が普及していくにつれ、儀式に用いられる祭器が数多く作られるようになったそうです」

　――栄華を誇った王朝で、愛されていた磁器。

　それは、それこそきっと、本物なんて滅多に出てこない代しろ物ものだろう。

「へえ、なんでも知識がペラペラ出てくるんやなぁ。さすがやねぇ」

　茶化すように、円生は笑う。

　そんな挑発も、今のホームズさんの耳には届いていないかのようだった。

　白磁の香合を、食い入るように見ていかと思うと、はめていた手袋を外した。

「なんで、手袋を脱ぐん？」

　円生が不思議そうに尋ねたが、それについてホームズさんは何も答えない。

　鑑定に集中しているようだ。

　焼き物を『本気』で鑑定する時は手袋を外すと、以前、ホームズさんが話していた。

　おそらく、この香合は、手袋を外す価値がある品なのだろう。

　円生はそんなホームズさんを前に肩をすくめたあと、腕を組んで真剣な眼差しを見せる。

　円生が持ってきた、李朝白磁。

　それは、本物なのか。

　はたまた、天才贋作師である円生が精巧に作り上げた物なのか。

　店内は、とてつもない緊張感に包まれていた。

　――どのくらいの時間が経ったのか。

　きっと、数分だったに違いない。

　それでも、とても長く感じた。

　ホームズさんは、今も香合をジッと見詰めたままだ。

　一切の言葉もなく、恐ろしいほどの静寂に包まれている。

　ややあって、ホームズさんは、そっと目を閉じて、口を開く。

「……本物です。韓国広こう州しゅう官かん窯ようのいずれかで焼成されたものに間違いないでしょう」

　声は静かだったが、口調はとてもはっきりとしている。

　本物だと、ホームズさんは鑑定した。

　その言葉に円生は一瞬、目を見開いた後、腕を組んだまま、楽しげにくっくと笑う。

　ただ笑う彼を前に、ホームズさんは訝しげに目を細めたものの、何も言わずにいる。

　円生は笑うのをやめ、ズイッと上体を乗り出して、ホームズさんの顔を覗き込む。

　まるで鼻先がつきそうなほどの至近距離だ。

「残念やったな、ホームズはん。それはニセモンやで」

「――ッ！」

　私は驚きから、咄とっ嗟さに口に手を当てた。

　思わず、悲鳴が出そうになってしまったからだ。

　しかし、ホームズさんは、表情を変えてはいない。

「それはな、この俺が作った贋がん作さくや」

　そんなホームズさんを前に、そう続ける円生。

「…………」

　ホームズさんは何も言わずに香合を桐箱に入れて、丁寧に風呂敷で包み、スッと円生に差し出した。

「どう言われようとも、僕は僕の鑑定をしたまでです」

　ホームズさんは、しっかりとした眼差しで告げる。

　円生はピクリと顔を引きつらせるも、それはほんの一瞬ですぐにいつもの笑みを見せる。

「あんたもほんまに負けず嫌いやね。まぁ、ええわ。おおきに」

　そのまま風呂敷を手に立ち上がって、帽子を深くかぶり、店を出て行った。

『カラン』というドアベルの音が途切れるころには、円生の姿はなかった。

　だけど店内は今も張り詰めていて、私の心拍数も上がったままだ。

　ホームズさんは、無言で手袋を内ポケットに入れている。

「あ、あの……ホームズさん」

「あれは、本物ですよ」

　私の戸惑いを察知してか、ホームズさんは遮るようにそう言った。

「円生が何を思って、ああ言ったのかは分かりませんが、あれは、間違いなく本物です。彼がどんなに天才でも、あれは不可能です」

　冷ややかに断言する彼を前に、私は何も言えなかった。

　ホームズさんが、嘘や負けず嫌いで意地を張っているわけではないことは、伝わってきた。

　本当にあれを『本物』だと鑑定したのだろう。

　だけど、円生がホームズさんにそこまで思いこませるほどの物を作ってきたのでは？

　そんなふうに、思ったりもする。

　私も、円生の天才性を目の当たりにしてきたからだ。

　今度こそ、ホームズさんを欺あざむくような品を作り上げてきたのかもしれない。

　――だけど、そうだとするなら、その割にそれほど嬉しそうでもなかったような。

　ホームズさんが『本物』だと言った時に、円生は少し驚いたような顔をしていた。

　それは、もしかしたら、自分の作った贋作を見破れなかったホームズさんに驚いて、逆に落胆したのでは？

　だけど、ホームズさんが、骨董品の鑑定を見誤るなんてあり得ないような気もする。

　それじゃあ、あれは本物だった。

　だとしたら、そもそも、どうして、本物をニセモノだと言い出すんだろう？

　いや、円生は私の理解の範はん疇ちゅうに入るような人物じゃないわけで。

　それにしても、なんていうか、すごく、モヤモヤする。

　私は胸に広がる嫌な予感に、目を伏せる。

　店内の鏡には、とても苦々しい表情をした自分の顔が映っていた。
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　そんな騒動から、約一か月。

　いよいよ、師走となり、教室はさらに受験一色。

　ピリピリとした空気も慣れたものだ。

「なあ、葵、今日は『蔵くら塾じゅく』には行くん？」

　放課後になり、香織が鞄かばんを手にそう尋ねる。

　バイトではなく、ホームズさんに勉強を教えてもらいに『蔵』に行くことを『蔵塾』と、通称していた。

「うん、今日はホームズさん、大学が午後三時までで、四時には店にいるからおいでって」

「そっか、ええね。専属京大院生家庭教師」

「う、うん、まあ」

　そんな会話を香織と交わしながら、教室を出る。

　いつものように構内の駐輪場から自転車を出して、校門を出るまでグリップを手に自転車を押して歩く。

　うちの学校は、携帯電話等を持参しても良いけれど、校内での使用は禁止されている。

　どうせ使えないならと、私はいつも電源を落としていた。

『今から店に向かいます』とホームズさんに連絡しようと、校門を出てスマホを取り出すべくカバンに手を入れたその時、

「――葵さん」

　と、声を掛けられて、私は驚いて顔を上げた。

　瞬間的に、私の顔は喜びの笑みを作っていた。

　その、口調があまりにホームズさんと一緒だったからだ。

　だけど、すぐに冷静になる。

　――声は、まるで違っていたからだ。

　どうして、こんなにも声が違うのに、間違ってしまったんだろう？

　口調がまるで同じだったから？

　そこにいたのは、ホームズさんではなくて、円生だった。

　あまりの驚きに声が出なかった。

　自分でも、これ以上ないほどに目を見開いていることが分かる。

「そないに似てた？」

　円生は、くすりと楽しそうに笑う。

　そんな彼を前に、私は何も言えずに、立ち尽くす。

「なんや、同じようなことがあったな」

　そうだ。

　以前、鷹峯の斎藤邸でも、円生がホームズさんの真似をして、私は見事に引っかかってしまったんだ。

　私はその時も、こんなふうに気け圧おされて立ち尽くしていた。

　ジーンズにジャケット、そしてキャップをかぶった彼は、まるで雰囲気が違っている。

　通り過ぎる女生徒たちが、

「なんか、ちょっとカッコよくない？」

　なんて、囁ささやいている声も耳に届いた。

　そうか、普通の人から見れば、円生は『ちょっとカッコイイ人』に見えるんだ。

　私には、恐ろしさしか感じないのに。

　一体、どうして私の前に現れたのか。

　問とい質ただしたいのに、言葉が出ない。

　ただ、目の前に現れた円生を凝ぎょう視ししてしまっていた。

「葵さん、そんなに怖い顔をしないでください」と、胸に手を当てて言う。

　ホームズさんの仕草と口調を、あまりにそっくり真似ていて、ゾクリと背筋が寒くなった。

「ああ、余計に怖がらせたね。ごめん」

　また口調を変える。今度は標準語で、完璧なイントネーションだ。

　ぞっ、とした。

　だけど、ホームズさんの真似をしているよりも、ずっと良い。

「……なんのご用ですか？」

　おかげで、ようやく口を開くことができた。

「んー、なんや、あん時、あんた、『納得でけへん』て顔をしてたし、真相を知りたいんちゃうかな思うて」

　今度は円生らしい口調に戻って、そう言った。

　あの時の真相……。

　それは、あの白磁の真相だ。

「別に、変なところに連れ出そうなんてしてへんで。一定の距離を保ったままでええし。せや、そこの公園で話さへん。見晴らしもええし、子どもも主婦もおる」

　と、円生は、住宅に囲まれたすぐ近くの公園を指した。
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　その公園では、小さな子どもがブランコや砂場で遊び、母親たちがその様子を見守っていた。

　端には、お地蔵さまが祀まつられている。

　どこの公園にも比較的当たり前のようにお地蔵さまが祀られているというのは、京都に来て驚いたことのひとつだ。

　この町では、公園に子どもを護まもるお地蔵様が祀られていることはごく当たり前の光景で、夏には、各町内で『地蔵盆』というお祭りが開かれる。

　私も、今年の夏はお手伝いをしたな……。

　公園のお地蔵様を眺めながら、ぼんやりとそんなことを思った。

「…………」

　私と円生はベンチの端と端に座ったまま、お互いまだ口を開いてはいなかった。

　頭のどこかで、危険だと警鐘が鳴っているというのに、気が付くとこうしていた。

「あー、今日はほんまにあったかい」

　円生は帽子をかぶったまま、眩しそうに空を仰いで、目を細める。

　服装も普通だし、本当にこうしていると、ただの青年だ。

「ほんまはあの日、鑑定だけやなくホームズはんに頼みがあって、あの店に行ってん」

　彼は独り言のようにそう洩らした。

　――お願い？

　戸惑いを感じたものの、その言葉は嘘ではない気がした。

　突然、『蔵』に訪れた円生。

　ホームズさんに、何か『お願い』があったのかもしれない。

「……どんなお願いを？」

　そっと尋ねると、円生は「ナイショや」とイタズラな笑みを浮かべる。

　本当に、まるで雰囲気が違う。

　公園内には、小さな子どもの無邪気な声が響いていて、張り詰めている緊張感をほぐしてくれた。

　そんな小さな子どもたちの姿を円生は遠目に眺めながら、微笑ましい表情を見せている。

　その姿も、とても意外に感じた。

　そういえば、ホームズさんも円生も、父子家庭育ち。

　また、『美術に特化した環境に育った』という共通点があるんだ。

　特異な環境に育ち、特異な才能を持つホームズさんと円生は、本当に合わせ鏡のような存在なのかもしれない。

「――まあ、俺の場合、ホームズはんと違って、ろくでもない父親しかいなかったんやけど」

　ホームズさん同様、私の心を読んだかのようにそう言って乾いた笑いを浮かべる円生に、ビクリと肩が震える。

　考えていることを読まれてしまうのは、ホームズさんで随ずい分ぶん慣れたと思っていたのに、相手が円生だからか恐怖を感じた。

　やはり、彼も普通じゃない。

　香織がよくホームズさんのことを『怖い』と言っているその気持ちが、今はしっかりと理解できたような気がした。

　先ほどまで醸かもし出していた、『ごく普通の雰囲気』すらも、すべて彼の計算だったように思えて、グッと拳を握りしめる。

　気をしっかり持たないと、彼の持つ『何か』に引きずられてしまいそうだ。

「それで、あの……真相って？」

　しっかりとした眼差しを向けると、円生は小さく笑ってボディバッグの中から桐箱を取り出した。

「これ見たら、分かるで」

　そう言って、私の前に差し出す。

　中を見ろということだろう。

　その箱は決して大きくはない。

　骨董品でいうところの、小皿が入る程度の大きさだ。

　戸惑いながらも、それを受け取って、蓋を開けた。

「これは……」

　そこには無残に割れた、白磁の香合があった。

「…………」

　無言で箱の中を見入っている私に、

「もう、用無しやし、割ったんや」

　そう言って、円生は歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

『もう、用無しやし、割ったんや』

　それは、自分が作った贋作をホームズさんに見破られなかった以上、あれはもう無用の物になったと言っているのだろう。

　それでも……、

「――いえ」

　これを見て、私は確信してしまった。

「これは、あの時の白磁ではないです」

　ハッキリと告げた私に、円生は少し驚いたようにこちらを見る。

「……どうして分かるんや？」

　少しの間の後、そう尋ねた。

　本当に驚いたのだろう、円生の目が見開かれている。

「一目で、まるで別物だってことが分かります。これは、あの白磁ではないです」

　似せようとしていることは分かる。

　それでも、光沢も質感も、醸し出す雰囲気もまるで違う。

　かつて、家頭邸のパーティで青磁が割れたという騒ぎになった時に、オーナーが即座に『あれは、ニセモノや』と断言していた。

　あの時は、すごいと感心することしかできなかった私だけど、今はあの時のオーナーの気持ちがはっきりと分かる。

　――こんなにも、違うものなんだと。

　円生は少しの間、黙り込んだ後、クックと笑った。

「目利きの彼女は、やっぱり目利きか。女子高生でたいしたもんやな。それは中国で買こうた白磁の贋作やで」

　やっぱり、違ったんだ。

　それじゃあ、あの時持参した白磁は……？

「あんた、この前と違ちごうて、今は『彼女』言うても、否定せんのやな」

　円生に顔を覗かれて、私は少し上体を反らした。

　――そう。以前、斎藤家で会った時は、まだホームズさんと交際を始める前で、彼女だと勘違いされて、私は必死に否定していた。

「なるほど、あん時はほんまに付き合おうてなくて、今はええ関係なわけやな」

　そう続けられて、私の頬が熱くなる。

「なぁ、ホームズはんは、あんたの目利きなとこに惚ほれたん？」

「い、いえ、多分、そういうわけではないと思います」

　私は弱り切って、俯いた。

　でも、『良い目を持っている』とは、よく言ってくれていた。

　実際はどうなんだろう？

「ちなみに、あんたはなんであの男がええんや？　結構な変人やろ？　高学歴に金持ちのイケメンやから？」

「い、いえ、それも、そういうわけでは……」

　スマートなホームズさんをずっと素敵だとは思ってきたけれど、ホームズさんの外見だけに惹ひかれて好きになった、というわけじゃない。

　外見だけでいうなら、秋人さんだって、利休くんだって、みんな素敵だ。

　どうして、ホームズさんに惹かれたのか。

　――そう、だ。

「……お互いに、カッコ悪かったり、弱いところをさらけ出せるんです」

　はじめて『蔵』に訪れた時、張り詰めていたすべてが決壊して泣き崩れた私を、ホームズさんは温かく受け止めてくれた。

　あの時の私は、本当に醜く、どうしようもなかったと思う。

　嫉妬と憎しみにかられて、自分のことしか考えられなくなっていて、心も視野も狭くて、ギスギスしていた。

　そんな私を救ってくれたのがホームズさんで、私が先にさらけ出したせいなのか、ホームズさんも自分の弱さを見せてくれた。

　そんなキッカケだったからなのかもしれない。

　お互いに偽いつわらず、カッコつけず、側にいて笑っていられる。

　だから……、

「ホームズさんの弱いところも、時々、負けず嫌いで子どもっぽいところも、クセのあるところも、少し変な部分も、すべて大好きなんです」

　しみじみと告げた後、私は我に返った。

　円生相手に、何を言ってるんだろう？　と急に頬が熱くなる。

　そんな私の心を察知してか、彼は愉しげに口角を上げた。

「なあ、あんた、まだ生娘やろ」

　ズバリ言われて、ゴホッとむせた。

　相変わらず、なんてことを言うんだろう。

　本当にこの人は、セクハラもいいところだ。

「前も言うたけど、今度は、ほんまに思うわ。あの我の強い男が、あんたに手を出さんと側に置いてるなんて、よっぽど大事にしとるんやね」

　気恥ずかしさに俯いていると、スッと伸びてきた手が、私の顎に触れた。

「っ！」

　円生は私の顎をしっかりとつかんで、顔を覗く。

「……そんなあんたを穢けがしたら、あの男はどないな顔するんやろ」

　すぐ目の前で、顔を歪ませるようにしてニヤリと嗤った。

「――ッ！」

　その手を突つっ撥ぱねたいと思うのに、体が動かない。

　まるで蛇に睨にらまれた蛙のように。

　硬直するだけで何もできず、ただ私を見詰める円生を見詰め返していた。

　冷たくも長い指が顎のラインを包んで、ゾクリと背筋が冷える。

　円生の口許は笑みの形を作っているのに、少し色素の薄い茶色の瞳は、少しも笑ってはいない。

　人は真の恐怖に直面すると、動けなくなるんだ。

　その時、

「――葵さん！」

　公園に響いたホームズさんの声に、我に返った。

　声のする方向に顔を向けると、こちらに一直線に駆けて来るホームズさんの姿が目に入る。

「おー、怖い顔しとるわ」

　面白いものを見た、という様子で円生はくっくと笑う。

　ホームズさんは何も言わずに円生を殴なぐりつけようと、拳を振り上げる。

　その瞬間、円生は私の手首をつかんだかと思うと、強引に引っ張り、自分の前に立たせ、文字通り私を『盾たて』にした。

「っ！」

　ホームズさんの振り下ろした拳が、私の目の前でピタリと止まった。

　それは、数ミリ間隔だっただろう。

　風圧すら感じたから。

「寸でのとこで止めるなんて、さすがやな。彼女を殴らんで済んで良かったやん。暴力はあきまへんえ、ホームズはん」

　茶化すようにわざとらしい京都弁で言って、私の両肩をつかんだまま、楽しげに笑い、そのまま私の肩をパッと離して、身軽に背面へと飛んだ。

「こ、のっ！」

　ホームズさんは、今まで見せたことがないような怒りに満ちた顔を浮かべて、素早く逃げる円生を追い駆けようとするも、一方の私は腰を抜かしてしまって、その場にペタリと座り込んでしまった。

「葵さん、大丈夫ですか!?」

　ホームズさんは、すぐに私の手を取った。

　――嬉しかった。

　円生を追い駆けずに、私の手を取ってくれたことが、涙が出るくらい嬉しかった。

　緊張感に包まれていたのと、怖かったので、今になって全身の震えが止まらない。

　ホームズさんは私の前に膝ひざをついて、両手で私の頬、腕、背中と上から確かめるように摩さする。

「葵さん、本当に大丈夫ですか？　何かひどいことをされてませんか？」

　真剣な目で、焦ったように早口で尋ねる。

　それにも気圧されて、私は、ただ頷くことしかできない。

　それでも不安げな目を見せる彼に、

「だ、大丈夫、です。何もされてないです」

　グッと息を呑みこんで、絞しぼり出すように伝える。

　するとホームズさんは、強張らせていた顔を少しだけ緩めた。

「――良かった。ほんまに、良かった」

　そのまま、包むように優しく抱き締めてくれた。

「ホームズさんっ」

　私もその背に手をまわして、ギュッとしがみつく。

　緊張から解き放たれて、涙が溢れ出る。

　大丈夫だった。

　だけど、ホームズさんが来てくれなかったら、どうなっていたのか。

　あの時の円生の目は、本当に怖かった。

　しばし、ホームズさんにしがみついていたものの、気持ちが落ち着くと同時に、『思えば、ホームズさんはどうしてここにいるんだろう？』と、そんな疑問も湧いてくる。

　そんな私の心を察してか、ホームズさんは、そっと腕を離して息をついた。

「円生から、店に電話があったんです。『これから、あんたの彼女とデートしてくるわ』って。それが葵さんの下校時間の少し前くらいでしたので……」

　そんな電話をしたということは、私のところにやって来たのは、おそらくホームズさんに対する円生の『からかい』だったんだろう。

　焦るホームズさんを見て、満足したかったのかもしれない。

　どうしてそんなことを、と今までは思っていたけれど、あの時の円生の目を見て分かってしまった。

　もう、どうしようもないほどに、ホームズさんに嫉妬していることを――――。

　父子家庭で、母親のぬくもりを知らなくて、美術に特化した環境。

　持って生まれた特異な才能。

　断片的には共通点が多いというのに、二人はまるで違ってしまっているから。

　苦労はあったかもしれないけど、皆に愛されて、日の当たる世界を歩いて来たホームズさんに、ずっと日陰でしか生きて来られなかった円生。

　最初は、自分の贋作を見破った若者に興味を抱いたところからのスタートだったのかもしれない。

　ホームズさんを知り、ホームズさんに触れて、こんなにも自分と似ていながら、どうしてここまで違うのかという、

『憎悪に近い嫉妬』

　それを、私は感じ取ってしまったんだ。
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　その後、しばらくの間、私たちはそのままベンチに座っていた。

　聞かれはしなかったけど、私は自分から円生とのやりとりの一部始終をホームズさんに伝えた。

　何か話していないと、落ち着かない気持ちだったのと、今この時に伝えなきゃいけない気がしていたからだ。

　その間、ホームズさんは難しい表情を浮かべたまま、黙って聞いていた。

　そうして、しばしの沈黙の後、

「葵さん、自転車を学校の駐輪場に置いておくことにして、今日はタクシーで帰ってください。チケットお渡ししますので」

　ホームズさんは、そう言って立ち上がる。

　今日はもう円生が私の許に来ることはないだろうけど、念のためということだろう。

　いつもの私なら、『大丈夫』です、と言っただろう。

　今日ばかりは、そんな強がりも言えずに、素直に頷いた。




　そうして私たちは、自転車を駐輪場に戻し、タクシーをつかまえるために大きな通りに向かうべく、小道を歩いた。

　重苦しい空気が、場を包む。

　ホームズさんの口数が、圧倒的に少なかった。

　クリスマスの装飾が施された家々が、目に映る。

　それが、今の心境とまるでそぐわず、私は苦笑して俯いた。

　チラリと横目で、ホームズさんを見る。

　円生のことを怒っているのだろう、冷たさを感じるほどに無表情な横顔だ。

　いや、もしかしたら、ホームズさんは私に対しても怒っているのかもしれない。

　円生の口車に乗せられて、まんまと彼について行ったのだから……。

「葵さん」

　ややあって、ぽつりと告げたホームズさんに、私は体をびくつかせながら顔を上げた。

「……店には、しばらく来ないようにしてください」

　抑揚のない声で告げたホームズさんに、何も言えず目を伏せる。

　そんなふうに言われるんじゃないかと懸け念ねんしていた。

『蔵塾』を終えるのはそれなりに遅い時間だし、いつもホームズさんに家まで送ってもらうなんて、大変なことだ。

「いつまで、ですか？」

　静かに尋ねると、半歩前を歩いていたホームズさんが足を止めた。

　誰もいない小さな道に、冷たい風が吹き抜ける。

「…………やっぱ、あかんわ」

「えっ？」

「葵さん」

「は、はい」

　ホームズさんは息をついて、そっと振り返る。

「――もう、別れましょう」

　気だるいような、冷ややかな目で、そう告げた。

　なんの感情も伝わって来ないような、光を放っていない眼。

　自然と膝が、小刻みに震えてきた。

「……別れるって、どういうことですか？」

　ドキドキと、心臓が嫌な音を立てている。

「そのままの意味です。お付き合いをやめよう、と言ってるんです」

　ホームズさんはしっかりと視線を合わせて、自嘲的な笑みを浮かべた。

　さらに心拍数が上がると同時に、呼吸が苦しくなる。

　どうして、ホームズさんがこんなことを言い出すのか、その理由は明白だった。

「それは、円生から私を守るために、ですか？」

　分かっていながらも尋ねると、ホームズさんはそっと目を細めた。

「それもそうやけど、もうめんどいわ」

「えっ？」

　ホームズさんは、フーッと息を吐く。

「あんな危険な男に簡単について行くあなたに、僕は幻滅しました。これから先、そんなふうに危なかしいあなたを危険な目に遭あわせないように、ずっと神経を尖とがらせていかなきゃいけないなんて、そんなの身が持ちません。自分一人なら、なんとでもなりますからね」

　そう言って、ホームズさんは少し笑う。

「そもそも、僕自身、本当のところあなたとそう長く付き合っていくつもりはありませんでしたので。女子高生とのお付き合いですからね、せいぜい続いて一、二年かなと。それなら、ここらで終止符を打つ良い機会でしょう？　こうなってしまった以上、もう『楽しい男女交際ごっこ』なんてノリも続けられませんし」

『ねっ』とホームズさんは、私を見下ろす。

「…………」

　私は何も言わずに、ホームズさんを見詰めていた。

　二人の間を乾いたような冷たい風が吹いて、髪が流れる。

　いつまでも何も言わない私に、ホームズさんは一瞬、奥歯を噛みしめた。

「……葵としても、丁度良かったやろ？　まだ、寝てへんわけやし、傷物になる前で」

　そう言って、ホームズさんは歪んだような笑みを浮かべた。

　シン、とした静けさが襲う。

　沈黙の後、

「――それなら、傷物にしてください」

　私は、しっかりと彼を見詰めたままそう告げた。

　ホームズさんは、えっ？　と瞬く。

「私は、『丁度良く』なんてなりたくないです。今が危険だから一時的に距離を置くというのは構いません。けど、別れたくないです。それでもホームズさんがどうしても私と別れたいと言うなら、それは仕方がないことなので応じます。ですが、その時は私のお願いも聞いてください。ホームズさんの言う、『傷物』にしてください」

　ホームズさんは目を見開いたまま、私を見ていた。

「抱いてください、清貴さん。私の『はじめて』は、あなただって、ずっと決めていたんです」

　私は静かに、それでも強い口調で告げた。

「――葵」

　ホームズさんは目を見開いたまま、呆然と洩らす。

　それまで貫いていた冷静な表情をみるみる歪ませて、目に涙を浮かべた。

「……なんで、そないなことを言うん？　僕の気持ちも分かってや」

　ホームズさんは、流れる涙を隠すように額に手を当てて、切なくそう洩らす。

　それでも隠しきれずに頬を伝う彼の涙に、胸が締め付けられるように痛んだ。

　――ごめんなさい、ホームズさん、分かってるんだ。

　ホームズさんは、わざと、自分を嫌いになってもらおうと、あえて一番酷だと思われるこのタイミングで、一生懸命ひどいことを言ってくれていたのに、がんばってくれていたのに、その気持ちが、想いが、手に取るように伝わってきてしまった。

　本当は私に、『最低！』と言わせて、立ち去ってほしかったのだろう。

　私は、ずっとあなたのことを、とても嘘が上手い人だと思っていた。

　ずるくて、したたかな部分を持つ人だと思っていた。

　だけど、本当は、こんなにも嘘が下手な、とても不器用な人だったんだ。

　溢れ出た涙が、止まらない。

　円生の理屈抜きの憎悪の感情は、止められるものではない。

　あの男を相手に『別れた振り』なんて通用するはずもない。

　それならば、と思ったのだろう。

　一番安全なのは、縁を切ることだと。

　それは、かつて病床の奥さんに別れを告げたオーナーのように、必死で、私を守ろうとしてくれている、ということだ。

　それが、悲しいくらいに、全部、分かってしまった。

「――葵」

　そっと私の手を引きよせて、強く抱き締める。

「ほんまに言うで。もう別れよう」

　涙を流したまま、そう告げた。

　私はその胸の中で、駄々っ子のように首を横に振った。

「それなら……そう言うなら、お願いを聞いてください」

「もう、分かってや、ほんまに困らせんといて」

「いやです」

　私は、首を振ることしかできない。

　ホームズさんは腕に力を込め、息が苦しいほどに、強く私を抱き締めた。

「……今までおおきに、葵。僕はあなたのことが、ほんまに好きやった」

　切なく洩れた言葉が、胸に突き刺さる。

　もう、過去にしようとしている。

　いやです、そんなこと、言わないで。

　そう言いたいのに、もう口からは嗚お咽えつしか出なくて、言葉にならない。

　お互いに泣きながら、涙を流したまま、強く抱き締め合う。

　この時を最後に、ホームズさんが本気で私と別れようとしていることも――、ちゃんと、伝わっていた。




　男女の関係は、こんなにも、もろいものなのかと、涙を流しながら思う。

　言葉ひとつでなくなってしまう。

　それは、まるで砂でできた城のように――――。
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　あれから、二か月。

　すべてがまるで嘘で、夢だったかのように私は普通に生活をしていた。

　学校と家の往復。何も変わりはない平和な日常。

　ただひとつ違うのは、『蔵』に行っていないことだけ。

　家族や友人には、『受験前だから、バイトは長期で休んでる』とだけ伝えていたため、何も心配されることもない。

　私は泣くことも嘆くこともなく、まるで逃避するように、勉強に没頭していた。

　受験前に失恋することがマイナスに作用する人もいるようだが、私は逆に良かったのかもしれない。

　勉強に集中していれば、辛いことを思い出さずにすむ。

　できるだけ、他のことを考えないように、ただひたすらに勉強していた。




「――なぁ、ホームズさん、今店にいないんやて？」

　学校の昼休憩時間。

　友人の香織は、私の席の近くに来るなりそう告げた。

「えっ？」

「昨日お姉が『蔵』に行ったら、利休くんが店番してたって。ほんで、今ホームズさんは店に来てないって話してたって」

　私が受験生になった今、利休くんが手伝っている。

　だから、それ自体は珍しい話ではない。

　だけど、ホームズさんが店に来ていないって、どういうことなんだろう。

　大学の関係なら、なんの問題もないのだけど……

　嫌な予感に、胸が騒ぐ。

「ホームズさんはなんや、ずっと兵庫に行ってるとか」

　と続けた香織の言葉に、私はぱちりと目を開いた。

「――兵庫？」

「あれ、なんや知らんかったん？」

「う、うん」

「仕事関係なんかなぁ」

「たぶん、そうなんじゃないかな」

「そっかぁ」

　私たちは、そのまま別の話題に移って行く。

　テレビの話、受験の話。

　他愛のない話は山ほどしながらも、ホームズさんに別れを告げられたことは、言っていなかった。

　香織だけではない。そのことは、誰にも言っていない。

　みんながホームズさんに対して、いろいろなことを思ったり、言うのが分かっていて、何より私は、ホームズさんの気持ちがよく分かっているから……。

　今は、誰にも何も言ってもらいたくなくて、慰めの言葉さえも聞きたくはなかった。

　そもそも、私は彼の別れ話に頷かないまま、あの時は、ほぼ無理やりタクシーに乗せられてしまったんだ。

　あの日のことを思い出し、ずきり、と胸が痛んだ。

　自覚は、している。

　私は、無駄なあがきをしているんだ。

　口に出してしまえば、誰かに言ってしまえば、『別れ』がリアルになってしまうから。

　認めたくなくて目をそらしているだけ。

　だから、二人の思い出なんて振り返らないように、ただ毎日を送っている。

　それでも、気を緩めるとホームズさんとの思い出が、脳裏に鮮やかに浮かび上がってしまうんだ。

　いつも向けてくれた優しい笑顔。

　連れ出してくれた、祇園祭の夜。

　いつだって助けてくれたことや、告白しようとしたときに、私の言葉を遮って、『好きや』と抱き締めてくれたことも、はじめてのキスも、『蔵』での幸せな時間も、彼の淹れてくれたコーヒーの味も……。

　そうすると泣き出しそうになってしまって、グッと堪える。

　思い出に浸りたくはなくて、頭を振って、振り払う。

　それでも、このままずっと会えなくて、静かに何事もなかったように、私たちは本当に終わってしまうんだろうか？




　学校を終えて私は、自転車を押しながら、いつものように校門を出るなりスマホの電源を入れた。

　スマホを手にするたびに、心のどこかでホームズさんからの連絡を期待している自分がいる。

　何も連絡がないことを確認して、ふぅ、と息をつき、ポケットにねじこんだ。

　ふと顔を上げると、洋菓子店に貼られた『バレンタイン』のポスターが目に入った。

　ああ、そういえば、もう二月なんだ。

　そんなふうに思った時、ポケットの中のスマホが音を立てた。

「！」

　驚きつつスマホを取り出して、画面を覗く。

『蔵』からの着信に、バクンと鼓動が跳ねる。

「……は、はい、もしもし」

　焦りから、声が上ずってしまう。

『もしもし、葵さん、お久しぶりです』

　懐かしい、優しい声。

「お、お久しぶりです」

『突然すみません。もし、今日お時間がありましたら、会えませんか？』

　静かにそう告げた彼に、

「はい」

　私は戸惑いながらコクリと頷いた。
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　待ち合わせたのは、京大構内にある組合のカフェの前。

　ここはホームズさんと何度か、ランチを食べたことがある場所だった。

　電話をもらってから自転車で京大へと向かい、カフェ近くの駐輪場に自転車を停めて、広々とした構内を歩いた。

　夕方五時前。

　陽も落ちかけていて、冷たい風が頬を刺している。

「――葵さん」

　懐かしい声に私は顔を上げた。

　そこにはバーバリーのコートを羽織り、いつもの鞄を手にしている店長の姿。

「……店長」

「突然お呼び立てして、すみませんでした」

　会釈をする店長に「いえ」と私は首を振る。

　そう、『蔵』から電話をかけてきたのは、店長だった。

　すぐに店長だと分かったのだけど、電話越しの声がホームズさんとよく似ていて、一瞬だけ、とても驚き、そして喜んでしまった。

　どれだけホームズさんからの連絡を期待しているかも、痛感してしまった。

「……お元気そうで、本当に良かった」

　私を見下ろしながら、眼鏡の奥の目を優しく細める。

　上品で優しい雰囲気に柔らかな物腰は、本当にホームズさんとよく似ている。

　元気そうで良かった、か。

　その言葉に、何も言えずに曖あい昧まいな笑みで俯くと、

「ああ、空から元気なのは分かっているんですよ。ちゃんと自転車に乗って、学校に通われていることに安心したんです」

　店長はそう付け加え、戸惑う間もなく、

「今日はぜひ、葵さんと行きたいところがありまして」

　そう言って、そのまま歩き出した。

　あらためて、こうした言動が本当にホームズさんとよく似ていると感じる。

　さくさくと動きだすところや、それでいて不安を与えず、落ち着ける空気を持っていることも……。

「こちらです、人が多くてビックリされるかもですが」

　門の外に出ると、店長の言う通り、そこは驚くほどの人で埋まっていた。

　ほとんどが家族連れだ。

　たくさんの露店が並び、ワイワイと賑やかな様相を見せている。

　向かう先には、朱色の大きな鳥居が見えた。

　京大のこんなすぐ側に、神社があるなんて知らなかった。

　そして、これはその神社の……、

「お祭り、なんですか？」

「ええ、あそこに『吉よし田だ神社』という神社がありましてね。今『節せつ分ぶん祭さい』をやっているんです。一年で一番賑わうんですよ」

「……節分祭」

　そうか、もう二月。節分の時期なんだ。

　ぼんやりと鳥居を眺めていると、

「厄やくを祓はらいましょう、葵さん」

　店長が笑顔を見せてくれた。

　――そうだ。

　節分は厄を祓って、福を呼ぶ日。

　優しく微笑んでくれる店長を前に、目頭が熱くなってしまう。

「……はい、誘ってくださってありがとうございます」

　誰にも何も言われたくなく、慰めすら欲しくないと思っていたけれど、だけど今、涙が零こぼれそうに嬉しかった。

　そうして私たちは人の波の中、本宮へと向かって階段を上る。

　まさに、山の上にある神社だ。

「ええとですね、吉田神社は京都の鬼門を護る神社なんですよ。平安京の時代に建てられた、本当に古く由緒のある神社でして、更に上の『大だい元げん宮ぐう』には、全国の神々を祀る社やしろが並んでいるんです」

「それはすごいですね。そして店長もやっぱり詳しいんですね」

「いえいえ、清貴のように説明できないと格好がつかないと思いまして、来る前に調べた付け焼刃なんですよ。元京大生でありながら、ここには数えるほどしか来ていなかったですしね。今回調べて、そんなにすごい神社だったのかと驚いたくらいでして。実はカンニングペーパーも用意していました。ああ、どうやら八五九年に創建されたようです」

　ポケットからメモ紙を取り出して言う店長に、「やだ」と笑ってしまった。

　店長とともに本宮の境内に入ると、まず目についたのは『賞品陳列所』という看板。

　なんだろう？

　覗いてみると、そこには、ぬいぐるみから車まで陳列されていた。

　そのすぐ近くで『節分用福豆』というものが売られていて、皆は列をなしてその豆を買っている。

「あの豆にご利り益やくがあるんですか？」

「あれは、抽選券になっているんですよ。ほら、そこの商品が当たるんです」

「え、それじゃあ、あの車も景品なんですか？」

「ええ、あれは一等の景品ですね。抽選会を行いまして、新聞にも番号が掲載されるんですよ。色んな景品が用意していて、とても楽しいので、ぜひ葵さんも買いましょう」

「はい！」

　福豆は二百円で、とりあえず千円分買おうとしたら、店長がすかさず払ってくれた。

「あ、ありがとうございます」

　こうしてともに行動することで、あらためて店長とホームズさんは本当によく似ていると、いちいち感じてしまう。

　というよりも、ホームズさんは父親である店長の影響をとても受けているということなのかもしれない。

　スマートで優しい部分に、オーナーのテイストを加えたのが、ホームズさんなのだろう。

　しみじみと思いながら、ワイワイと賑やかな本宮を出て、私たちはそのまま更に山道を登って、『大元宮』へと向かった。

　坂になっている参道が、鞍馬山でも感じた『霊山』の雰囲気を醸かもし出している。

　お面を被った人たちが楽しげに登っている姿が、なんだか幻想的だ。

　節分祭の賑やかさも手伝って、たくさんの人たちの中に、人ならざる者もまぎれ楽しんでいるのではないかと思うほど、神秘的な雰囲気に包まれている。

　大元宮の社は、八角形の本殿の後ろに六角形の部屋がある不思議な建物だった。

　こんなに古い神社の社だというのに、その形は斬新で神秘的。

　その社をぐるりと取り囲む、全国津々浦々の八百万の神々の社。

「ここって、知る人ぞ知る大開運神社なんだって」

「あー、なんか分かる」

　なんて声が聞こえて、思わず強く頷いてしまいそうになる。

　本当に同感だ。

　言葉にして伝えるのが難しいけれど、ここはすごい神社だと感じさせる特別なパワーがみなぎっているように思えた。

　心から感心しつつ、社に向かって柏手を打つ。

　何を祈るというんだろう。切にお願いをすると涙が出そうだ。

　今の心からの願いは、『ホームズさんに会いたい』ということ。

　ああ、そういえば、神社で『お願い』をするものではないと、ホームズさんが前に言っていた。

『お願い』をするのではなく、もう叶ったように宣言して、お礼を言うのが良いと。

　そうすると、神様は慌てて叶えてくれるって、前に少し面白おかしく教えてくれた。

『なんの憂いもなく、ホームズさんに会うことができました。ありがとうございました』

　……なんだか虚むなしいけれど、言い切ったことで、少し心が晴れやかになった気がした。
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　吉田神社を出た後、店長のおすすめだという京大近くのカフェに入った。

　きっと、レトロな『喫茶店』に案内してくれるのだろうと思っていたが、とてもお洒落なカフェで、意外に感じる。

「店長って、こういうお店にも来られるんですね」

「葵さんとご一緒しているわけですから、女の子に喜んでもらえそうなお店をと思いましてね」と、優しく言ってくれる店長に癒される。

　私たちは窓際の端の席に座り、二人揃ってコーヒーをオーダーした。

　ボサノバが流れる店内。客はまばらで、カップルが多い。

　私たちはどう見えるんだろう、私は制服姿のままだし、親子に見えるかな？

　もし、周囲の方に、いかがわしい想像をされたら店長に申し訳ない。

　そう思ったものの、店内の客誰もが目の前の相手に夢中になっていて、他の客のことなど気にも留めていない様子だった。

　やがて、テーブルに届いたコーヒー。

「いただきます」

　静かにそう言って、私は砂糖もミルクも入れずに、そっと口に運んだ。

「そういえば、葵さんは、いつの間にかコーヒーをブラックで飲めるようになっていましたよね」

「……はい。去年のはじめから飲み始めまして、最初は背伸びしていたんですが、今では『美味しい』と感じるようになりました」

　特に、ホームズさんとの決別の後、甘い物を飲む気になれなくなった。

　カフェオレもココアも、優しい思い出を連れてくる。

　ブラックコーヒーの苦さが、傷ついた心には丁度良く感じられた。

　本当に、こうして人は大人になって行くのかもしれない。

　これが失恋だとするなら、二回目だ。

　思えば、前の彼の時に大きく傷ついたつもりになっていたけど、今にして思えば、随分『楽』だったように思える。

　恨みつらみを相手にぶつけて、自分が可哀相と嘆くだけで良かったんだ。

　悲劇のヒロインになって浸っていれば、それで良かった失恋だった。

　今回の失恋は、誰かを責められるものではない。

　この原因を作った円生を恨みたいところだけど、そんな気持ちにもなれない。

　円生のあの目を見てしまったからだ。

　憎悪に近い嫉妬の奥の、どうしようもない苦しさのようなものを……。

　その感情を受け取ってしまった今、彼を責める気にもなれなかった。

　だから、この感情はどこにも吐き出せるものではなくて、ただ苦しい。

　責めるとするならば、安易に円生について行ってしまった自分自身。

　だけどあの時の私は、理屈ではなくて抗あらがうことができなかったんだ。

　……思う存分、他人を恨んで吐き出せていたら、どれだけ楽だろう？

　ホームズさんはきっと、そうなってほしくて、私に嫌われようと、一生懸命だったのにね。

　もう一度コーヒーを口に運んで、ふぅ、と息をついた。

「……葵さん」

「は、はい」

　窓の外をぼんやり眺めていた私は、慌てて視線を合わせた。

「お二人の間に何があったのか、教えていただけませんか？」

　静かにそう尋ねた店長に、少し戸惑った。

　店長は、何も知らないのだろうか？

「ホームズさんはなんて？」

「何も……。ただ、一言、『これから、葵さんは店に来られなくなりました』とだけです」

「そうですか」

「本当はいろいろ聞きたかったんですが、聞けるような雰囲気ではなかったんです。全身ですべての質問を拒否していたんですよ」

　なんだか分かる気がする。

「そのまま家頭邸に籠こもって、何かに憑つかれたように調べものを始めましてね。ある日突然、『兵庫に行ってきますので、よろしくお願いします』と家を出て行きました」

「……その時のホームズさんの様子は、どんな感じだったんでしょうか？」

「そうですね、やつれてはいましたが、目に力はありました。何かをつかんだのかもしれません」

　何かを……。

　兵庫に何かあるんだろうか？

「…………」

　……そうだ、円生は尼あまが崎さき出身と言っていた。

　円生の何かを、つかんだのだろうか？

「清貴が、あなたを遠ざけたのは、もしかしたら『家頭家の呪』に関わることでしたか？」

　突然そう尋ねられ、驚いて目を開いた。

「えっ？　家頭家のしゅ、ってなんですか？」

「ああ、失礼しました。何も知らされていないまま、遠ざけられたのでしょうか？」

　そう続ける店長に、混乱してしまう。

「あ、その……こうなってしまったのは、わけがありまして……」

　店長が何を言いたいのか、つかめないまま、私は一連の出来事を話して伝えた。

　円生との出来事を店長に話すことには、躊躇ためらいはなかった。

　むしろ、『話さなくてはいけない』という使命感のようなものまで感じていた。

「――そういうことでしたか」

　すべてを聞き終えて、店長はようやく納得したという様子で頷いた。

「あの、店長の言っていた、『家頭家のしゅ』というのは？」

「ああ、『しゅ』とは『呪い』のことです。『家頭家の呪い』です」

　恐ろしい言葉をアッサリ告げる店長に、言葉が詰まった。

　家頭家の呪い？

「そ、それって、なんですか？」

　思わず身を乗り出してしまう。

「葵さんは、父が離婚したいきさつについてご存じですか？」

　あらためて問われて、私は戸惑いながら頷く。

「はい、オーナーは自分が疫病神になっていると感じて、病床にいる奥さんに別れを突き付けたという話ですか？」

「そうです。どうして、『疫病神になっている』と思ったかは？」

　どうして、疫病神になっていると思ったか……。

　それは、前に聞いたあの話だろう。

「祈祷師に言われたとか」

　ためらいながら答えると、店長はメガネの奥の目を伏せた。

「はい。かつて、父は『呪い』をかけられたんですよ」

「……呪い」

　禍まが々まがしい言葉に、自然と私の表情が険しくなっていることが分かる。

「父も京大の卒業生なんです」と、店長は窓の外に見える、京大校舎を眺めた。

　私は、知っています、と頷く。

　オーナーと店長が京大出身だったことから、ホームズさんも京大に憧れていたと言っていた。

「父のような『目利き商人』が京大出身というのは、少し意外なように思われませんか？」

　そう言われて、『たしかに、そうかもしれない』と私は相槌をうつ。

　師匠である伯父の骨董品店を継ぐことを目標にしていたオーナーが、京大卒というのは、言われてみれば、意外な感じがする。

　もちろん、素晴らしいことだとは思うけど。

「父はですね、目利きとしての修業をしながら、勉学にも励み、懸命な努力の甲か斐いあって京大に入ったのです」

「それは……素晴らしいですね」

「ええ。ですが、それは後継ぎに選んでもらうための『手段』だったのです」

「手段？」

「はい。師匠である父の伯父が大変、学歴に弱い人間であることを悟ってのことでした。当時は弟子たちも大変優秀で、商人としての特性、目利きとしての実力が拮抗きっこうしていたそうです。たくさんの弟子の中から、自分を選んでもらう武器のひとつとして、『京大卒』という印籠を持ちたかったんです。当時、大卒者というだけで、大変名誉なことでしたしね」

　そう話す店長の言葉に、私は無言で相槌をうつ。

「父の思惑通り、師匠は『私の甥は帝大出だ』と、どこに行っても自慢して歩きまして、そのブランド効果もあってか、晴れて後継者として認められました。やがて、父は祇園一の美女と謳うたわれた小料理屋の娘、私の母と結婚しましてね。父はその当時、誰もが羨うらやむ眩まばゆいまでの存在だったわけです」

　学歴も屋号も称号も美女も手に入れたオーナー。

　それはとても分かる気がした。

「父はまた、大変な努力家にもかかわらず、その努力を見られることを嫌いました。すべて『持って生まれた才能』のように見せたがったそうなんです」

　それも、なんとなく分かる気がする。

　強がりというのか、良い格好しいというのか。

『努力なんてしとらへん！』といったところはありそうな気がする。

「父が水面下で努力していることは、分かる人には分かったんですが、人によっては『なんの努力もせずに、すべてを手に入れた男』のようにも映ったようなんです」

　その言葉に、私は苦笑した。

　いつの時代も、表面だけで判断する人はいる。

「……それは祝言の夜だったそうです。宴会の席で、当時、町で有名な易者で占い師の男が、父に言ったんです。

『すべてを蹴落としてのし上がったお前には、多くの生霊がついている。たくさんの恨みつらみ、嫉妬がこびりついている。しかし家頭家先祖の守護が強く、お前にはなんの害もないだろう。だが、その怨念は消えることはなく、家頭家に嫁とつぐ嫁へと流れていくだろう』と、そう告げたのです。

　その時、父は『祝いの席になんてことを言う！』と激怒して男を追い払ったそうですが、その時受けた『予言』はその場にいた者、皆の心に残ったんです。――もちろん、父にも、そして母の胸にも」

　そこまで話した店長に、私はごくりと息を呑んだ。

「それでオーナーは、奥さんが病気で倒れた時に、『自分が疫病神だ』と信じたのですね」

　――それで、縁を切った方が良いと思った。

「ええ、そんなことがあっての離婚でした」

　頷く店長に、私は言葉が出ない。

「ですが、話はそれだけに留まらなかったんです。それから数十年後、私の妻も病に倒れて、そのまま亡くなってしまいました。最初はただの風邪かぜと油断していたんですが、当時、恐ろしく猛威を奮ふるった悪質なインフルエンザでした」

　そう続けた店長に、バクンと私の心臓が嫌な音を立てた。

「分かっていただけましたか？　これが、『家頭家の呪』というわけです。ですから、私は、あなたたちが交際をはじめたころから懸念していました。いずれ清貴は、あなたに本気になればなるほどに、あなたを何らかのかたちで失ってしまうことが怖くなって、いつか距離を置く日が来るのではないかと……」

　私は何も言わずに、店長の次の言葉を待つ。

「今回は、円生との一連の出来事が原因とのことですが、清貴がその場であなたに別れを告げたのは、もしかしたら、忌いまわしい予言が脳裏をかすめていたからかもしれません。それまでは信じてなどいなくても、本当に大切な人ができると、男は強くもなる一方で、弱くもなるものです。あなたに、もしものことがあったらと、清貴はとても怖くなったのでしょう」

　店長は苦笑したあと、コーヒーを口に運んだ。

『家頭家の呪』

　私は、そういうのを信じるタイプではない。

　多分、ホームズさんもそうだと思う。

　それでも何かに直面すると、『もしかして』と思ってしまう。

　現に今、空恐ろしさから背筋が冷える気がした。

「……店長もそのことを気にして、再婚されないんですか？」

　奥様を亡くしてから、ずっと一人でいる店長。

　もう二度と、愛する人を家頭家の呪いによる犠牲者にしたくない、と思ったのかもしれない。

　少なくとも、オーナーはそうなのだろう。

　好江さんが大切で、護りたいのだろう。

　店長も同じ気持ちなんだろうか？

「――いいえ」

　アッサリ首を振る店長に、「え？」と戸惑った。

「葵さん、違うんです。今から言うことをしっかり胸に留めておいてほしいんです。実際の『家頭家の呪』とは、『怨念』ではないんです。祈祷師が放った『言葉』なんですよ」

「怨念ではなく言葉、ですか？」

　どういうことなんだろう？　と、私は首を捻る。

「ええ、父も母も祈祷師の放った言葉を口では否定しながら、どこまでも信じきってしまったんです。離婚した母は、病床にいながら、『やっぱり私は怨念を引き受けてしまったんだ。くるべき時がきてしまった』と思ったそうです。そして父に別れを突き付けられて、ショックを受けながらも、『これで私は助かることができる』と思ったと言っていました。これが、どういうことか分かりますか？」

　と、店長は眼鏡の奥の瞳を、鋭く光らせた。

「……自己暗示、ですか？」

「そういうことです。祈祷師に言われた言葉により、『家頭家には怨念がついている。だが、家頭家の血を引く者は守護が強く、それを跳ねつけることができる。けれど、それが故に側にいる愛する者に害をなしてしまう』そんな思いが胸に残ります。それは、想像以上に深く浸透し、やがて潜在的に心身をコントロールしてしまうわけです。私の妻も死の間際にこう言ったんですよ。

『私が家頭家の呪いを全部引き受けるから。決して清貴にまで行かないようにするから』と……私は驚きょう愕がくしました。妻も言葉の呪いに侵おかされてしまっていたわけです。気持ちで病に負けてしまっていたんです。それに気付けなかったわたしは馬鹿でした。一言、『あの祈祷師はインチキだった』と事前に伝えたら、もしかしたら結果は違ったかもしれません」

　店長はそう言って、苦い表情を浮かべる。

「えっ、インチキだったんですか？」

「それは分かりません。ですが、私はインチキだったと思っています」

「どうしてですか？」

「わたしの母は父と離婚した後、ほどなくして病状は回復し、その翌年に再婚しました。相手は不動産業を営む富豪の男で、以前より母のことを密かに想っていたそうなんです」

「私もお会いしたことがあります」

「ああ、そうでしたね。……これは、後に私が独自に調べたものなんですが、その男と祈祷師は表立ってはいないものの、懇意にあったそうです」

「………え」

　祈祷師と懇意だった男性と再婚。

「わたしは、母の再婚相手が祈祷師に頼んで祝言の日に嫌がらせの言葉を放った……とは思っていません。母の再婚相手は、そういうタイプの方ではありませんし。おそらく祈祷師の『勢い』だったと思うんです。美しい白しろ無む垢く姿の母を目の当たりにしながら、友人の秘めた想いが過る。自分も面白く思っていなかった鼻持ちならない男・父の『何もかも手に入れたような顔』を見た時に、酒の力もあって難癖をつけたくなった可能性だってあります。インチキかどうか確かめる術などありませんが、どちらにしろ、言った方は勢いでした。ですが間違いなく、その『言葉』は『家頭家の呪い』となったわけです。言こと霊だまという呪です」

　――言霊という呪……。

　私は気圧されて、何も言うことができない。

「わたしは元々出版社にいて、今は作家です。言葉を操る仕事をしているからこそ、言葉の持つ力と恐ろしさが分かるんです」

「言葉の持つ力と恐ろしさ……」

「たとえば、私があなたに、『葵さんは心優しい素晴らしい子ですね』と言ったとします。そうしたら、あなたは照れながらも、その言葉に恥じないよう、そういう行動をとろうと心掛けるようになるでしょう。また、親が子どもに『お前は本当に要領が悪い子だね』と言ったなら、その子は本当に要領が悪くなってしまう。どちらの言葉も、良くも悪くも相手を縛り、操ってしまう『呪』なんです。

　……家頭家に放たれた呪いは、それのさらに強いものでした。その呪いは、父と母に、そして私の妻の胸の奥底にまでも浸透して、蝕むしばんだのです」

　ゾクリ、と私の背筋が冷えた。

「店長は祈祷師の言葉、気にならなかったんですか？」

「そうですね、まったく」

　断言した店長に、私は驚いた。

「す、すごいですね」

　意外にも感じた。

　店長は、もっと繊細な方かと思っていたから。

　何より、そうしたことをあまり信じない私すら、少し動揺してしまったのに。

「わたしの場合、嫉妬にかられて吐き出してしまった祈祷師の気持ちが分かるからです。もしかしたら、祈祷師も母に憧れを抱いていたのかもしれません。父を羨うらやんでいたんですよ。悔しくて羨ましくて、仕方がなかったんです。少しでも水を差して、ひと時でもスッキリしたかったのでしょう。その言葉がどれだけの呪となるかも気付かずに……。わたしは清貴のように敏さとい人間ではないのですが、わたしも才のある者に囲まれて、嫉妬に苦しみながら生きてきた者なので、そういう気持ちだけは理解できるんです」

　店長はそう言って、自嘲的な笑みを浮かべる。

「…………」

　私は返答に困って、曖昧な表情で相槌をうった。

「清貴にも、本当はもっと早くにこうしたことを伝えるべきだった、と後悔しています。ですが、あの子はわたし同様、こういうことに振り回されない人間かと思っていたのもありまして。また、あなた方は、まだお若いカップルだったこともありましたしね。伝えるにしても、時期尚早と思っておりまして」

　店長はそう言って、弱ったような笑みを浮かべた。

　その祈祷師は『家頭家の嫁に害がなされる』といったことを言ったわけで、店長がまだ早いと感じるのは、当然だろう。

　私は、分かります、と小さく頷いた。

　本当にホームズさんが、その言葉を気にしていたかは分からない。

　でも、あの時、脳裏をかすめたことだけは確かで、急がせた要因のひとつなんだと思う。

　言葉は、なんて恐ろしいものなんだろう。

「ただ、私は清貴にこれだけは伝えました。『怖いのは、怨念ではなく人間です。言霊は、良くも悪くも呪いですから、そこから真実を見極めることです』と――」

「……ホームズさんはなんて？」

「少しの間、黙り込んだ後『ありがとうございます』と頭を下げました。あの子は一を言えば十、いや、それ以上に理解する子です。もしかしたら、私の言葉が何かのヒントになってくれたのかもしれません。……思えば家頭邸に籠って、調べものをはじめたのはその後からでしたね」

　店長は静かに呟いて、コーヒーを口に運んだ。

「……店長」

　鼻先がツンとして、目頭が熱くなってくる。

「大切な人に、そんな不器用なやり方しかできなかった息子の無礼をお詫わびいたします。葵さん、私はね、あなたに逢えなくなって、とても寂しいですよ」

　優しくそう言ってもらえて、堪えきれずに涙が零れた。

「――ありがとう……ございます」

　言葉が呪だとするならば、この時の言葉は、とても暖かくて優しくて柔らかな、光のような呪文だ。

　呪文は、人を縛りもすれば、救いもする。

　口に手を当てて、涙を流しながら、

　――この先、『蔵』に行けず店長やホームズさんに会えることがないとしても、私は生涯、この時の言葉を感謝し続けるだろう、と心から思った。
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　節分祭から、数日が経った。

『怖いのは、怨念ではなく人間です。言霊は、良くも悪くも呪いですから、そこから真実を見極めることです』

　時間が経つほどに、この店長の言葉が胸に染み入っていく。

　言葉のひとつひとつに、真実が隠されているのだろうと思う。

　たとえ嘘をついていたとしても。

　それは、きっと行動も同じ。

　円生のこれまでの言動すべてを、振り返ってみようと思った。

　今回の問題を打破するヒントが何かあるかもしれないと、私は南禅寺へと向かう。

　秋人さんが圧倒されたという三門や、ホームズさんと円生がはじめて出会った方丈の前を見て、水すい路ろ閣かくを歩く。

　円生とホームズさんがはじめて対峙したのは、ここ、南禅寺。

　その時、私は同席していなかったから、様子は分からない。

　それでも、ホームズさんや秋人さんに話を聞いていて、思い浮かべることはできた。

『あんたみたいなのがいると思うと、まだまだ俗世に未練も出てくるというものやな。ここはわたしの負け、撤退や。ほなさいなら』

　そう言って、円生は姿を消したと聞く。

　話に聞く限り、この時の円生は、ホームズさんに出会えた嬉しさを隠せないようだった。

　ホームズさんの方が、贋作師である円生に敵意を剥むき出しにしていたのではないか、と思われる。

　そうして、次に円生に会ったのが、『源げん光こう庵あん』。

　この時は、私も秋人さんも一緒だった。

　ここで、円生は自分の身の上を話した。

　画家だった父親と、尼崎で過ごした幼少期。

　仕事を請け負うものの、絵を描こうとしない父親の代わりに、父の作品そっくりに描いて仕上げたことが、贋作師としての出発点だったと。

　ひと通り自分の生い立ちを語り、自分の作品をホームズさんに見破ってほしいのかほしくないのか分からなかった、という複雑な心境を伝えた後に、円生は手にしていた扇子を閉じて、ホームズさんの喉元に突きつけた。

『ハッキリしたわ、やっぱ、あんたは気に入らん』

　そう、この時の円生は、敵意が剥き出しだった。

　初対面は、おそらく『嬉しさ』。

　二度目の源光庵では、ホームズさんに会うまでは、もしかしたら、ここで終止符を打とうと思っていたのかもしれない。

　だけど、ホームズさんに会って、『気に入らない』と敵意を剥き出しにした。

「…………」

　何かが、引っかかる。

　三度目は、大おお晦日みそか、家頭邸でのパーティ。

　四度目は、早春、鷹峯の斎藤家の鑑定対決。

　そうして、五度目。

　春に、志野の茶碗を盗み出した。

　それから、時を経て、六度目は、この秋。

　円生は、突然、『蔵』に訪れた。

　――この時は、敵意という感じとは違っていた。

　どんな雰囲気だったか、と私はあの時を振り返る。

　円生は、いつものようにホームズさんを茶化しつつ、白磁の香合を出したんだ。

　その後、鑑定を始めたホームズさん。

　彼が鑑定している間、私は緊張で周りが見えないくらいだったけど、今にして思えば、円生も緊張していたかもしれない。

『本物です』と断言したホームズさんに、円生は戸惑いの表情を見せた。

　あれは、何故なんだろう？

　どうして戸惑いの顔を見せたのか。

　あの白磁は、本当に本物だったと思う。

　円生の贋作ではない。

　もしかしたら、円生自身『朝鮮王朝の白磁や』と口で言いつつ、それはあくまで冗談で、本当は、自分自身も『本物』だとは思ってなかったとしたら？

　つまり、あれは悪い品ではないと思っていたけど、まさか本当に李朝白磁だったなんて思いもしなくて、それで驚き、戸惑いの表情を見せたのかもしれない。

　その後、私の許に現れた円生は、ホームズさんへの剥き出しの敵意を私にぶつけてきた。

　――そもそも、どうして円生は私に会いにきたんだろう？

　ホームズさんに『会う』と予告してまで。

　本当にただ、『からかう』ためだけだったのだろうか？

　円生は、私をホームズさんの恋人だと確信していたようだから、ホームズさんの『彼女』がどんな人間なのか、知りたくなったんだろうか？

　いや、違う。

『ほんまはあの日、鑑定だけやなくホームズはんに頼みがあって、あの店に行ってん』

　最初にそう洩らした。

　もしかしたら、と私は顔を上げた。

　円生は、私にその言付けを伝えてほしい、つまり私の口からホームズさんに頼んでもらいたいことがあって、来たのかもしれない。

　だけど、私が磁器をニセモノと見破ったことで、その驚きから話がそれてしまい、さらにこじれてしまったとか……。

「…………」

　頭がゴチャゴチャしてきて、グシャッと髪をつかんだ。

　ふぅ、と息をついて、水路閣を離れる。

　冷たい風が、頬を撫でていた。

　なんだろう、何かが引っかかってる。

　円生の言動に、とても大事なことが隠されている気がしてならない。
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　南禅寺の境内を出るころには、陽も暮れていた。

　冬の日暮れは、とても早い。

　家に帰ったら、また勉強をしないと……。

　とぼとぼと歩いていると、ポケットの中のスマホが鳴動した。

　誰だろう？

　いつもスマホが鳴動するたびに、鼓動が速くなる。

　もしかしたら、ホームズさんからじゃないか、と心のどこかで期待してしまうんだ。

　そして、その期待はいつも裏切られる。

　だけど、今回は『蔵』からの着信であり、心臓が跳ねた。

「――は、はい、もしもし」

『葵さん、こんばんは。わたしです』

　店長だった。

　その声に、緊張感が緩んだのか、さらに張り詰めたのか、よく分からない複雑な心境になる。

『今日、清貴が兵庫から帰ってきたんです』

　そう続けた店長に、私の息が詰まった。

　返答に困り、とりあえず「は、はい」と頷く。

　本当は聞きたいことが山ほどあるというのに、言葉が出てこない。

『……清貴は、少しやつれてはいましたが、目には光があり、それは強い眼差しを見せていました』

　私は緊張に手が震えるような気持ちで、店長の言葉を待つ。

　ホームズさんの姿が、瞼まぶたの裏に浮かぶようだ。

『店に入って私と目を合わせるなり、清貴はそっと微笑みましてね。一言、こう言ったんです。――円生と決着をつけます、と』

　今度は、呼吸が止まるかと思った。

『清貴はこれは自分の問題だからと、あなたに知らせるつもりはないようでした。ですが私は、あなたは知っておくべきだと勝手に判断しまして……』

　少し申し訳なさそうな声を出す店長に、私は必死で首を振った。

「いいえ、そんな。ありがとうございます。知らせてくださって、ありがとうございます」

　ホームズさんが、私に知らせたくない気持ちは理解できる。

　これ以上、私を巻き込みたくないと、心から思ってくれている。

　だけど、私はホームズさんの決断を知ることができて、とても嬉しい。

　気がつくと、頬は涙で濡れていた。

　嗚咽が洩れそうで、何も言えずにいると、店長の心配そうな声が耳に届いた。

『葵さん、大丈夫ですか？』

「大丈夫です。本当に……ありがとうございました」

　もっと伝えたいことがいっぱいあるのに、これしか言えないまま。

　それでも何度も礼を言って電話を切った。

　その後、バスに乗って、最後尾のシートに座るなり急に力が抜けた気がして、息を吐いて、背もたれに体を預ける。

　ホームズさんはきっと、兵庫で何かをつかんだのだろう。

　円生の『何か』を。

　思えばホームズさんは、円生に『負けたくない』という気持ちを強く持っていたものの、決して自分から彼に近付こうとはしなかった。

　合わせ鏡のような彼は、ホームズさんにとって目をそらしたい存在で、極力関わりたくなかったのだろう。

　そんなホームズさんが、はじめて自分から円生に仕掛けるんだ。

　……仕掛ける。

「………………」

　――どうやって、円生と連絡を取るんだろう？

　そもそも相手は、出身が尼崎という以外、正体不明の贋作師だ。

　円生の方は、ホームズさんの何もかもをチェックして、知っていそうだけど、ホームズさんは、彼のことを調べようがないはず。

　それとも、尼崎で彼の情報をつかんできたのだろうか？

　もしくは、円生が目にするところに伝言を載せたとか。

「……もしかして」

　スマホを手にし、すぐに骨董品店『蔵』のサイトを開いた。

『蔵』にもホームページがあった。

　制作管理しているのはホームズさんで、季節に合った写真等を掲載し、なかなか洗練されている。その月ごとに京都市内のイベント情報等を紹介しているものの、肝心の骨董品店『蔵』の情報は、住所と電話番号、そして滅多にない定休日のお知らせが記載されているだけのページだ。

　サイトを開くと、『蔵』という大きな文字とともに、梅の花の写真。

　その下に、いつもはないメッセージのようなものが載せられていた。

『森もり阿あ様。あなたの依頼をお受けいたしました。西さい行ぎょう法師が焦がれた日に、店内にてお待ちしております。家頭清貴』

「っ！」

　これだ、と息を呑んだ。

　サイトを使って円生への呼びかけをしたんだ。

　――円生の依頼。

　それは声なき依頼。

　円生が何を言いたかったのか、ホームズさんは分かったんだ。

　ドキドキと心臓が早鐘を打つ。

　決着をつけるのは、西行法師が焦がれた日……。

　それは……、

『願わくは、花の下にて春死なん。そのきさらぎの望月の頃』

　あの歌が示す日だ。

『……西行法師の歌ですね。釈しゃ迦かに強い憧れを抱いていた彼は、如月きさらぎの望月、つまり二月十五日の釈迦の命日、同じ日に逝いきたいと思っていたそうです。ですが、残念なことに、彼が亡くなったのは二月十六日。ちょっと惜しかったんですよ』

　同時に、ホームズさんの言葉が鮮やかに蘇る。

　桜の中、柔らかく微笑んだホームズさん。

　歌を間違えた私を優しく正してくれながらも、どこかいじわるな様子に、

『……ホームズさんって、ちょっとイジワルですよね』

　ちょっと拗すねてそう言うと、

『かんにん、葵さん。……京男はいけずやから』

　人差し指を立てて、魅惑的に微笑んだ。

「……っ」

　――ホームズさん。

　胸が苦しくなって、また涙が滲んだ。

　……西行法師が焦がれた日。

　それは、旧暦とかいろいろあるのかもしれないけど、ここでは間違いなく今月、『二月十五日』を指しているのだろう。

　その証拠に……定休日のお知らせを見ると、

『二月十五日は、店内整理のため、終日休業とさせていただきます』と書かれている。

　スマホを鞄の中に入れ、窓の外に目を向ける。

　空には、綺麗な月が姿を見せていて、私はそっと目を細めた。
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　二月十五日。

　その日は、奇しくも休日だった。

　もし、その日が学校だったなら諦めもついたかもしれない。

　教室にいながら、うんと気になりながらも、授業を受けていたかもしれない。

　ううん、それもきっと無理だ。

　先生に嘘をついてでも、学校を早退していた気がする。

　午前十時半。私は『蔵』へ向かっていた。

『蔵』の通常開店時刻は、十一時。

　ホームズさんが学校を休んで店番する時は、いつも十時に店に入って、掃除をしたりと開店準備をしている。

　今日は定休日だけど、同じように開店時間には来ているだろうと思った。

『蔵』に向かうことに、迷いがなかったわけではない。

　必死に円生から私を守ろうとしてくれている、ホームズさんの気持ちを踏みにじっているかもしれないし、危険な目に遭うかもしれない。

　それでも、二人の決着を見届けたいと思った。

　強くそう思ったのは、理由があった。

　私は私で、気付いてしまったんだ。

　円生が発した感情と言葉の裏に、潜んでいた『真実』が――。

　それでも、開店前の、まだ円生が来ないであろう時間に店に向かっているのは、ホームズさんに直接聞きたかったから。

　どうしても帰れと突っ撥ぱねられたら、そこはゴネたりせずに引き下がろうと思っていた。

　久々に足を踏み入れた寺町三条商店街のアーケード。

　なんだか、嬉しくて胸が詰まる。

　一歩踏み出すごとに、鼓動がどんどん速くなる。

　もし、すぐに追い出されることになっても、一瞬でもホームズさんの顔を見られるなら、それだけでいいと思ってしまっている自分がいた。

　骨董品店『蔵』が見えてくる。

　激しい心拍に、呼吸も苦しくなってきて、ギュッと目を閉じた。

　本当はすごく怖い。

　だけど、少し思ったんだ。

　西行法師の謎掛けにしたのは、私へのメッセージも含まれているのかもしれないと。

　本当に私に来てほしくなかったなら、私に分からないような暗号にするに違いないと。

　西行法師の望月の歌は、私たちの思い出の歌でもあるから……。

　店の前まで来て、歩みを止めた。

　ドアには滅多に見ることがない、『定休日』という札がかけられている。

　深く息を吸い込んで、ふーっと吐き出し、強く頷いてドアノブに手を掛けた。

『カラン』と鳴るドアベル。

　カウンターの奥には、本当にいつものように、ホームズさんが座っていた。

　あまりにも、いつも通りで、一瞬、時が戻ったかのような錯覚に襲われた。

　店に訪れた私を見て、ホームズさんはそっと息をついた。

「……やはり、いらっしゃったんですね」

　その言葉は落胆というより、諦めのような響きが含まれている。

　やはり、私が来ることを予想はしていたのだろう。

　久々に会ったホームズさんは、一見したところはいつも通りだったけれど、よく見ると店長が言っていた通り、少し痩せたように見える。

「ご、ごめんなさい。危険だと分かっていたんですが……」

　久々の会話に、緊張から声が上ずってしまう。

　それでも、これだけは伝えたいと、しっかりと視線を合わせた。

「私も、見届けたいと思いまして」

　店長が言ってくれたように、私には、きっとその資格がある。

　シンとした静けさに少し怖くなって目を伏せると、ホームズさんはそっと立ち上がった。

「そうですね。僕も、あなたには見届ける権利があると思います。……本当は僕の口から今日のことをキチンと報告するべきだったのかもしれません。ですが、どうしても積極的に知らせる気にはなれなかったんです。あなたが言う通り、危険も伴いますしね。それで、あのように、一応あなたにも分かるかたちを取ることにしました」

「…………」

　やっぱり、あの歌には私へのメッセージも込められていたんだ。

「葵さん。あなたには、あらためての謝罪を含めてお話ししたいことがたくさんあります。……ですが、今は何も言いませんし、言えません」

　そう言うホームズさんに、何も言えないままにコクリと頷いた。

「ただ……あなたがお元気そうで、本当に良かったです」

　私をジッと見詰めて、切なくそう洩らしたホームズさんに、胸が詰まった。

「ホームズさん……」

　どうしよう、涙が出そうだ。

「……葵さん、これを」

　訪れた沈黙の中、ホームズさんはポケットの中から、小さなリモコンのようなものを取り出して私に差し出した。

「これは？」

「スタンガンです。あなたの護身用に。使い方は今から教えます。あなたのことは、僕がなんとしても守りますが、もしもの時のために持っていてください。そして、あなたは常にカウンターより後ろ……僕の後ろにいるようにしてください。何かあった時は、僕が円生を食い止めますから、その時は振り返らずに裏口から逃げて、そのままアーケード内の交番に駆け込んでください。いいですか、これを必ず約束してください」

　強い口調でそう言う。真剣な眼差し。

　ピリピリと張り詰めている空気。

　そう、今は久々の再会に浸ることもできないんだ。

　そうして、時間は過ぎていく。

　互いに会話もない中、緊張感だけが漂う。

　午後がすぎ、陽が落ちはじめ、店内にほのかな灯りがともされた。

「……円生は本当に来るんでしょうか？」

　私が静かに呟いたその時、

「ええ、来るでしょう。というか、来ました」とホームズさんが顔を上げた。

　その時、『カラン』という音とともに、円生が姿を現した。

「――っ！」

　緊張から呼吸を忘れそうになった。

　円生の格好は、着流しにマフラーに帽子姿。

「こんばんは、呼ばれましたわ」

　そう言って、ニッと笑みを浮かべる。

「……いらっしゃいませ」

　ホームズさんも胸に手を当てて、笑みを浮かべた。

　円生は帽子をポールスタンドに掛けた後、ホームズさんの背後に立つ私をチラリと見て、にこりと笑った。

「久しぶりやな、葵はん。この前はおおきに。楽しかったわ。またデートしようや」

　いつもの茶化すような、ホームズさんを意識しての挑発的な口調。

　ここでいつものホームズさんなら、ムキになって怒るところだ。

　だけど、特別な反応はせず、

「どうぞ、お掛けください」

　落ち着いた口調で、カウンターに腰を下ろした。

　どうやら、ホームズさんは、円生にコーヒーを出すつもりはないようだ。

　それはそうだろう、私を置いてお店の裏に入るとは思えない。

　円生にお茶の用意なんて必要ないかもしれないけど、彼を呼んだのはこちら側なわけで。

　そう思い、私はスッと裏に入って、コーヒーの準備をはじめた。

　いつもはジャズが流れている店内も、今日ばかりは静かなものだ。

　ドキドキと心臓が嫌な音を立てる中、給湯室では、コーヒーを淹れる音が異様なほどに響いていた。
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「――どうぞ」

　二人の前にコーヒーを置くと、

「おおきに」

　円生は、屈託ない笑みを返してくる。

　随分と余裕に満ちた様子だ。一方のホームズさんは、とても静かな印象だ。

　静と動の『静』。

　ピリピリと緊張している様子もなく、怒っているふうでもない。

　かといって優しく穏やかな雰囲気なわけでもない。

　本当に『静か』な雰囲気だ。

　これが、嵐の前の静けさなら……。

　怖さを感じながら、ホームズさんよりも二歩ほど後ろに下がり、二人を見守った。

　円生も、いつもと様子が違うホームズさんに、違和感を覚えたらしい。

　いつも浮かべている薄ら笑いを引っ込め、そっと腕を組んだ。

「ほんで、あのメッセージはなんなん？　俺はあんたに『依頼』なんてしとらへんで」

　それでも、少し可笑おかしそうに言う。ホームズさんは小さく首を振った。

「いいえ、あなたはあの日、僕に『お願い』があって、この店に来たのでしょう？　結局、口に出されずに帰られましたが、僕はあなたの『声なき依頼』をお受けしました」

　落ち着いた口調で言うホームズさんに、円生は「へえ」と目を弧の字に細めた。

「で、俺はあんたに、どないな依頼を？」

「――あの日、あなたは白磁の香合を出した上で、『これと対ついの白磁の香炉を見たことはないか』と、僕に聞きたかったのですよね？」

　静かに、それでも強い口調で尋ねたホームズさんに、円生は真顔になった。

「古美術の世界は、横のつながりがありますから、僕ならば、対となる白磁の香炉を見掛けたことがあるのではないかと思った」

「…………」

　何も言わない円生。ホームズさんはカウンターの上で両手を組み、話を続ける。

「あの時、あなたは持参した香合を『朝鮮王朝の白磁や』だと言いましたが、あれはただのハッタリで、実は本物の朝鮮王朝の白磁だと思ってはいなかった。『そこそこに良い品』程度に思っていたのでしょう？　ですから、僕が『本物』と鑑定して、とても驚かれたのではないですか？」

「っ！」

　円生の目が開かれた。

　きっと、図星だったのだろう。

　このことは、私も予想していた。

　円生はやはり、あの時、それで戸惑った様子を見せていたのだろう。

　その戸惑いは、『自分が作った贋作をホームズさんが見破れなかった』からではなくて、『まさか本当に本物だったなんて』、という驚きからきていたのだろう。

「あなたが驚かれるのは無理もないくらい、李朝白磁の『香合』は珍しい品です。青磁や染そめ付つけ、もしくは、後の時代に作られた李朝白磁を模倣した物の中には、『香合』も見られるんですが、僕自身も本物を手に取って識みたのは初めてのことです。あなたの持ち込んだ品だということと、珍しい品だということに鑑定に時間がかかりました」

　そうだ。

　あの時、ホームズさんは、鑑定に随分時間がかかっていた。

　それは非常に珍しい品だということと、円生の持参した物だということで、警戒をしていたんだろう。

　それでも、どう識ても、本物だという結論に至ったんだ。

「……あの香合は、どこで手に入れましたか？」

「韓国や。あれは僕がまだ二十歳そこそこのころやな。韓国で贋作の仕事をした時に報酬をもらおう思うたら、『約束の金は今はない、絵が売れたら払う』て言い出したんや。ほんで、『そんなん、アテになるか』って怒鳴りつけて、少しばかりボコしたら、『ほんなら、ここにある商品なんでも持ってってええ』って、そいつは自分が集めてきた贋作たちを指したんや。『ニセモンもらってもしょうもな』って思うてんけど、そこにあった白磁には惹かれて、これはもしかして思うて、もろてきたわけや」

「なるほど。おそらく、この形の李朝白磁の香合の本物に出会っていないことから、それだけで『ニセモノ』と判断されて闇市に流れていたわけですね」

「そういうことやろな。あんたの言う通り、『本物』言われて、ほんまビビったで」

　円生は悪びれもせずにそう言って、クックと笑う。

「あなたは韓国で、香合とともに香炉も手に入れたのではないでしょうか？　これは憶測ですが、香合と香炉がひとつの箱に入っていて、それをもらってきたのではないですか？」

　円生は何も言わない。

　香合とは、茶室で焚く香を入れるための器。

　香炉は、香を焚くための器。

　対となっていても、おかしくない品だ。

　現に以前、この『蔵』にも香合と香炉が対となったものを持ち込まれたとホームズさんが話していたことを思い出される。

「そして、あなたは、その『香炉』をどなたかに渡した」

　円生の表情がなくなっていた。

　この顔は、何度も見たことがある。

　ホームズさんに内側を見透かされた者は、皆あの表情をする。

「あなたは、心のどこかで本物だと信じておられた。とても大切にされていたんですよね？」

　その問いに、円生は何も答えない。

　ホームズさんの言う通り、かつて円生は、大切にしていた『白磁の香炉』を誰かに贈ったんだ。

　それは顔色のない円生の表情から、窺うかがいい知ることができた。

「あなたのように警戒心の強い方が、そこまで心を許す相手とはどんな人間なんだろうと考えた時に、浮かんだのは『幼馴染み』という存在です。あなたには、幼いころから親しくしている大切な存在がいて、その方に香炉を渡した。それは、その時、あなたが手にしていた中での一番の宝だった。それを渡して、今はその在り処が分からないということは、『お別れの品』だったんですね？」

　そこまでホームズさんが言った時に、

「ああ、もうええわ、やめや！」

　円生が、カウンターをバンッと叩きつけた。

　聞きたくない、という雰囲気だ。

　今にも立ち去りそうな円生に、

「見つけましたよ」

　と、ホームズさんが、張りのある声を上げた。

「――えっ？」

「兵庫中の骨董品店を回って探しました。古い骨董品店ほど、サイトを作っていなかったりと連絡を取るのも大変でしたね」

　そう言って白い手袋をすると、カウンターの下から桐の箱を取り出し、カウンターの上に置いて、スッと円生の前に差し出す。

「どうぞ、おあらためください」

　円生は戸惑った様子ながらも、やはり気になるようで箱を引き寄せて、蓋を開けた。

「…………」

　中には、白磁の香炉。

　つるんとシンプルな形に、穴が開いた蓋が載せられている。

　艶のある真っ白な器。

　一見したところ、素っ気ない形状。

　それでも、至極の美しさを感じさせる。

　素晴らしい逸品だ。

「――はっ」

　乾いたように笑う。

　その顔は歪んでいる。

　円生の気持ちは理解できた。

　かつて、大切な人に贈った宝物が、どこかの骨董品店に売りに出されていたわけだ。

　あの時、円生は、ホームズさんに『本物』だと鑑定されたからこそ、香炉の有無を聞くのが、怖くなったのだろう。

　愛しい人が、今も大切に持ってくれているかどうかを確かめてしまうことになるわけだから……。

「わざわざ、探し出してくれてご苦労さん。ただな、探偵はん。声なき依頼はな、『依頼』とはいわへんのやで」

　歪んだ表情のまま、そう言う。

　今にも切りつけてきそうな、鋭い刃のような瞳。

　一触即発の空気に気圧されながらも、たしかにそうだ、と私の胸が苦しくなった。

「ええ、そうですね。ですから僕は、もし、これが骨董品店に置いてあったなら、あなたに伝えるつもりはありませんでした」

　表情も変えずに言うホームズさんに、円生は露骨に眉をひそめる。

「何を言うとるんや？」

「……うちの店にも、よく来られるんです。『売る気はないけど、大切な人から贈られた品がどれだけの価値なのか知りたい』という方が。もしかしたら、自分への想いの深さを確認したくなるのかもしれませんね。この香炉の持ち主もそうでした。とある骨董品店に、鑑定だけをお願いしたわけです」

　円生の顔が強張る。

「その方は、そこでこの香炉が『本物』だという鑑定を受けまして、涙を流されて喜んだそうです。骨董品店としては、滅多に出ないお宝ですから、売ってもらえずにガッカリされたそうです。そんなこともあり、よく記憶に残っていると。そして、『もし売りたくなったら、うちでお願いします』と伝え、その時に、その方の名前や住所を控えさせてもらったそうです。僕には、その個人情報を教えてくれはしなかったのですが、店から、その方に僕からの言付けをお伝えしてもらうことによって、その方と連絡がつきまして、この香炉を探し当てることができました。そして、この香炉をお預かりしてきたわけです……そう、ユキさんからです」

　大きく見開かれた、円生の瞳。

「……ユキさんは、お元気でしたよ。お住まいはその箱の中にメモが」

「な、なにを」

　あきらかに動揺し、立ち上がろうとする円生に、

「あ、あの」と私は思わず声を上げた。

　二人の視線が私に集まる。

「円生…さんが、ホームズさんを許せなくなったのは、私が原因なんですよね？」

　静かに問うた私に、ホームズさんはそっと目を細め、円生は自嘲的な笑みを浮かべる。

　そう、円生がホームズさんに対して、憎悪を募らせたのは、私という存在がいたからなんだ。

　このことにだけは、私は気付くことができた。

　だからこそ、立ち合う必要があると思ったんだ。

　そしてホームズさんから、白磁の真相を聞いた今、欠けていたピースが埋まってパズルが完成したかのように、円生の背景が明らかになった気がした。

　……裏の世界で生きてきた円生は、ユキさんという大切な存在を想って別れを告げた。

　きっと、『自分は愛する人に相応ふさわしくない』と思ったのかもしれない。

　ユキさんを大事に思うからこそ、別れたんだ。

　その時に、自分の宝である香炉を形見のように手渡した。

　自分は白磁の香合を、ユキさんには、香合と一対だった香炉を。二つの逸品を二人で持つことが、円生の心の支えになったのかもしれない。

　その後も裏の世界を生き続けた円生だけど、父親の死を含むさまざまな出来事からすべてに嫌気が差して、贋作の世界から身を引いた。

　だけど、円生は、そのままユキさんの許に戻ることができなかった。

　別れてから何年も経ってしまっていること、そして汚れた自分であることを悲観したのだろう。

　そうして、俗世から離れようと、仏門にすがったんだ。

　出家して自分の行いを反省しつつも、心のどこかで、刺激のない退屈な日々に苛立ちを感じていたのかもしれない。

　その不満は、もしかしたらギリギリのところまできていて、そんな時にホームズさんに出会って、抑えていたものが爆発してしまったのかもしれない。

　南禅寺の対決を終えて、円生は俗世に戻った。

　それでも少し時間が経過して、円生は冷静になった。

『どうして、自分はまた、馬鹿なことを繰り返そうとしているのか』

　それでも心の霧が晴れることはなく、今一度ホームズさんと勝負をしたいと思った。

　今度は自分の得意分野で。自分の迷いと葛かっ藤とうを込めて作った物。

　それが、『迷いの羊』という贋作になったんだ。

　あれを見破られても、見破られなくても、きっと円生はすべてを終わらせようと思っていたに違いない。

　だけど、決着の場である源光庵に、ホームズさんとともに彼女らしき私が一緒にいたことで、円生の心に火が点いてしまった。

　愛する人の許に決して帰れない円生は、どうしようもない怒りを感じたのかもしれない。

　……そう、だから、あの時、

『やっぱり、あんたは気に入らん』という言葉が出たんだ。

　合わせ鏡のような存在でありながら、友人や女性と寄り添うホームズさんの姿。

　円生は愛しい人に会えない苦しさをさらに募らせ、その激情をぶつけたのかもしれない。

　ホームズさんは、円生と対峙している時、我を忘れる部分がある。

　それは、円生もそうだったのだろう。

　円生も、ホームズさんと対峙すると、自分を保っていられなくなっていたんだ。

　そんな円生はその後、ホームズさんと離れたことで、再び冷静になる。

　こんなに激昂してしまったということは、自分もまだユキさんを忘れられず、欲していることに気付いたのかもしれない。

　何よりホームズさんを意識することで、今の自分の状況を省みて、悔やんで妬ねたむ自分に嫌気が指したのだろう。

　円生は、ホームズさんから卒業したいと思った。

　だけど、そのままフェードアウトはできなかった。

　一度、ホームズさんを徹底的に叩きのめして、縁を切れたら……そう、終わりにできたらと思ったんだ。

　それで、家頭家の宝を盗み出し、爆弾を仕掛けるという暴挙に出た。

　あそこで、爆弾が爆発してしまうことを恐れて、惨めに逃げ帰るホームズさんのみっともない姿を見ることができたら、円生はそれで満足して、終わらせることができたのだろう。

　だけど、それは叶わなかった。

　ホームズさんは、見事、円生の暗号を解読して、茶碗を持ち帰った。

　円生はその後、しばし一人になって考える。

　ホームズさんと、いつまでも張り合っていてもキリがない。

　いい加減、自分の幸せを考えるのも良いかもしれない、と。

　そうして、円生はユキさんに会いたいと思った。

　そこで円生は、『白磁の香炉』のことをホームズさんに聞こうと思ったのだろう。

　家頭家のネットワークならば、分かる可能性は大いにある。

　その結果、もし、『白磁の香炉』が売りに出されていたら、もうユキさんのことを諦めよう。だけど、売られたという情報がなかったなら、まだ、ユキさんが大切に持っていてくれる可能性があると信じて、会いに行ってもいいかもしれないと、そう思ったんだ。

　そうして円生は『蔵』にやって来た。

　そうしたら、そこそこの品だと思っていた白磁が、至極の名品だったことに円生は動揺した。

　売れば、高額になる磁器。

　もし、ユキさんが好奇心から、香炉を鑑定してもらい、そこで高額だと知ってしまったなら、お金に心を動かされて、とっくに売ってしまっているのではないかと、怖くなったのかもしれない。

　それで、あの時は挙動不審な様子で店を去り、その後に私に会いにきた。

　あれは単純に、私と会うことで、ホームズさんをからかいつつ、私からホームズさんに言付けしてもらおうと思ったんだろう。

　これ以上、ホームズさんと対峙することで、自分を見失うのは嫌だったのかもしれない。

　だけど、私と会ってしまったことで、円生は再び苛立って、あんなタチの悪いことを言ったのだろう。

　円生が私にぶつけてきたあの感情は……。

　ホームズさんへの嫉妬、そして苦しいほどの葛藤とやりきれなさだったんだ。

「……円生さん、この香炉を持って、ユキさんに会いに行ってください。会いたいんですから、それでいいじゃないですか。罪を償いたいなら、会ってからでもいいじゃないですか。あなたは勝手に判断して、結論を出して……」

　まるで、ホームズさんみたいだ。

　そう、二人は本当に……合わせ鏡だ。

　なんて、似ているんだろう。

「それは、さらに罪を重ねているんです。もう、これ以上、自分勝手な判断と思い込みで、愛する人を悲しませたりしないでください」

　この感情をなんと呼んでいいのか分からないけれど、私は話しながら体が震えて、目には涙が滲む。

「……あんたに何が分かるん」

　低い声でそう言って、円生は顏を歪ませながら私を睨にらむ。

　その目は、怒りと動揺からなのか、真っ赤だった。

　恐ろしさを感じながらも、それでも拳を握りしめて、目をそらさずに円生を見詰め返した。

「分かりますよ。……だって、円生さんが贋作をやめたあと、お寺に入ったのはどうしてですか？」

　ぽつりと問うた私に、円生は動きを止める。

　そう、私自身、最後に引っかかったのは、ここだった。

　何故、円生は『出家』をしたのか。

　足を洗うにしても、その後、どうして寺に入ることにしたのか……。

　だけど、それは今、ようやくわかった。

「わざわざお寺に入ったのは……出家したのは、ユキさんのためなんですよね？　ユキさんが大切で、ユキさんに慕ってもらった自分が罪人のままではいたくないと、そう思ったからなんですよね？」

　円生は目をそらし、顔を背けたまま、何も言わない。

「全部、ユキさんのためだったんでしょう？　――もう、その気持ちがあれば、十分じゃないですか。どうか会いに行ってください」

　話しながら、涙が溢れ出てくる。

　体の震えが、止まらない。

「うっさい、黙らんかい！」

　バンッと円生はカウンターを叩きつけ、

「……ほんま、うっとうしい」

　うな垂れて、額に手を当てた。

「…………」

　俯いたまま、顔を上げようとしない。

　そんな円生を前に、ホームズさんは苦しそうに目を細めている。

　円生の肩が、小刻みに震えていた。

　声を出さないように必死で抑えているけれど、円生が泣いていることが分かった。

　やがて、カウンターに落ちる涙。

　静まり返った店内に、ほんの少し聞こえる円生の嗚お咽えつ。

　それは、苦しいほどに、切なく胸に響いた。
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「……ほな」

　円生は言葉少なにそう言って、赤い目を隠すように深く帽子をかぶった。

　風呂敷に包まれた白磁の香炉が入った桐箱を大事そうに持ち、ドアの前で足を止めたかと思うと、

「……おおきに」

　と一言だけ告げて、そのまま店を出て行った。

『カラン』と、ドアベルが店内に響く。

　円生の姿がなくなり、店内はシンとした静けさに包まれた。

　いつもは聞こえないような、コチコチと柱時計が針を進める音が耳に届く。

　アーケードを歩く人の喧騒が、とても遠くから聞こえてくるようだ。

『定休日』の札が掛けられたこの店の前は、誰も足を止めることなく素通りしていく。

　ホームズさんはカウンターの前に座り、私は立ち尽くしたままだ。

「――あ、あの」

　私が声をかけようとした時、柱時計がボーンボーンと音を立てた。

「……あの」

　再び口を開いたその時、

「僕はとことん駄目ですね」

　まるで私の声を遮るように、ホームズさんが目を合わせないままに呟いた。

　その顔は、切なく歪んでいる。

「……ホームズさん？」

「今回の件は、なんとか、僕一人で決着をつけたかったんです」

　どこを見ているのだろうか？　目を伏せたままうつろにそう洩らした。

「決着を、つけたじゃないですか…」

　そう。ホームズさんは円生の過去を知ろうと、兵庫中を駆け回って調べたんだ。

　それはきっと、想像を絶する大変さだったと思う。

「いえ、円生があんなふうに心を砕いたのは、あなたのおかげだったと思います。僕一人では無理だったでしょう。きっと、逃げ帰られて終わりで、白磁の香炉は置き去りとなってしまったと思います。僕と円生は似ているが故に、どうしても相あい容いれない部分がありますから。……それが因もとでこじらせた部分も、大きいですしね」

　ホームズさんは、ふぅ、と息をつく。

　似すぎているが故に、相容れなくてこじらせた。

　それは、本当にそうかもしれない。

　この二人だから、こんなに複雑なことになったのだろう。

「自分に課せられた問題ですし、僕一人で決着をと思っていたのに、結局、助けられてしまいました。本当に情けない男です」

　そう言って自嘲的な笑みを浮かべる。

「……そんな」

　何を言うんだろう。

　たった一人で奮闘し、円生の『声なき依頼』をまっとうしたのは、ホームズさんだ。

　私は……意地を張り続ける円生の背中をほんの少し押したにすぎない。

「それにどんな理由があるにしろ、僕は円生以上にあなたを傷付けました。あなたの身を案じたなんて、どこまでも詭き弁べんです。僕は怖さから逃げたんです。今回の件で僕は本当に未熟で、自分勝手な男だと痛感しました……」

　額に手を当てて、苦しそうに言う。

　ホームズさんとしては、円生の件が片付いたからといって、『もうこれで、大丈夫』と、笑顔で私の手を取れるわけじゃないのだろう。

　どんな理由があるにしろ、『別れ』を口にしてしまったのだと。

　それでも、たった一人で決着をつけられたなら、とホームズさんは思っていたんだろう。

　彼は目を伏せて、ギュッと拳を握っている。

　ホームズさんは、きっと自分を許せないと思っているんだろう。

　……本当に、あなたと円生はよく似ている。

　ホームズさん。

　私が円生に言ったこと、ちゃんと聞いてくれていましたか？

　勝手に判断して、結論を出そうとしたりして……あなたは今、また同じことを繰り返そうとしている。

　確かに私は傷付いたけど、でも、ホームズさんだって、傷付いたに違いない。

　同じだけ、苦しかったはずだ。

　……少し前の自分だったら、『ホームズさん、そんなこと言わないで』と、泣きついたりしたのだろうか？

　それとも、あなたがこれから出そうとする結論を黙って受け入れて、立ち去ったのだろうか？

　今の自分は、少し違う。

　ホームズさん、私は前よりも、ほんの少し強くなったんです。

「もう、いいじゃないですか」

　私は静かにそう告げた。

　ホームズさんは苦しそうな表情のまま、そっと視線を合わせる。

　私たちはお互い傷付いて、苦しかった。それでいいんだ。

　……ホームズさん、私は、店長に教えてもらったんです。

『言葉の力』を。

　そんな私は、あなたにも教えてもらったんです。

　こんなにも強い言葉を他に知らない、というくらい、とても強い魔法の言葉を……。

　そっと息を吸い込む。

「清貴くん」

　あえて明るい声で呼びかけた私に、俯きかけていたホームズさんは少し驚いたように、顔を上げる。

　そんな彼に向かって、私は腕を伸ばして両手いっぱいに開く。

「――おいで」

　明るい笑顔で両手を広げる私に、ホームズさんは目を見開いた。

　そう、他の言葉なんていらない。

　傷付けたとか、未熟だとか自分勝手だとか、そんなのはお互い様で、当たり前の話。

　それは、もういいから。

　理屈も理性も全部忘れて、私のところに来てほしい。

　ホームズさんはしばし呆然と目を開き、クシャクシャッと髪をかいて、

「……あなたは、本当に……もうっ」

　そう言って、勢いよく立ち上がる。

　私に向かって伸びてくる、ホームズさんの腕。

「――葵っ！」

　気が付くと、私は彼の胸の中にいた。

　息が苦しいくらいに強く抱き締める。

「ホームズさんっ」

　私はその背に手をまわして、涙を流した。

　懐かしいホームズさんのぬくもり。その腕に、髪に、匂いに、そのすべてに目眩めまいがするくらいに幸せで、心から思うんだ。

　――あなたがいれば、他には何もいらないと。

　誰もいない静かな店内。

　私たちは、ともに涙を流しながら、互いの存在を確かめるように、いつまでも強く抱き締め合っていた。











エピローグ






　短い二月が終わり、暦は三月となっていた。

「――気が付くと、もう三月なんですねぇ」

　独り言のように洩らしながら、店内の卓上カレンダーを二月から三月へと変えた。

　本当に早いものだ。

　怒ど涛とうのように時が過ぎて、気が付くと三月なんだから。

　こうして、私は無事、『蔵』に戻ってくることができた。

　ここを再び訪れた時、店長やオーナーにも、とても喜んでもらえたことが、本当に嬉しかった。

『いや、良かった、ほんまに良かった』

　ひそかに心配してくれていたらしく、オーナーは目に涙を浮かべ、顔を真っ赤にして、私の両肩に手を乗せてくれた。

『……待っていましたよ』

　店長は、優しく微笑んでそう言ってくれた。

　私としてはまるで何事もなかったように『蔵』に戻ってきたいと思っていたのだけど、露骨に喜んでくれた二人を前にした時に、嬉しくて、やっぱり涙が出てしまった。

　そして心配してくれていたのは、オーナーだけではなかった。

　私の母も、受験前とはいえ、急に『蔵』に行かなくなった私を実は心配してくれていたようだ。

『何かあったのかと心配していたんだけど、また元気に「蔵」に行くようになって本当に良かった』と言ってもらえた。

　素知らぬ顔で、あれこれ聞かずにいながらも、いつでも助けようと見守っていてくれたことを知り、あらためて、自分たちが素敵な大人に囲まれていることを実感して、胸が熱くなる。

　そんなふうに周囲に心配をかけていた私は、無事、受験を終えた。

　一心不乱に勉強に打ち込んだ甲斐があり、晴れて京都府大に合格し、なんとか親への恩返しもできたようだ。

　そうして、バイトを再開し、今やすっかり元通りだ。

　チラリとカウンターで帳簿をつけているホームズさんを見ると、視線に気付いた彼が、顔を上げてにこりと微笑む。

　優しい笑顔にキュンとすると同時に、嬉しさに胸が詰まった。

「葵さん、よかったら休憩しませんか？　コーヒー淹れますよ」

「あ、はい、嬉しいです」

　以前と変わらず温かな時間を過ごせることが嬉しくて、なんでもないことに目頭が熱くなる。

　やがて、カウンターの上に二客のカップが並ぶ。

　私もホームズさんも、ともにブラックだ。

「……美味しい」

　コーヒーを口に運んで、はーっ、と息をついた。

　あのころの出来事がまるで幻だったかのように、本当に平和だった。

　円生は、どうしているんだろうか？

　二月十五日に決着を終えた後、円生からの連絡は何もない。

　カップを覗いてそんなふうに思っていると、『カラン』とドアベルが鳴ると同時に、

「失礼しまーす。お荷物お届けに伺いましたー」と、宅配業者が両手に大きな荷物を持ち、店内に入ってきた。

　大きさから見て、一〇〇号サイズの絵画だろうか。

「お疲れ様です」

　ホームズさんは、伝票にサインをして荷物を受け取る。

　ありがとうございましたー、と宅配業者が店を出ていき、『カラン』とドアベルが響く中、私は伝票を覗く。

　荷物の種類はやはり絵画で、差出人は『菅すが原わら真しん也や』。受け取り人は『家頭清貴』になっている。

「ホームズさん、絵を仕入れたんですか？」

「……いえ」

　ホームズさんは、眉根を寄せながら丁寧に梱包を解いていく。

　出てきた絵に、私もホームズさんも手を止めた。

　それは、おそらく中国の街並みだ。

　水路を中心に、左右には軒先に赤い提灯を連ねたものを吊るした、エキゾチックな家々が並んでいる。

　明るい日差しに光る水路の水面みなも。その端には、屋形船が停泊し、さらにその先にはとても小さな船があり、石橋をくぐっていこうとしている。

　木々の緑に、桃の花が美しく、よく見ると、手前の光景が昼、奥が夜になっていることが分かった。

　手前の川の水面みなもが陽の光を反射しているのに、奥の川には、白い月が浮かんでいるのだ。

「――――っ」

　絵の素晴らしさに、私は息が詰まった。

　観るなり、その風景の中に自分が入ってしまったかのような、そんな吸引力を持っている。

　幻想的で、決して写実的なわけではないのに、こうして観ていると、今にも船が動き出し、人々の賑やかな語らいや笑い声が聞こえてきそうな、リアルさも感じられる。

　ふと、ホームズさんを見る。

　彼も、この絵を前に圧倒されているようだ。

「……蘇そ州しゅうの風景画ですね」

　ややあって、ホームズさんは、ぽつりと零した。

「蘇州……、やはり中国の風景なんですね」

「ええ、これは、西暦八二六年頃の風景を意識して描いたものでしょう」

「八二六年って、どうして、そんなことまで分かるんですか？」

　私は驚いて、顔を上げる。

「この絵は、白はく居きょ易いの漢詩を再現したのだと思います」

　私も受験で漢詩の勉強を頑張ったから、白居易の名前は知っている。

　白居易――字は楽らく天てんで、『白楽天』という呼び名の方が、知られているかもしれない。

　だけど、知っているのはそのくらいのもので、この絵を観て白居易の漢詩がするりと出てきたりはしない。

「……なんていう、詩なんですか？」

「『小しょう舫ほう』です」

　ホームズさんは、絵に目を向けたまま、そっと口を開く。




　小舫一艘新造了　輕装梁柱[image: ]安篷

　深坊静岸遊應遍　浅水低橋去尽通

　黄柳影籠随棹月　白蘋香起打頭風

　慢牽欲傍櫻桃泊　借問誰家花最紅




　――小さな舟を一隻、作り終えた。

　軽く梁はりの柱を立てて、低いとま葺ぶき屋根を葺く。

　ああ、これから深い町中も、静かな岸も、どこにだって行ける。

　浅い水も、低い橋も通り過ぎて、どこだって通って行ける。

　黄色く芽吹いた柳の影の中に、棹さおに随したがってついてくる月が映っている。

　白い浮草の香りが、頬を打つほどの風の中、漂ってきている。

　ゆっくり舟を曳ひいて、桜桃の花の下に停めよう。

　一番、紅く色づいている家は、どこだろうな。




「宝暦二年――八二六年に白居易こと白楽天は、長官として蘇州に赴任しました。蘇州は、『東洋のヴェニス』と言われる、細い水路が縦横に張り巡らされた美しい街でして、その時に彼が詠んだ詩が『小舫』です」

　ホームズさんの言葉を聞きながら、私は今一度、蘇州の一日を一枚の絵に表わした幻想的な風景画に、目を向ける。

　この絵は、まさにその詩をそのまま表現していた。

　新たな美しい地に来て、『これから、どこにでも行けるんだ』という、白楽天のわくわくした思いが、伝わってくる。

　なんて自由で、なんて胸躍る、素晴らしい絵なのだろう。

「差出人の『菅原真也』さんという方が、描いたのでしょうか」

　その人が、世間にどれだけ評価されているのか分からないけれど、素晴らしい才能だ。

「……円生の本名ですよ」

　ホームズさんは、私の方を向いて、そっと口角を上げる。

「えっ？」

「尼崎でユキさんにお会いした時に、円生の本名を聞くことができました。彼の本名は、『菅原真也』というそうです。この絵を観る限り、過去のしがらみから解き放たれて、新たな世界にいることを伝えてきたのでしょう」

　私は何も言わずに、相槌をうつ。

　過去の呪じゅ縛ばくから解き放たれ、自由となり、今は未来に向けてわくわくしている。

　そんな気持ちを伝えるこの絵をホームズさんに送ってきたということは、円生は感謝の気持ちを伝えようとしているのだろう。

　私が胸を熱くさせていると、横でホームズさんが額に手を当てた。

　感動しているのだろうか？　と、嬉しくなりながら目を向けると、ホームズさんはぞっとするような、冷ややかな目を見せている。

「ホ、ホームズさん、どうしたんですか？」

「あ、いえ。――すみません。今の僕の顔は見ないでください」

　ホームズさんはそう言って、慌てたように顔を背ける。

「どうしてですか？」

「……悔しいんです。嫉妬してしまっているんです。この絵を観て、彼の才能を前に、どうしようもないくらい、胸を騒がしているんです。こんな顔を見られたくはありません」

　顔を背けたまま、

「――僕にも、こんな才能があったらて、ほんまに思う」

　ホームズさんは、静かにそう続けた。

　その声は、少し震えている。

　芸術を愛するホームズさんは、クリエイターをとても尊敬している。

　そんな彼は、もしかしたら私が思う以上に、創造者への憧れが強いのかもしれない。

　美しい物を作り出せる者への、どうしようもない羨望があるのだろう。

　私が何も言えずにいると、ホームズさんは背を正して、ゆっくりと振り返る。

　その顔は、とても柔らかい。

「すみません」

　いいえ、と私は首を振り、ホームズさんを見上げた。

「ホームズさん……嫉妬は、きっと『可能性』だと思うんです」

「えっ？」

「だって、私は、この素晴らしい絵を観ても、感動はしても嫉妬しません。それは、私には、こんな素晴らしい絵を描ける可能性が微塵もないからだと思うんです。何かに嫉妬するって、『それができる可能性がある』という証拠だと思うんですよね。恥ずかしい話ですけど、私はホームズさんの鑑定眼に、時々嫉妬するんですよ」

「……葵さん」

　ホームズさんは少し驚いたように、私を見下ろす。

「きっと、ホームズさんには、クリエイターの才能があるんだと思います。だから、胸が騒ぐんですよ」

　そう続けると、ホームズさんは頬を緩ませた。

「ありがとうございます。そうかもしれませんね。あなたの言う通り、人は誰かの才能に触れた時、それが自分とはまるでかけ離れた畑違いのものだったなら手放しで感動できるのですが、『自分にもできる可能性があるもの』だったとしたら、嫉妬心を抱いてしまうのかもしれません。僕の中に、クリエイターの可能性がほんの少しあるからこその嫉妬なのでしょう。ですが、僕は父と同じなんです」

「店長と？」

「ええ。父は祖父のような鑑定士に憧れ嫉妬しながらも、作家の道へ行きました。それは恐らく、『可能性』はあったものの、そこまではなれないことを肌で感じ、そこで努力をしようとせずに逃げ出しました。……僕もそうです。おそらく円生は、幼いころより生きるために死に物狂いで描いてきました。この才能は、その結晶なわけです。円生ほどの努力をせずに、ただ出来上がった作品を前にして嫉妬するなんて、本当に甘い話ですよね」

　ホームズさんは穏やかな口調でそう言って、その絵を手にする。

「……悔しくて羨ましくて、胸が焼けるような気持ちですが、その一方で、こんな素晴らしい絵を手に入れられて、僕はとても嬉しいんです。円生の心が解放されたことも含めて」

　熱っぽく言うホームズさんに、私は黙って頷く。

　嫉妬に胸を焦がしたことも、嬉しさに胸を躍らせていることも……。

　そのどちらも、すべて彼の正直な気持ちで、それをそのまま伝えてくれることが、とても嬉しい。

「せっかくですから、飾らせていただきましょう」

　そう言ってホームズさんは、中国の骨董品を置いているスペースの壁に、円生の描いた蘇州の絵を飾った。

　絵は、このスペースのために誂あつらえたかのように、ぴたりとおさまる。

　円生は飾る場所すらも想定していたのだろうか、と思わせられたほどだ。

　二人並んで眺めながら、その絵の素晴らしさに、あらためて胸を打たれる。

「……円生は、ちゃんと彼女のところに行けたんでしょうかね？」

　ぽつりと呟いた私に、隣に立つホームズさんが弱ったように肩をすくめた。

「葵さん」

「はい」

「言うか言うまいか悩んだのですが、勘違いされたままなのも、問題があるような気がしたので、ちゃんと伝えますね」

　しっかりと視線を合わせてそう言うホームズさんに、鼓動が跳ねる。

「は、はい。なんでしょうか？」

「『ユキさん』は、女性ではありません。男性なんです」

　ホームズさんは私の目を見たまま、ハッキリとそう告げる。

「――男性？」

「はい。ですから、『彼女』ではないんですよ」

　そう続けたホームズさんに、「え、ええ？」と私の声が裏返った。

「それって、つまり、その、彼女ではなく『彼氏』ということなんですか？」

　あまりの事実に、バクバクと心臓が音を立てる。

　なんてことだろう。私は、円生は愛しい女性と切ない別れをしたものと、信じて疑わなかったのに。

　なんていうか、さすが円生。何もかも一筋縄ではいかない。

　まさか恋人が男だなんて……。

　愕然としている私に、ホームズさんは苦笑した。

「いえ、そういう感じとは、少し違うように思えました。男とか女とかそういうことではなく、円生にとって一番大切な存在が、ユキさんだったわけです」

　真剣な目で言うホームズさんに、決して軽い話ではないと感じ、私は表情を正した。

「どういうことですか？」

「僕がお会いしたユキさんという青年は、二十五歳で、とても華きゃ奢しゃで、線の細い美青年でした。そんなユキさんと円生は、同じアパートの住人だったそうです。円生は六つ年下のユキさんを弟のようにかわいがったそうです……。歳の差も含めて、僕と利休のような感じですね」

　ホームズさんと利休君のような感じ。

　そう言われると、想像がつきやすい。

　そんなところまで類似しているなんて、すごい偶然だ。

「円生は酒乱の父に暴力を受けていて、一方ユキさんは母子家庭で、ネグレクト……いわゆる育児放棄をする母親だったようです。食事も作ってもらえないことが当たり前にあり、円生はそんなユキさんを心配して、食べ物を持って行ってあげたりしたそうです。ユキさんが近所の子どもたちにいじめられた時は、必ず助けてくれたと。円生とユキさんは不遇な家庭の子ども同士、身を寄せ合い、支え合っていたようで、話を聞いていると、円生はユキさんを守ることで、自分を保っていたのではないかと思われました」

　誰かを守ることで、自我を保つ。

　……それはなんて、美しくも悲しいことなんだろう。

「ユキさんが高校に入学するころ、円生の父親が入院することになり、円生はその時にアパートを出て行くことになったそうです。出て行く際に、白磁の香炉をユキさんに渡して、『生活に困ったら、これを売れ』と言ったそうですが、ユキさんはとてもそんな気持ちにはなれなかったと仰っていました」

「……そうだったんですか」

　円生はその時は本気で、生活に困ったら売ってお金にしてほしいと思ったに違いない。

　また、そんなつもりになれなかったというユキさんの気持ちも、分かるような気がした。

　円生は円生で、ピンチの時は売って糧かてにしてもらいたい反面、心の奥底では売ってほしくもなかったんだろうな。

「円生はそれ以来、ユキさんの許に姿を現していないそうなんですが、アパートを出てからというもの、円生からの仕送りが毎月、届くようになったそうです」

「えっ、円生がユキさんに仕送りを？」

「……ええ。そのおかげで、ユキさんは大学を卒業することができたと仰っていました。お金を受け取ることに抵抗があったけれど、『大学を卒業したら必ず会いに行くから、勉強をがんばれ』と、いつも手紙に書いていたそうです。それでユキさんは、自分が大学を卒業したら、円生はきっと会いに来てくれるだろうと、勉強をがんばったそうです。ですが、大学を卒業し、就職しても円生は現れなかったと――、おそらく円生は、ユキさんが大学を卒業したことで、贋作の仕事から手を引いたのでしょう」

「っ！」

　そうか、円生が贋作を続けていたのは、ユキさんのためだったんだ。

　ユキさんが大学を卒業し、ちゃんと就職したことを見届けて、円生は贋作から手を引き、出家したんだ。

　そんなにも強い想いで、守っていた大切な人なんだ。

　気が付くと、私の目に涙が浮かんでいて、零れるように流れ落ちた。

「……葵さん」

　ホームズさんは手を伸ばし、指で私の涙を拭ぬぐってくれる。

　何もかも、自分を犠牲にしてきた円生。

　そんな時にホームズさんに出会い、初めて『自分』を爆発させたのかもしれない。

　彼は、とても純粋な人だったんだ。

　だから、出家もしたのだろう。

　どんな方法で寺に入ったのかは分からないけれど、彼ほどの人間ならば、どんな書類も偽造できるだろうし、もしかしたら、住職たちはすべてを察した上で、受け入れたのかもしれない。

「ホームズさんの言う通り、男とか女とか関係ない、円生にとって大切な方なんですね。少しでも下世話な想像をしてしまった自分が恥ずかしいです。そんな美しくも儚い純粋な愛情だったのに」とうな垂れた私に、ホームズさんはくすりと笑う。

「僕がお会いした時点では、それは美しくも儚いプラトニックな関係だったようですが、その後、会いに行ったことで、二人の間柄がどのように変化したかは分かりませんがね。互いに強く惹かれ合っていることは、間違いありませんでしたし。幸せになれるのでしたら、それで良いのではないでしょうか」

　カウンターの方に歩きながらそう言うホームズさんに、私もそっと頷いた。

「本当ですね」

　あの人には、幸せになってもらいたい。

　なんといっても、ホームズさんの片割れのような人だ。

　私たちは再び、カウンターに腰を下ろし、もう冷めてしまったコーヒーを口に運んだ。

「コーヒー、淹れ直しましょうか？」

「いえ、美味しいコーヒーは、冷めても美味しいから大丈夫です」

「すっかり、ブラックを飲めるようになりましたね」

「はい」と私が頷くと、ホームズさんはカウンターの上の卓上カレンダーに目を向けて、柔らかく目を細める。

「先ほど葵さんも仰っていましたが、もう三月ですね」

「ええ」

「三月といえば、思い出深いですね」

「えっ？」

「ご存じなかったですか？　一昨年の三月に、ある女の子が家にある掛け軸を持ってこの店に鑑定に訪れたんですよ」

　そう続けるホームズさんに、頬が熱くなる。

「そして、ここで号泣されまして」

「も、もう、ホームズさん」とカウンターに手をつくと、

「その少女は、短い間に、とても素晴らしい女性に成長して、僕を虜とりこにしました」

　ホームズさんは、私の手にそっと指を絡めてきた。

「ホ、ホームズさん」

　今度は別の種類の恥ずかしさから、耳まで熱くなる。

「また、『清貴』と呼んでください、葵さん」

　ギュッと手を握って微笑む姿が魅惑的で、目を合わせられない。

「そ、そんな、今、バイト中ですし」

「名前を呼ぶだけですよ。何を想像されているんですか？」と、意地悪く微笑む。

「想像だなんて！　もう、いけずですね……清貴くん」

　ためらいながら告げると、今度はホームズさんが頬を赤らめて顔を背けた。

「ほんまにあかん。僕、葵さんの『清貴くん』だけで、ご飯何杯でも食べられるわ」

「もう、何言ってるんですか」

　互いに頬を赤らめて、目を合わせられずにいると、『カラン』というドアベルが鳴るとともに、乱暴に扉が開かれた。

「おーっす！　久しぶりだな、来てやったぜ、ホームズ！」

　満面の笑みで店に入ってきた秋人さんに、私たちは握り合っていた手をスッと離した。

　秋人さん、本当に久しぶりだ。

　最近はさらにテレビで活躍していて、傍はた目めに見ていてもとても忙しそうだった。

　秋人さんは、私とホームズさんの姿を交互に見て、

「あれ？　お前ら、別れたんじゃねーの？」と、戸惑ったような声を上げた。

「えっ？」と、私とホームズさんの声が揃う。

「いや、先月オーナーから電話がきたんだよ。『清貴が葵ちゃんにフラれたらしくて、落ち込んで陰気くさくてかなわんから、景気づけに遊びに来てやってくれ』って。でも、そん時、ちょうど海外ロケに行く前でよ、気になりつつ何もできずにアメリカのラスベガスに行って、ホームズのことなんて忘れて大はしゃぎしてたんだけど」

　そう言う秋人さんに、私とホームズさんは、思わず顔を見合わせてしまう。

　そうか、オーナーは秋人さんに連絡したんだ。

　確かに、私がバイトに来なくなって、ホームズさんが落ち込んでいたら、私の方がフッたと勘違いされても仕方ないのかもしれない。

　家頭家はそれはどんよりとしたもので、空気クラッシャーの秋人さんなら、陰気くさい雰囲気を吹き飛ばしてくれそうだと思ったわけだ。

　……オーナーらしい。

　くすくすと笑う私に、ホームズさんは決まり悪そうに『やれやれ』と肩を上下させる。

「なんだ、仲直りしたのか。せっかく慰めにチョコレート買ってきてやったのに」

　と言って秋人さんは、私の隣にドッカリと座り、カウンターに高級チョコレートの箱を置いた。

「……どうして、慰めにチョコレートなんですか？」

　私が首を傾げながら尋ねると、秋人さんは「いやぁ」と頭の後ろで手を組む。

「そん時、オーナーに聞いたんだよ。ホームズの誕生日は、なんとバレンタインなんだってよ。だから遅ればせながらだけど、誕生日プレゼント兼友チョコを買ってきてやったんだ。優しいな、俺」

　その言葉に、私は「あっ」と口に手を当てた。

「そうでした、ホームズさんの誕生日、バレンタインでしたよね」

「なんだよ、葵ちゃん、彼氏の誕生日を忘れてたのかよ」

「ほ、本当に、面目ないです」

　バツが悪くて仕方ない。

　いろいろあって、ホームズさんの誕生日をすっかり忘れていた。

「いいんですよ、葵さん。僕はあなたから、とても素敵な言葉をいただきましたから」

　ホームズさんはそう言って、にこりと微笑む。

　十五日の出来事を言っているのだろう。私の頬が熱くなる。

「言葉なんかで腹いっぱいになるなんて、エコな男だな」

「葵さんの言葉ですから」

「へえへえ、もう勘弁してくれよ。にしても葵ちゃんも、ついにホームズの変人っぷりに耐えられなくなって、別れたのかと思ったよ」

「それはそれは」と笑うホームズさん。

「しょうがねぇから、俺もホームズのために一肌脱いでやろうと思ってよ。女を忘れるには女が一番だと思って、あちこちに声かけちまったんだ。もし、突然、この店にイイ女が訪ねてきたりしたら、悪いな葵ちゃん」

　秋人さんは悪びれもしない様子で、私に向かって片手を上げる。

「……秋人さん」

　相変わらずな秋人さんに、私は額に手を当てた。

　てっきり、ホームズさんも呆れた声を出すかと思ったのだけど、ふふふ、と笑う。

「秋人さん、僕にとって、葵さんよりイイ女なんていませんよ」

「っ！」

　そう断言したホームズさんに、私は息が止まりそうになる。

「おー、言い切ったな。一度フラれて、受け入れてもらったからアタマ上がらないんだろ」

　と、秋人さんが愉しげに口角を上げて、身を乗り出した。

　どうやら秋人さんは、私がホームズさんを振った後に、復活したと思い込んでいるようだ。

「……そうですね、きっとずっと、頭が上がらないと思います」

　柔らかく微笑んでそう言うホームズさんに、

「ずっと？」

　秋人さんは、目をぱちりと開いた。

「…………」

　私は、嬉しさと気恥ずかしさで目を伏せる。

　先のことなんて、どうなるか分からない。

　けれど、そう言ってもらえるのは、本当に嬉しい。

　この先も、二人で歩いていくことができたら……。

　そっと顔を上げると、ホームズさんがこちらを見ていた。

　思わず見詰め合う私たちに、

「なぁ、お前ら、もうヤッただろ」

　秋人さんが、頬杖をつきながら真顔で告げた。

「えっ？」

　同時に振り返る私たちに、

「なんか、前よりすげー距離感が近いっつーか。うん、絶対ヤッてるだろ」

　今度は、イタズラな笑みを浮かべた。

　あ、相変わらず、露骨な人だ。

「そうなんだろ？　ついにだな、ホームズ。なぁ、いつ決めたんだよ。仲直りした後か？」

　秋人さんがグイグイ身を乗り出すと、ホームズさんはその額を指先で弾いた。

「イテッ」

「相変わらず、遠慮のない方ですね」

　人差し指を立てて『ねっ』と、こちらを見るホームズさんに、私もクスクス笑いながら頷く。

「ええ、本当に」

「なんだよ、つまんねーな」

　秋人さんは面白くなさそうに口を尖らせて、腕を組んだ。




　その時、再び『カラン』とドアベルが鳴り、私たちは「いらっしゃいませ」と振り返る。

　そこには、とても珍しいお客さんの姿があった。

　鑑定士・柳やなぎ原はら先生だ。

　オーナーの古い友人で、ライバルともいえる存在。パーティの席ではお会いしたことがあるけれど、『蔵』に来た姿を見るのは、私ははじめてだった。

「これは柳原先生、祖父は今、大阪に行っておりまして」

　申し訳なさそうに席を立つホームズさんに、柳原先生は『いやいや』と首を振る。

「あのジジイに会いに来たんじゃないわい。清貴くんに礼を言いに来たんじゃ」

「僕に？」

　身に覚えがないのか、ほんの少し首を傾けるホームズさん。

「このたびは、ワシの弟子が世話になって」

　そう言って、頭を下げる柳原先生に、

「弟子？」とホームズさんは眉根を寄せた。

　次の瞬間、

「ほんま、えろう世話になって」

　続いて、円生が店に足を踏み入れた。

「っ！」

　その姿に、私たちは言葉を失った。

　秋人さんも、目と口を大きく開いている。

　円生はいつもの着流しスタイルで、不敵な笑みを浮かべていた。

　嫌な予感がするのか、ホームズさんのこめかみが少し引きつっている。

　円生と対峙すると、イライラしてしまうのは、今も変わりはないのかもしれない。

「――どういう、ことですか？」

　低い声で尋ねたホームズさんに、柳原先生は楽しげに笑った。

「先日こやつがワシのところに訪ねてきてな、今まであったことをすべて話してくれた上で、『弟子にしてほしい』と、こう言うわけや。その時点では断ろうかと思ったんやけど、『自分は寺町三条のホームズに負けない目を持ってる』と、こう言うもんやから、ワシは少し興奮……いや、胸が打たれてな。何より、優秀な目利きは多いに越したことはない。もちろん、これからちゃんと自首をして、罪を償ってからの話やけど。ワシとしても優秀な弟子を得たのは清貴くんのおかげやということで、礼を言いに来たんやで。おお、そうや、遅れたけど、誕生日プレゼントやで。チョコレートや」

　と、そこまで話して、チョコレートの箱を差し出す柳原先生。

「……ありがとうございます」

　ホームズさんは、複雑な表情でそのプレゼントを受け取っていた。

　円生は懐から扇を出して、口許を隠しながら愉しげに笑い、

「そんなんで、これからは同業者やね。贋作は許されへんことやで、互いに精進してがんばろうや、ホームズはん」

　顔を近付けて挑発的に言う。

　きっと、円生も本当はちゃんとお礼を言いたかっただろうに、ホームズさんを前にすると、どうしてもああいう態度を取ってしまうのだろう。

　まったく、とびきり器用な反面、こういう部分ではとことん不器用な二人だ。

「ええな、若い二人、今後は切磋琢磨して、これからの美術界を盛り上げてき」

　柳原先生は、嬉しそうにホームズさんと円生の背中を叩く。

　同じく笑顔の円生に、一方のホームズさんの方は冷ややかな表情だ。

「……なんや、歓迎してくれへんの？」

　扇を閉じて自らの顎に当てながら上目遣いに尋ねる円生に、ホームズさんは小さく息をついた。

「――歓迎しますよ。あなたのような優秀な人間が、こちら側にまわってくださるなら、心強いです。ですが、あなたが葵さんにしたことは、まだ許していませんし、あなたには負けるつもりはありませんから」

　強い眼差しを見せたホームズさんに、円生はそれは嬉しそうに微笑む。

「ええな、ほんまに。あんたと張り合えると思うと、人生楽しいわ」

　そんな円生を前に、そっと微笑み返すホームズさん。

　きっと、ホームズさんも同じ気持ちなのだろう。

「ほな、清貴くん、また。円生、行こか」

「はい」

　歩き出す柳原さんに続いて、円生も会釈をして店を出て行こうとする。

　その刹那、店の壁に自分の描いた絵が飾られているのをちらりと確認して、弱ったような、照れくさいような表情を見せたかと思うと、それを隠すようにすぐに踵を返した。

　きっと嬉しかったのだろう。

　円生はあの絵を描いて、過去のすべてを清算したのかもしれない。

　彼の中で、もう本名は捨てたのだろう。

　円生はあくまで、『円生』のままのようだ。

　そう思った瞬間、急に不安になった。

　円生は、ちゃんとユキさんに会いに行ったのだろうか？

「あ、あの、ユキさんに、どうかよろしくお伝えください」

　彼の背中に向かって声を上げた私に、円生は振り返って笑みを見せた。

　穏やかで幸せそうな笑顔。

　その笑顔が、すべてを物語っていた。

　円生は、ちゃんとユキさんと再会したのだと。

　そして今はユキさんのために罪を償い、鑑定士になろうと決意したのだろう。

　――良かった、と胸が熱くなる。







　柳原先生と円生が出て行き、ほぼ入れ違いに、

「おう、あんちゃんに嬢ちゃん」

　と、スーツを着た中年の男性が店に入ってきた。

　今日は、本当に来客が多い。

　人が来る時は集中するのが、『蔵』のパターンだ。

　彼は、小松勝かつ也やさん。

　さまざまな事件を通して知り合った私立探偵だ。

「これは、小松さん、お久しぶりです」

　ホームズさんはそう言った後、小松さんの上から下まで見て、そっと微笑む。

　すると、秋人さんが「あー」と声を上げた。

「小松さん、お久しぶりっすね。葵ちゃんの誕生日パーティ以来だ」

　そう言う秋人さんに、小松さんは軽く会釈を返す。

「あのパーティ以来、うちの娘が、『イケメンで面白い』と、すっかりあんたのファンになっているよ。人気が上がっているのも納得だな」

「サンキューっす。小松さんこそ、今やすっかり、あの政治家や有名進学校を巻き込んだ『大麻教事件』を解決した敏腕探偵として有名っすね」

「いや、あれ、本当はそんなんじゃねんだ」

　小松さんはそう言って、決まり悪そうに頭を掻く。

　そう、小松さんは、大麻教事件を解決に導いた探偵として知られ、仕事も急増し、今は随分羽振りがいいという話だ。

　その様子を見て、秋人さんは、ちらりとホームズさんを横目で見る。

「やっぱり、その事件を解決したのは、ホームズなんだな」

　小松さんは「ま、そういうことだな」と肩をすくめ、ホームズさんは、「いえいえ、そんなことは」と、さらりと言って首を振る。

　秋人さんの言う通り、事件を主に解決したのはホームズさんだ。

　だけど、彼はそれが公になることを嫌って、すべての手柄を小松さんに押し付けるようにして渡したのだ。

「それはさておき、小松さん。今まではよれたスーツを着ていましたが、今日はきちっとされているのですね。全体的に清潔感がありますし、肌艶も良く、少し健康的になられたようで……もしかして、再婚されましたか？」

「あ、相変わらず、怖ぇな」

　小松さんは、少し仰のけ反ぞって言う。

「えっ、小松さん、再婚されたんですか？　おめでとうございます」

　私が目を輝かせて、身を乗り出すと、

「いやいや、雅まさ美みや優ゆう子こと一緒に暮らし始めただけで、まだ再婚はしてないんだ。雅美が、ふんぎりつかないみたいでな。再婚はまぁ、そのうちにだな。それより、今日はあんたに話があって」

「話？」

「それがな……」

　と、その時、小松さんに続くようにして、男性がひょっこりと姿を現した。

「この人は、俺の依頼人なんだけど……」

　その言葉に、ホームズさんは瞬時に嫌そうな目を見せる。

「……どうして、あなたの依頼人を僕のところに？」

「いやいや、『探偵』の話じゃなく、今回は『鑑定』なんだ」

　慌てて言う小松さんに、ホームズさんは瞬時に、にこやかな笑みを浮かべる。

「ああ、そうでしたか、失礼いたしました。鑑定のお客様なら大歓迎ですよ。もしかして、また、僕に面倒な事件を押し付けに来たのかと、一瞬勘違いしまして。もうそんなことはないと、信じているのですが」

「おい、牽けん制せいするのはやめろよ」

　小松さんは苦笑し、振り返って自分の背後に立つ依頼人を見る。

　すると、彼はぺこりと頭を下げた。

「はじめまして、早さ乙おと女めといいます。今日は、祖父の不可解な遺品を識みていただきたくて」

「……不可解な遺品」

　ホームズさんは、へぇ、と洩らし、

「分かりました、どうぞおかけください」

　そう言って、カウンター前の椅子を指した。

　ホームズさんの口角が上がっている。

　どんな遺品なのか、識るのが楽しみなんだろう。

「ありがとうございます。なんでも、あなたは『京都寺町三条のホームズ』と異名を取る切れ者だとか」

　ためらいがちに言う依頼人に、ホームズさんは「いえいえ」と胸に手を当てて、それは優雅な笑みを浮かべた。

「僕が『ホームズ』と呼ばれるのは、苗字が『家頭』だからなんですよ」




　――ホームズさん、まだそれを言いますか。




　私は心の中でそう呟き、くすりと笑う。

　それは嵐が過ぎ去り、新たな未来の扉が開いた、明るい午後だった。











あとがき






　いつもご愛読ありがとうございます。

　寺町三条シリーズも、ついに７巻！　すごいことだと思っております。応援してくださる皆様のお陰です、本当にありがとうございます。

　この７巻、まるで完結のような雰囲気ですが、完全完結というわけではなく、言うなれば、『高校生編』の完結となります。

　私の中で、この後のビジョンも朧気ながらあり、ありがたいことに編集様にも『ぜひ、続きを』と言っていただいておりまして、多少ゆっくりになってしまうかもですが、これからも書いていけたら、と思っております。

　もし良かったら、今後大学生となった葵、大学院を終了した清貴、相変わらずな秋人、関係性の変わった円生とのやり取り――と、変化した寺町三条シリーズのメンバーを温かい目で見守っていただけると嬉しいです。

　また、今回、快く取材を了承してくださいました和菓子店『松屋藤兵衛』様、本当にありがとうございました。

　お茶会についても詳しく教えてくださり、心より感謝申し上げます。

　そして、アルフォンス・マリア・ミュシャについて教えてくださった、チェコ・プラハに住む親友でもある従妹にも、心より感謝を申し上げます。

　そして、この度、寺町三条シリーズの『ガイドブック』も作らせていただきました。

　タイトルは『京都寺町三条のホームズ６・５巻』です。

　今まで巡った社寺の紹介のまとめと、七十ページ弱の短編に、遊び心のあるショート・ショートストーリーを数編、私が原作を手掛け、ヤマウチシズ先生が描いてくださった４コマ漫画、そして、キャラや著者への質問に答えるページなども設けております。

　ちなみに、そのガイドブックの短編の内容ですが、まさに『６巻と７巻の間の話』であるため、『６・５巻』とさせていただきました。

　６巻は、ラスト、清貴と葵が『これから家頭邸で開かれる葵の誕生日パーティに向かう』というところで終わっているのですが、６・５巻は、まさに、『家頭邸で開かれた葵の誕生日パーティの模様』を描いています。

　お馴染みのメンバーが集まって、家頭邸にて開かれた葵のバースデーパーティ。

　そこで、恒例の謎解きゲームが開かれる、といった『ガイドブックならでは』の番外編であり、とても楽しく和気あいあいとしたお話です。

　そんなわけで、読む順番は６・５巻であるガイドブック、その次に７巻が好ましいかもしれません。ですが、どちらからでも、大丈夫です。

　次に、少し寂しいお話をしてしまいますが、このシリーズで、何度か紹介させていただいた、『生クリーム入りあんぱん』を出してくれるカフェが、二〇一六年十二月二十四日に閉店してしまったようです。とても美味しく、大好きでしたので、またいつか復活してくれる日を楽しみにしております。




　最後に、この場をお借りして、お礼を伝えさせてください。

　双葉社様、エブリスタ様、校正様、取次様、書店様、京都弁監修をしてくださった明美様ご夫妻様、今回も素晴らしいカバーイラストを手掛けてくださったイラストレーター・ヤマウチシズ様、カバーデザイナー様。

　そして――この本をお手に取ってくださった、読者様。

　私と本作品を取り巻くすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。





望月　麻衣
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